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[image: 数字で救う! 弱小国家 4　平和でいられる確率を求めよ。ただし大戦争は必須であるものとする。]







本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。








○序章　愛（ｉ）情の数式









「正しい愛の数式を、見せてやるんだから……！」

　紙の上でペンを走らせながら、あたしは奥歯を嚙かみしめた。

　あの人には数式がいちばん効く。あたしは幸い、そういうの大得意だ。だから書く。計算する。数式を作る。

　いつもあたしのことを〝ツナちゃん〟とか〝ツナガール〟とか〝ツナマヨ〟とか呼んでるけど、この数式でわからせてみせる。

　あたしを「親愛なるトゥーナ様」以外では呼べなくしてやるんだから！

　……でもちょっと寂しいから、たまには〝ツナちゃん〟って呼ぶの許してあげようかな。そういうのしよ。

　それはともかく。

　いま問題なのは、あの人のことだ。それは閣下のことだ。あたしの命の恩人で、この国を支える重鎮で、偉大なるソアラ女王陛下の王婿、ナオキ・セリザワ・ロートリンデ宰相閣下のことだ。

　閣下の肩書きの大部分は普通の人から見た話。あたしからすればあの人は父みたいな兄みたいな複雑な対象で、つまり家族と呼んだらいちばんしっくりくる。

　そしていま、その家族に問題があると思った。それも、大きな問題だ。

　その問題とは──愛を間違えていること。

　閣下は正しい愛をわかってない。だからあたしが、悲劇に遭った。

　でも、あたしは閣下を見捨てられない。

　だから数式を作る。正しい愛を数式にしてあの人の目に見せる。そういうのだ。

　一心不乱に線を引いて、曲率を描いて、この世の法則を紙の上に落とし込む。

　いつだったか閣下が言ってた。〝数学は異世界共通語だ〟って。まあちょっと意味わかんなかったけど、言いたいことはなんとなくわかった。

　数学は言葉だ。世界を書くことができる言葉。けれど、それは世界の裏側にある。

　あたしたちは目に映るものしか見ることができない。手に当たるものにしか触れることができない。

　だけど、愛は目に見えないし手で摑つかむこともできない。

　だから、目に見えなくて手で触れない世界の裏側にあるもので──数学で、あたしはそれを探してる。

　正しい形を探す。目に見えない大きな力を描き出す。

　あたしの目に映るまで。あたしの手に摑つかめる紙の上に現れるまで。ひたすら指先で数式を表していく。

「出てこい……出てこい出てこい出てこい……！」

　衝動に突き動かされるままにペンを走らせていく。

　そして、

「おおい、ツナちゃん？」

「ひゃわあっ!?」

　後ろで響いた声に紙の端っこを握りつぶした。

　あたしの手の中でいまあたしが書いたばかりの数式が台無しに！

「ひゃーあわわわっ──もうっ、いきなり入ってくるのやめてよ！　閣下！」

　しわくちゃな紙を伸ばして手で押さえながら、声のほうを振り返る。

「そんなに怒らないでくれよ、ツナちゃん」

　あたしが数式を見せるべき相手が、困り顔でそんなふうに軽く言ってきた。

　ナオキ宰相閣下、その人だ。

「よくそんな顔ができるよね閣下は。あたしに、あんなことしたくせに……！」

　あたしは怒ってる。だから睨にらみつけてそう言った。

「わ、悪かったって言っただろ？」

「〝悪かった〟？　いったいなにが悪かったのかほんとにわかってて言ってる？　なにに怒ってるかわかってる？」

　立ち上がって詰め寄って胸に指を突き立てて言うと、閣下は目を泳がせる。

「えーっと」

「めんどくさそうな顔しないで答えるの！」

「わかった、わかったよ！　えーっと、あれだ。僕は……あー……トゥーナのことちゃんと愛してるよ」

「──てえやっ！」

「ぐぉっ！　つ、ツナちゃん腹パンはやめなさい」

「ソアラ様と喧けん嘩かして追い詰められたときはそれでうまくいくかもだけど！　誰にでも同じこと試すのやめてよ！」

「ちゃんと相手は選んでるのに……」

　お腹なかをさすりつつ不満そうな顔をする閣下。そこで自分が不満そうな顔をする権利があると思ってるのがほんとに腹立つ！

「あーもう、こっち！　あれ見て！」

「なんだなんだ」

　閣下を引っ張って数式を書き出した紙の前に連れて行く。

「うん？　なんだこの数式……？」

　書かれたものを前にしてその目が少しだけかっこ良くなって紙面を走る。

　数式を見ればすぐに夢中になるのよね、閣下は。

「単純……」

「ん？　んー……たしかに複雑な式じゃないね。けど、これになにか意味はあるんだろ？　この数式が表すのはなんなんだ？」

「そういう意味じゃなかったけど、説明はしてあげる。これは、閣下を糾弾するための数式だから」

「僕を？　へえ、穏やかじゃないな」

　そんなことを言いながら、閣下は嬉うれしそうに目を輝かせた。他の誰にも意味が通じない話を女王陛下としてるときの顔だ。

　紙を手に取って壁に留とめてから、あたしを促す。

「それで、これはなんの数式なんだ？」

　あたしは促されるままに壁の前に立って、閣下に向けて指を立てて答えた。

「これは『正しい愛の数式』です」

「正しい……愛の……？」

　ぴんとこない様子の閣下。

　そこに書かれている数式は、こんな感じだ。
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　これがどういう成り立ちなのか、説明する。

「たとえば、海面に浮いた球を真上から見て、表面積が同じなら半径が小さいほうが全体は大きいよね。つまりそういうのだよ」

　それを聞いた閣下が、あたしを見てはっとした顔をする。

「まさかツナちゃん……きみは……」

「つまり、表面に現れている面積が小さいほど現れていない全体が大きくなるってことなの！　だから──」




「きみは『巨乳平面説』を提唱するのか!?」

「だから閣下があたしの胸をかわいそがるのは間違いなのよ!!」




　閣下に拾われてから４年くらいだ。いつもお腹なかいっぱい食べさせてくれるおかげで、背も伸びたし髪も伸ばしたりしてみた。かわいい服を着せてくれるティー姉様の教育で淑女らしいプライドも育ててる。

　けど、ひとつだけおかしいところがあった。

　おっぱいだ。

　たくさん食べてるのに、女王様やティー姉様のようにはならなかった。

　だからつい好奇心で、あたしはあることをしてしまった。それを閣下が──

「待ってくれトゥーナ。僕はべつにトゥーナのおっぱいが可哀かわい想そうなんて思ってないって」

「でもあたしの胸見て笑ってたでしょ!!」

「あれはツナちゃんが悪いだろ!?　ソアラの下着つけて『フラフープみたーい……』って、無理だろ!!」

「笑わないの！　笑えないもん!!　なんで乙女の着替え覗のぞくの!!!!」

「あれはてっきりソアラだと思ったんだよソアラの部屋だしソアラの下着だしな！　フラフープじゃなくて!!（笑）」

「笑うなぁっ!!」

「ぐあぁっ──!!」

　閣下はお腹なかを殴ると少し黙る。あたし知ってる。

「む、娘の反抗期に腹筋が必要とは思わなかったぜ……」

「娘じゃないし！　成長期だし！　まだ[image: かんたんふ]」

　ほんの好奇心だった。

　ソアラ様の上の下着を偶然手にしたあたしはその大きさにびっくりした。びっくりして、ちょっと着けてみたくなった。そこにばっちり出くわしたのが、閣下だった。

　いっつも間が悪すぎじゃないかな閣下は！　昔から！

「自分がなに言ったか覚えてるの閣下!?」

「〝小さいシャツだね〟」

「半笑いでね！」

「あーあーあーやめてやめて」

　拳をぶんぶん振るけど、さすがに三度目だと手で受け止められた。ぼすぼすその手を殴って怒りを叩たたきつけるけど、閣下は苦笑いするだけだ。

　あの時あたしが手当たり次第に物を投げつけたら閣下は逃げ出した。でもいま投げつけてるのは数式だ。だから閣下は逃げないので、思う存分に真正面から糾弾できる。

「だ・か・ら！　おっぱいが大きくても見えないおっぱいが大きいって仮説を立てたの！　あたしはまだおっきくなれるってティー姉様も言ってたし、かわいそうじゃないの!!」

「それ主張するためにこの数式立てたのか？　……ソアラと僕と、どっちかに影響されちゃったかな」

　ぺちんと拳を受け止めてから、あたしの頭を撫なでつつ笑う閣下。

　不機嫌を無くさないように眉間に力を入れながら、ばしっとそれが描かれた紙を叩たたいた。

「いーい!?　表面上に現れる部分を『実乳』として、現れない部分を『虚乳』とする。虚実合わせた全体の大きさは見かけと反転し、平面的とされていた小さな胸は巨乳より大きさを持つ。──それが『巨乳平面説』よ！」
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　名前は閣下がさっき口にしてたのを引用。

「おお……！」

　感心した顔をする閣下に、あたしは続けた。

「こうして数式にして見れば一目瞭然！　見えてるおっぱいは大きいほど全体の半径が小さくなる。つまり──」

「つまり、目で見たときに巨乳であるよりツナちゃんみたいに貧にゅ──怖い目で見るな──小さいほうが、真しんに大きいということだね」

　すらすらそう続ける閣下に、あたしはなんとなく違和感を覚える。

「ちょっとすんなり理解しすぎじゃない閣下？　おっぱい好きすぎて新説作っても一瞬で理解しちゃうの？　うわ……」

「ちがう。ちがうからな。年頃の女の子にそういう目をされると泣きたくなってくるからやめて」

　苦い顔をした閣下が、こほん、と咳せき払ばらいをして数式を横目で見る。

「この『巨乳平面説』だけど、僕の故郷にも提唱者はいたんだよ」

「へっ？」

　閣下の故郷。〝ちがう世界〟と聞いてるけど、まあなんだかよくわからなかった。閣下も自分でよくわかってないって言ってたし。ただ、いろんな数学がたくさんあって、すごく便利な道具もたくさんあることもたまに話してた。

　たぶん『世界がちがう』って言われて正確に感じ取れるのは、両方を知ってる閣下だけだと思う。

　ともあれ、

「こんなこともやってたの？　閣下の世界ってヘンだね」

「いや、うん。否定できないなそれ……」

　目をそらしながらつぶやいた閣下が、肩をすくめてあたしに改めて向き直る。

「まあとにかくその『巨乳平面説』だけど、ひとつ重要なことが欠けているんだ」

「重要なことって？」

　あたしが首を傾かしげると、閣下は数秒だけ目を閉じた。

　頭をフル回転させているときの顔だ。五感のどれでもない、六つめの感覚で世界を見る顔。

　世界の裏側は目に見えないし手で触れられないけど、理性的な思考だけはそこを少しだけ覗のぞきこむことができる。──閣下は、以前そんなことを言っていた。

　そして、閉じていた目を開いたとき、閣下は世界の裏側から戻ってきてあたしの目を見た。その瞳の奥には、明確な答えを持ち帰ったときの確固たる力があった。

　熱を持っていて、だけど理知的で、そして──少し悲しげな目をして、閣下は言った。




「おっぱいはふたつある」




　おっぱいはふたつある。……いや、まあ、

「そだね」

「おいおい、きみの作った説を揺るがす事実だぞいまのは。少しは驚いてくれ」

「ふたつあるとなんだって言うの？」

「いいか？　巨乳平面説はおっぱいを横から見たひとつの球として扱っているわけだ。しかしツナちゃんがフラフープにしてたおっぱいを支える下着には、胸部横径と胸部下横径の差が『実乳』部であり湾曲部が決まる」

「それで？」

　続きを聞く姿勢を見せると、閣下はペンを手に取って紙に数式を書きながら口を開いた。

「同じ半径でも、一方は巨乳で一方は貧乳という可能性もあるということさ。いいかい、トゥーナ。仮に、半径を測定した部位から上側を実乳としよう。球の上の方の小さい半径なら貧乳だ。だが、球には下側にも同じ半径になる部位があるだろう？　下側の半径なら──それは巨乳になる。グラフを書いてみようか」
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　右下へ傾いた線を引きながら、閣下は言った。

「一見して曲率Ｒが下がるほど値は小さくなる。ここまでは巨乳平面説のとおり。しかし、」

　と、下向きに傾いていた線が弧を描いた。

「グラフを見ればわかるとおりある点を境にグラフは反転していくんだ。つまり、こうだ！」

　そのグラフを見て、あたしは思わず目を見開いた。

「これはまさか……解が分かれる……!?」

　閣下は重々しくうなずく。

「そうだ。虚乳方程式は半球を境にして巨乳解と貧乳解に分裂する。ある程度までは巨乳平面説のとおり単調減少だが、巨乳解に差しかかった途端に曲率Ｒと半径Ｈの変化は反転する。つまり──」

　閣下の握る黒鉛が、壁に結論を書く。

　巨乳平面説に隠された真実。それは、




『おっぱいは大きければ大きいほど大きい』




「おっぱいは、おおきければおおきいほど、おおきい……」
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　書かれた結論を口にして、あたしは途方も無い虚むなしさを覚えた。大きな虚ろを感じる。それは、あたしの虚乳だったのかもしれない。

　あたしは改めてあの時のことを思い出す。

　出来心でソアラ様の下着を肩に載せてみた時──あたしは、悪い冗談を聞いたみたいな気分がした。

　こんなに？　って。

「しかもソアラは昔より大きくなったから……明らかに巨乳解の向こう側へ……」

「ああぁ……」

　心が折れてあたしは机に額をつけた。

　数式は、おっぱいの真実を残酷に表した。大きなおっぱいに、数式はかなわない……。

「そんなに落ち込むな、トゥーナ」

　ぽん、とあたしの頭を温かい手が撫なでる感触があった。

「たしかに、この数式ではおっぱいの真実は本来の目的とはちがうものになってしまったかもしれない。だけど、トゥーナの気持ちは伝わってきた。いい数式だったよ……」

「かっか……」

　あたしは頭を撫なでるその手をぽふんと摑つかんで、

「でもこれとの格差がほんと信じられないんだけど」

　ずるりと机の書類の下に隠してあった女王様の下着を掲げた。

「ぶふっ、ちょっ、なに持ってきてるんだよ！」

「気が動転しちゃって。なんとなく」

　笑い出す閣下に、あたしは信じられないほど大きいおっぱい用の下着を広げて自分の胸に合わせてみた。

　もう見ただけでわかる。あたしが着けたらこれすっかすかだ。

「ほらこれ。どうやったらこんなふうに育つの？」

「まあ僕が初めて会ったときからすごかったけど、それからさらに成長したから」

「なんでだと思う？　どうしたら育つの？」

「あー、うん、その……揉もむと育つらしいし？」

「……おっぱい攻撃！」

「痛いったいな下着で叩たたくなって！　なんだこの特殊プレイ!?」

「じゃああたしのも揉もんでよ！　育てたらいいじゃない閣下！」

「揉もむほど無いだろ」

　あたしは失言を口にした人の腹筋を育てることにした。鉄を鍛える冶金師がごとく打つべし。

　お腹なかを押さえてうずくまった閣下を見下ろし、手にした下着を服の上から着ける。服の上からでも拳がいくつも入りそうなくらい隙間があるので楽々装着できた。

「ふんだ！　ふんだ！　こんなお肉ついても嬉うれしくないもんね！　こんなのただのお肉だもん！　フラフープだもん！」

　ほっぺたが熱い。頭に血が大集合してるのかもしれない。だって、口が止まらない！

「たまに閣下が見てないときとか自分のおっぱい机がわりにしてペンを挟んでおいたりするんだよソアラ様は！　ずぼらして！　挟んだの忘れて顎に刺さってティー姉様に爆笑されてるし！」

「──あのとき黒くしてたのそれか！　あははははは！」

　あたしの言葉に閣下も笑い出す。

「小物が行方不明になるとおっぱいの中を疑うし！　小物入れ！　小物入れだから！」

「ははははは、それな！　ネックレスが出てきたこととかあるな！」

「だからあたしが着けて小さいシャツっていうより小さい鞄かばんになってても自然な現象！　ソアラ様本人が着けてても同じことだから！」

「おっぱいは収納力だった説。新しい」

「「あははははは！」」




「楽しそうですね、ふたりとも」




「「は──」」

　閣下とあたしの笑い声が途切れた。

　ところで最初に言ったと思う。閣下はあたしにとって父親のような兄のような、そういう感じの家族的な存在ってこと。

　娘にも妹にも優しいし、甘い。

　そして、幸いなことにあたしには家族的な人がさらにいる。

　姉のように接してくれる、テレンティア姉様。略してティー姉様。優しくて、だけどちょっとずるい時もあるけど憎めない。そんな人。

　さらに、そっちとはまたちがう感じでずっと歳としの近い姉のようでありながら──母のような一面も見せちゃう人までいた。それがソアラ様。

　お母様はすごく優しい。でもたまに厳しい。

　微ほほ笑えみを浮かべていつの間にかあたしと閣下を見ていた、ソアラ女王陛下のことです。

「「────────」」

　ソアラ様の下着を着けて爆笑してたあたしが言い訳を思いつくわけがない。閣下にも妙案は無いみたい。

　あたしと閣下の目に、一瞬で絶望が満たされた。

　ほんの一いち縷るの希望があるとすれば、ソアラ様がいま来たばかりでなにも聞いていないこと。

　動きも息も止まったあたしたちに、可愛かわいらしい女王陛下が小首を傾かしげて言った。

「わたしにもお話をよぅく聞かせてください。どんなお肉が、なんでしたっけ？」




　その日、あたしは二度と人の下着で遊ばないと神に誓った。誓わされたし誓った。








○第一章　１番目の不思議な数字









　14歳のあたしが実感するのは、平和の中にだって、いろんな争いがあるってこと。

「資料資料資料──こんなにも毎日問題が持ち込まれるなんて、どうしてなのかなー」

　あたしはそんなことをつい口にしながら、書類の束をめくり続けていた。もちろん、そこに書かれた数字を頭に入れながら。

　前まえ屈かがみになりすぎて髪が垂れてきたので、ぺいっと手で肩の後ろにやりつつ、背筋を伸ばす。

　座って机に広げた資料と格闘するとき、姿勢が悪くなりがち。背が伸びなくなるって言われたし、気をつけないとね。

　ちょっと座り直してから書類の端に指を添えて、また紙面に目を走らせていく。

　カンカン、と、ドアノッカーの音に振り向く。

　手狭だけど個室になっている部屋の扉が、訪問者を伝える音だ。

「キルナ監理官。オードッグです。よろしいですか！」

「はーい、ちょっと待ってくださーい」

　扉越しに訪問客の大きな声が響く。あたしはさっと立ち上がって、鏡を見て自分の姿を確認した。

　両脇で縛った髪。上等な監理官の制服。そして顔や指先。インクの汚れが面白おかしい感じでついてて笑われないように、素早くチェック。

　人を迎える時は恥をかかないように身だしなみを確認するのが礼儀だから、いつでもちゃんとしなさいって教わったので。

　指だけ手早く拭いて、ＯＫかな。

「どうぞ」

「失礼します！」

　威勢良く言いながら入ってきたのは、わりと顔見知りだ。

　ちょっとくせのある短髪に、鍔つば付きの軍帽を載せた厳いかつい顔つきの男の人。声が大きくて、いかにも頑丈そうで筋肉質な太い首筋。

「どしたの、ドグ？」

「仕事の邪魔だったらすまないキルナさん。もうじき到着だから、行けるか聞きたくて」

　ガリガリこめかみを指でかきながら、そんなことを言ってくるドグ。

　見た目こそいかにも厳いかつい兵士な感じのドグことオードッグだけど、意外にも中身は真面目なタイプだったりする。しかも兵卒なんかじゃない。士官だ。

「でも廊下だと人の目があるからって、あたしに畏かしこまるのはどうかと思う。あたしがすごく偉いかドグが兵卒みたいじゃん。士官なんだから偉そうで良くない？」

「キルナさんは宰相閣下の秘ひ蔵ぞっ子こだ。これくらいでちょうどいい」

「そうなの？」

　そのあたりさじ加減がよくわかんないのよね。

　なにしろ、あたしはもとはみなしごで村のお荷物。それが魔女まで堕おちてからいきなり出世して、閣下のそろばん代わり。いまは王室直属の軍隊で雇われてる。もうよくわかんない。

「そういうもんなんだ。それで、なんか出発直前に届いたっていう資料は、なんだったんだ？」

　真面目な士官が机に置いてある書類を指差して言う。

「読んでみる？」

「読んでもわかんねえんで」

　真顔で言われた。

「それはだいじょぶなのドグ？　ま、でも、いっか。よくわかんなかったし。んー、なんだったんだろこれ」

「キルナさんもわかんねえのか？　一緒だな！　でも大丈夫だぜ。悪いやつをぶん殴りに行くだけだからな！」

「書類がわかんないと悪いやつがだれなのかわからないまま殴っちゃうでしょ!?」

　元気良く励ましてくれるけどそういう問題じゃない。

「片っ端から殴ればいつか当たる」

「総当たり探索やめようよう！　大丈夫だから。わかんないっていうのは、そういう意味じゃないから」

「じゃあ、どういう意味なんで？」

　鋭い眼光の士官がその顔のまま首を傾かしげる。

　ちょっと面白い。

「えっとね、この資料を受け取るために出港待たされてたけど、特に目新しいことは無かったのよね。だから本当に目を通しただけ。特に変更とか、計算し直しとかは無かったのよ」

「だから？」

「だから、届いた意味が無いの。出発を遅らせてまで届けるほど、大事な書類じゃないんだよねこれ」

「……意味の無い資料もあるもんじゃないのか？」

　ドグが肩をすくめる。

　そもそも資料の意味を考えたことないでしょドグは。

　とはいえ、

「たしかに、閣下が送ってきた資料じゃなかったら、あたしもそう思うんだけどね……」

　引っかかっているのはそこだ。

　ひと目見て不要と判断できない人じゃない。なのにわざわざ早馬使って出港を遅らせて、こんな物を送りつける？

　なんか変。

　ひと言で言うと──らしくない、かな。

　変な感触のする袋を手渡されたみたいな違和感だけが積もる。

「それは……宰相閣下だってミスもあるだろ」

　護衛士官としては、閣下の話題は早く切り上げたいっぽい。

　ま、難しいことばっかり言うもんねあの人。ドグにとっては苦手なタイプでしょ。

「うーん……うん、まあいっか。だから、任務に変更は特にありません。到着直前ならちょうどいいから、いちおう上陸後の予定とか確認しよっか」

「そうしようと思ってたんだ」

「じゃあこっちにどうぞ」

　ドグがうなずいたので、あたしは椅子に座って机を整えた。彼は机に歩み寄ってきて壁に吊つるされていた板を引っ張り下ろす。板は壁とくっついていて、壁に対して90度の角度で固定できるので、椅子とかテーブルとして使えるのだ。

　なぜそんな設備のある部屋なのかといえば、いまいるのが船の中だからだ。

　あたしがいるのは丸窓のついてる士官用の個室。船の中で個室は希少品だけど、むくつけき兵士たちと一緒に寝るなんて絶対無理なので。

「予定では到着まであと１時間くらい？」

「そうなる。港に到着したら、馬でそのまま基地に向かう。部下たちの中に船酔いしたやつがひとりいるから、そいつは置いていく」

「大丈夫なの？」

　あたしが首を傾かしげると、ドグが前のめりになって言った。

「安心してほしい。キルナさんは絶対守るから」

「んー、そういうのはべつに心配してないけど。部下の人のことだよ。船酔いの」

「あ、ああそう……まあ平気だろ」

　曖昧な口ぶりで虚こ空くうに視線を飛ばすドグ。勘違いのせいかちょっと顔が赤い。真面目だなあもう。あの人の息子って信じられない。

「それに行くのはファヴェール国内だよ。おまけに連隊基地のある場所。危険なことなんてそうそう無いよ」

　ファヴェール王国はもう４年もの間、戦争をしていない。荒くれの傭よう兵へいたちが悪さをすれば国民軍が出動するから、無法者たちは仕事も美味おいしい思いもできないファヴェールからだいたい出て行ってる。

「まあほら、横領事件発生中の基地だけど。でも向こうの連隊長が自分から調査依頼してきたから、べつに基地ぐるみで横領してて調査隊に発砲してくるとかは無いよきっと」

「でも万が一が──」

「あったら閣下やソアラ様は調査じゃなくて鎮圧を命令してるってば。なにせ戦争してる国だらけのこのご時世だもん」

　つい苦笑しつつそう言い含めて、あたしは指を立てる。

「横領に気づいたけど、その犯人がわからない。そういう相談が地方連隊の連隊長から届いたから、たぶん調査するだけよ。ドグは護衛任務なんてつまんないかもしれないけど」

　個人的な知り合いの護衛なんて、新しい人脈形成にもならないし、襲われなかったら手柄も立てられない。地味な仕事だと思う。

「つまらないわけがない！　大歓迎だ！」

　だけど、ドグは力強く断言した。

「そ、そう？」

「ああもちろん！」

　輜し重ちよう隊でも護衛を渋る兵士は悩みの種なのに。

「まあ、ドグは次世代のファヴェール士官期待の星だもんね。わざわざ危険を冒して手柄取りに行かなくてもいっか」

　納得。

「…………まあ、そう」

　したのに、逆にドグは納得しかねるって感じの顔してる。なんなんだろ。

「ま、危ないことなんて無い楽な任務だから、さくっと終わらせて帰れるようにするからね！」

「ああ……ありがとう……」

　親指立てて保証してみたけど、ドグの厳いかつい顔は明るくならなかった。
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　川の流れるところには、力が生まれるものである。

　それは単純に水車を動かす動力源としての力と、それを所有する権力者による特権のことだ。

　庶民に自力で製粉することを禁止して、麦は必ず水車の石臼で挽ひくことを義務づける。できた麦粉のうち定められたぶんは、税として徴収する。

　そうして生まれたのが、水車小屋という施設だった。権力者が特権を行使する場所である。

　ただし、その場所には権力者の恐れる行いが必ずついて回った。あらゆる人が隙あらば履行するべきと考える罪、脱税という行いだ。

　であるから、水車小屋には本来なら権力者しか持ち得ないものがふたつ備わっていた。裁判が行使できる権利と、処刑台である。

　その町外れの水車小屋では、いままさに処刑台が利用されようとしていた。

　敷しき地ちの一角に建てられた処刑台の前に、男たちが横一列に並ばされている。身長よりずっと長い槍やりを持った兵士たちがそれを包囲するように配置されていて、少し離れたところには女子どもがひとかたまりになって立ち尽くしていた。

　彼女らは自分の子どもと身を寄せ合いつつ心配そうに男たちを見ている。そして母親の腕の隙間から、子どもらもまた運命の行く末を不安げにのぞき見ていた。

　そんな異様な光景に、動きがあった。

　兵士よりも立派な軍服を着た中年の男が、膝立ちで座らされている男たちのなかからひとりを指差したのだ。

「やつだな？」

「そのとおりです」

　そのひとことにうなずきを返すのは、司祭の服を着た初老の聖職者だ。

　指差された男が、たちまち顔を青ざめさせて叫んだ。

「ち、ちがう、ちがいます！　おれじゃない、お願いだ！　おれは無実です、もっとちゃんと調べてください!!」

　男が膝をついたまま懇願する。その叫びは彼の真正面に立つ軍服の中年に向けられたものだった。中年の軍人は、男の襟首を摑つかむと首が絞まるほどの荒っぽい手つきで引き寄せる。

「それはすぐにわかることだ。いいから立て！　貴様が自白しなければ裁判をやり直してやる」

「だ、だがっ、連隊長殿、こんな、こんなの裁判じゃない！　自白って、拷問をするんだろ!?　聞いてください！　お、おれは気が弱いし指を潰されたら商売で困ることになる！　頼む、お願いです連隊長殿、家族を養えない！」

　懇願を重ねる男に、連隊長と呼ばれた軍人は手を離して苛いら立だちに眇すがめた目を向けた。

「お前が罪人でなければ神がお助けくださるだろう。おい、お前たち手を貸せ！」

　軍人に声をかけられた兵士たちが歩み寄り、男の腕を摑つかんだ。男は青ざめた顔で激しく抵抗しながら一層大きく叫ぶ。

「信じてください！　おれは横領に関わったりしてない！　神に誓います！」

「──それは聞き捨てならんなぁ」

　動物の唸うなりのような声が差し挟まれた。引っ張り上げられようとする男の前に、肥えた人影がぬぅっと立つ。それは最初に彼を指名した張本人である司祭だ。この場にいる者たちの中で唯一、椅子に腰掛けていた者である。

　彼は立ち上がり、書類が積まれた机を離れて男のもとへ歩み寄った。

「神の道に通じているのは私だ。私がお前の罪を神より示されたと言っているのに、軽々に誓いを立てるなどとのたまうのは侮辱だろう」

「い、いや、しかし、ですが、こんな、こんなのはありえないんですよ司祭様！　やり直してもらえばきっと──」

「やり直す？　私がミスをしたと言うのか！」

「で、ですがおれはやってない……」

「だったらおとなしく調べを受けろ、この不心得者が！」

「司祭殿、そのあたりで。これからは我々の仕事だ」

　連隊長にそう言われてようやく司祭は身を引き、鷹おう揚ようにうなずいた。

「そうですな。あとはお任せしますぞ」

「お前たち、早く連れて行け」

　連隊長に促された兵士たちが、力任せに男を引きずり始める。

「やめ、やめてくれ。間違っている。間違っているんだ！」

「父さん！」

　と、甲高い悲鳴が響いた。

　母親の腕を振りほどいて、ひとりの少年が引きずられる男へと走り出す。だが、男へたどり着くより先に兵士が立ち塞がって少年を捕まえた。

「やめて！　父さんを！　やめてよ！」

　兵士にがっちりと腕を捕まれてもなお暴れる子どもの騒ぎを見て、連隊長が肩をすくめる。

「活いきのいいガキだな。お前の子か？」

「そ、そうです」

「ふん、気が弱い男にあんなガキは育てられん。やはり演技でもしてるだろう貴様」

「そんなことは、まさか！」

「だったら、ガキのほうに聞いてみるか？」

　その一言で、男が目を剝むいて連隊長を見据えた。

「こ、子どもにわかることなんてない！　いい、わかった。おれを尋問してください。おとなしくついて行きます」

「ようやく素直になったな。いいだろう、希望どおり指締めだけはしないように刑吏に言ってやろう」

「わかりました……」

　男がうなだれて兵士たちに促されるまま歩きだす。

「父さん！」

「おとなしくしてなさい。と、父さんは大丈夫だから……！」

　弱々しくもどうにか息子をたしなめて、男は少し歩みを進めた。処刑台の横を通りながら、天を仰いでつぶやく。

「ああ、神よ……」




「おっ、あたしもそれ言った覚えあるかも」




　それは、場違いな声だった。無邪気で緊張感の無い、少女のものだった。

「へ？」

　これから恐ろしい刑吏のもとへ連れて行かれ、耐えがたい責め苦を受けるであろう未来を想像していた男が困惑したのも当然だ。

　空を仰いでいた顔を声のほうへと向ける。そこには、刑場で見かけるには可か憐れんに過ぎる少女がいた。

　真っ先に目を引くのは、赤毛の髪だった。艶なまめいた髪をひと房ずつ左右に垂らした愛らしい装よそおいに、軍帽を載せた小さな頭。実用性重視の頑丈そうで大きい鞄かばんを肩にかけている。

　それら全ての中心で、好奇心の強そうな大きく見開かれた瞳が、爛らんと輝いていた。

　明らかにこの場所にふさわしくないその少女は、それを感じさせない足取りで男と兵士たちに堂々と歩み寄ってくる。

「な、なんだお前は。迷子か？」

　兵士が困惑しながら言うと、赤毛の少女は眉間を寄せて不満げな目をした。

「『なんだ』ってなに。これ見てわからない？」

　言って、上着の前をぐいっとひっぱる。

　せいぜい十代前半の小さな少女の上着の胸に、天てん秤びんと麦むぎ穂ほが彫られた小さなバッジが縫い付けられて光を放っていた。その金メッキの円盤は軍属を示す徽き章しようだ。
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「王室衣装局監理部所属の嘱託監理官トゥーナ・クリス・キルナよ。横領事件の調査に王都から派遣されました。連絡来てるでしょ？」

　なぜか体中あちこち葉っぱまみれにした少女、トゥーナはそう名乗った。
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　あたしが到着して名乗ったというのに、兵士たちの反応はとっても鈍かった。

「王室所属の、監理官……？」

「そうよ。ここの連隊基地で横領の疑惑があるって連絡したでしょ。ちょっと遅くなったけど、その事件の始末をつけるために派遣されたの。されました」

　ソアラ様に大人向けの言葉遣い教えてもらってるけど、なかなか身につかないのよね。気づいたら言い直してる。

「はあ？　お前みたいな──」

「待った！」

　あたしは声を張り上げて兵士の言葉を遮る。相手が口を閉じているうちに続きを言った。

「『お前みたいなガキ』は禁止。もううんざり。それであとから謝罪の粗品とか腕立てとか命令されたい？　あたしは良くてもあなたの上官にやらされるよ。そういうのもう何度も見たからお腹なかいっぱい」

「あー……いたずら、じゃ、ないのか？」

「それは上司に直接確かめさせたほうがいいと思うっていう提案。偉い人はだれ？」

「その制服とバッジはどこで手に入れた？」

「偽にせ物もの前提で言わないでくれる？　こんな上等で目立つ特注の服が偽にせ物ものに着れると思うの？　だいいち、処刑されそうな人の前で冗談で王室は名乗れません」

「それはそうだが……」

　渋る兵士とは裏腹に、あたしが喋しやべるほど捕まっている商人っぽいおじさんは真剣に信じる目つきになっていく。

「なにをしている!!」

　肌を刺されるような怒声が叩たたきつけられた。

　振り返ると、大股にこちらに歩いてくる軍服のおじさんがいた。上等な士官の制服。あれがきっと連隊長ね。

　連隊長（仮）は真っ赤な顔でこちらに来ると、あたしを見て目を見開いた。

「ここはお前みたいなガキが来るところじゃない！　いったいなにをしとるんだ貴様ら!!」

　はいはい、いつものやついただきました。

　連隊長の言葉は前半あたしで、後半は兵士さんたち向けの罵倒だ。

　あたしは監理官を務めてまだ一年になるかならないかくらいだけど、こういう態度のおじさんはよく見てきた。

　これは自分の思いどおりにならなくてイライラしてる人の声だ。

「連隊長。あたしは王室衣装局監理部の嘱託監理官です。連隊駐屯地で起きた横領事件の調査のために派遣されたの。されました。これが命令書」

「王室の……!?」

　ぎょっとした顔で連隊長は命令書を受け取る。

　それには横領事件について、必ずあたしの調査報告書が提出されなければならないこと。調査報告書の提出に全面的に協力しなければならないこと。

　そういうことが宰相直筆で書かれてる。

「命令書は……本物っぽく見えるが……」

「が？」

「……いま重大な問題に取りかかってる。子どもとはいえ、身分を偽ればただでは済まさんぞ」

　あーもう、こういうことがあるからティー姉様が立派な制服とバッジ作ってくれたのに！

「子どもじゃないです。もう14歳です」

「やっぱり子どもだろう」

「ちがうってば！　ちがいますー！」

　大人と同じくらい仕事して、大人と同じくらい稼いでるのに！

「……わかった。では裁判が終わりしだい、顚てん末まつを教えるからとりあえず基地のほうで待っていてもらいたい」

　あ、コレあれよね。判断保留されてるやつだ。

「それじゃあそこのおじさんは？　これからどうするつもり？　ですか？」

「刑吏が尋問して自白するかどうか取り調べる」

「ただの尋問ならこの場でもできるでしょ。刑吏に頼むのは拷問よね？」

「ふん、それは見方によるな。問題があるか？」

　その口ぶりは、卵を割るのに机で叩たたくか食器で叩たたくか、くらいのちがいだと思ってるみたいだった。たしかに、容疑者を痛めつけて口を割らせるのはそんなに珍しいことじゃない。

　でも、

「大あり。閣下がそれを嫌いなの。あたしは閣下に噓うそをつく気は無いの。そのやり方で『解決した』って報告書は絶対に書かないから。ませんから」

「なんだと？」

　連隊長が不愉快そうな顔をする。

「あの、あの連隊長殿。失礼ながら、このまま私を連れて行くのはまずいのでは？　ここはいったん仕切り直しを……」

　商人のおじさんが縋すがるようにそう言った。

「うるさい!!」

「お、お許しを！」

　連隊長が怒鳴りつけた。あたしを睨にらみつけて、商人を睨にらみつけて、頭をかきむしってうなり声を出す。

　うーん考えてる。

「こんなガキが、護衛もつけずに送り込まれるわけがないんじゃ……」

　兵士がぽつりと言ったことに、連隊長が眉を上げた。

　まずいかな？

「えーっと……それは事情があるの」

「事情とは？」

　あたしの反論に、連隊長は目を細めて腕組みした。あ、疑われてる。

「長い話よ。ひと言では言えない」

　そう答えると、連隊長はふっと息を吐いて肩から力を抜いた。

「……では、その事情とやらは基地のほうで改めて聞いておこう」

「ちょっと、待って！　ちょっと！」

「その商人はさっさと連れて行け」

「あああ……」

　がっくりと肩を落とす商人のおじさん。どうしよ。

　そのとき、

「──っちだ！」「──そげ！　急げ！」

　かすかに声が聞こえた。

「あん？」

　あたしが来たほうの木立がわさわさ揺れ始めて、がさばきどかかって感じで騒音が近づいてくる。

「急げ急げ！　キルナさんのことだからどんどん先に進んじまうぞ!!　走れ！　急げ！　でも見落とすな！」

「無茶言わないでください隊長！」「ちっちゃくて見落とします隊長！」「なんか目印とかつけてもらえないんすか隊長！」「でかい鳥の羽赤く塗って頭に刺してもらうとか隊長！」

　その騒がしい声はよくわかった。

　オードッグと、その部下たちだ。彼らは山狩りをするように一列になって足下とか木の裏を見ながら、木立の中をかき分けて来る。

「なんだありゃ？　うちの連隊の奴やつらじゃないな」

　連隊長が振り返って首を傾かしげてる。あたしは胸を張って答えた。

「あたしの護衛です。ほらね、ちゃんといるのよ」

　平和なファヴェールで国内の査察に護衛が一班以上付くのは偉い人の証あかしだ。これで信じてもらえるはず！

「……じゃああそこでなにをしてるんだ？」

　連隊長はうろんな目つきで言った。あれ、まだちょっと流れが来ないな。

「あたしを探してるのよ」

「護衛なのに？」

　もっともな意見だった。

「……だから言ったでしょ。複雑な事情があるのよ」

　っていうか、木立の隙間でちょくちょく姿も見えてるんだけど、繁しげみの中とか木の裏とか探してるからこっちに気づいてない。

　早く来てってば。

「ド──オードッグ隊長！　こっち！」

　呼びかけると、ドグがぐりんと首を巡らせてあたしを見つけた。人前であだ名はまずい。危ない危ない。

「いたあ──!!」

　あたしを見つけた瞬間、木立を粉砕するような勢いで護衛たちが走り出した。っていうかドグはぶっとい枝をぶち折ってまっすぐ走ってきた。

　わーお、馬に乗ってないのに騎兵みたい。

　いの一番にこっちまで一気に走ってきたドグが、息を切らしながら鋭い眼光を全員に投げまくる。

「キルナさん、大丈夫ですか!!　──オウ貴様ら近いぞ。こちらは基地の事件の調査に当たられるトゥーナ・クリス・キルナ監理官だぞ。なに囲んでやがるんだコラ」

　威嚇がやたら素早い。

「そ、そうか。いや、すまなかった。行き違いがあったようでな……」

　言いつつ、連隊長は手ぶりで兵士たちを下がらせた。でもドグがずずいとあたしと連隊長の間に歩み入って、至近距離から連隊長を見下ろす。

「なんの、どんな、行き違いでありますか？」

「な、なんだいったい……!?」

「オードッグ隊長。大丈夫だから」

　上背のあるドグの背中を叩たたいて呼びかけてから、あたしは連隊長に向き合ってこほんと咳せき払ばらいする。

「失礼しました連隊長。改めて、トゥーナ・クリス・キルナ監理官です。こちらは護衛武官のオードッグ少尉と、その部下」

　あたしの仲介にほっと胸をなで下ろした連隊長がうなずいて敬礼した。

「う、うむ。改めて、到着を歓迎します。監理官」

「ありがとうございます、連隊長」「感謝します」

　胸に手を当てて軽く頭を下げるあたしと、言葉とは裏腹に威圧感を出しつつ敬礼を返すドグ。あと続々とやって来ては睨にらみつけてから敬礼するドグの部下。

　総勢16名の護衛隊だ。刑場にいる兵士たちはせいぜい10名かそこら。武力で上回ったので強気に出れる。

「さて、挨拶も済んだところで……裁判を仕切り直してもらうわ。もらいます」

　あたしが言うと、連隊長は渋い顔をしつつも反論はしなかった。










「これは侮辱に値することだ！」

　仕切り直しを告げて真っ先に怒ったのは、容疑者や刑吏じゃなくてその場にいた老人だった。

「私は請こわれて神の秘ひ蹟せきを示しに来たというのに、なぜやり直しなどと……実に不愉快だ!!」

　だぷんと顎とか頰のお肉を揺らしながら言う老人を見上げて、あたしは首を傾かしげた。

「なんで司祭がいるの？　墓場はもっと向こうでしょ」

「この裁判では神のお力を借りねばならなかったからだ！　当然だろう！　それを疑うなどと、神への冒ぼう瀆とくだ!!」

　そんなふうに怒り始める。ひと目で神職って見てとれる司祭服だから、伝統派教会に所属してるのはすぐにわかった。

「それでもやると言うなら──」

「やる、と言ってるんだ。監理官を脅すつもりか？　あ？」

　ずうんと司祭を睨にらみつけるドグ。護衛の役に真面目すぎて番犬というかむしろほっとんど狂犬。

「いや私はべつにそういうことを言っているわけではだな……」

　怒れる老人の声が尻すぼみに小さくなっていく。

「あー、あの、連隊長。この裁判の経緯ってどうなってるんですか？」

　あたしが連隊長に水を向けると、彼は司祭を手ぶりでなだめながら説明を始めた。

「まず、事件の話からしよう監理官。うちの基地で夜中に忍び込んだコソ泥を捕まえたのがきっかけだ。盗みの罰として指を切り落とそうとしたら、重要なことを教えるから勘弁してほしいと泣き出した。

　聞けばそいつがここに忍び込むのは初めてじゃなかったと言う。ずっと前からこの基地には出入りしていたと。そいつは基地に忍び込む日付と侵入路を指示されて、目的のブツを手に入れて基地の外まで運び出す〝仕事〟をしていたそうだ。実際、そいつが言ったとおりの場所に作った記録の無い地下蔵があった。

　指示された日以外は絶対に基地に近づかないように言われていたそうだが、そいつは賭と博ばくで大負けして出来心を出した。それで見張りに見つかったというわけだ」

　連隊長の説明に、あたしはうなずいた。

「内通者が盗みやすい日取りを決めて知らせてたってことですね。その事件で、基地の誰かが横領してることが判明した、と」

「そうだったのか……」

　連隊長の説明の途中あたりから、すごく真面目そうな顔のまま固まっていたドグがぼそりと言ったのが聞こえた。たぶん考えるのをやめてたと思う。

　この護衛武官の役割はあたしの横で威圧感を出すことなので、実は事件の解決とかにはまったく向いてなかったりするのです。

「それが２ヶ月前の話だ。我々のほうでも調査はしたが犯人の特定までには至らず、副官の提案で王都に報告をした。規則に従ってな。主計の専門家を派遣すると言われて待たされたというのに、到着までこうも待たされるなら独力で解決した方が早かったかもしれんなぁ」

　対応が遅れたことにイヤミを言われてる。

　連隊基地は基本的に自主独立の経営で成り立ってる。だけど、王室から管理を切り離しているわけじゃない。

　閣下は「屯田兵だ」って言ってた。地方連隊の兵士たちは主な仕事は兵士だけど、農民でもある。

　連隊長には連隊基地の運営のための権利が与えられる。設定された担当地区の徴兵権や農地の耕作権とかだ。領地を与えられるのとは微妙に違う。連隊長が軍務を辞めたら、その連隊用地は王室に返還されて、新しい連隊長に引き継がれる。

　もちろん権利と同じくらい、もしくはそれ以上に義務もある。用地を運営した収入で、軍務を執行できなければいけない。

　徴兵された若者に訓練を施すことや、作戦能力を維持するのがまず前提にある。そのうえで連隊用地で農作業だってさせるし、徴兵されたのは地元民だから農繁期には休暇を与えて実家の手伝いもできるように。有事に対応できる人数を残しつつだけど。

　ファヴェールの農作物は満足いく収穫高では無いから、農民の労働人口を減らすことはできない。それが王家の方針で、つまり軍隊の方針だった。

　基地には数百人単位で人が住むための設備が整えられる。周辺の町では基地のために物資の流通が増えるし、兵士が治安維持活動をする拠点だから安全に行き来できる。

　そうやって、ファヴェール国内には新しい商売の流れができあがっていた。王家は連隊を設置するために、施設の建材や機材を買い職人と労働者を集める。商人は集まった職人たち相手の商売に明け暮れる。そうして連隊用地周辺には自然と、人が住み着くようになった。

　いわゆる軍需産業だ。

　地方の連隊基地はファヴェールの軍事改革であると同時に、経済政策でもあるってわけね。

　基地の設置は国家主導の新しい町づくりみたいなもの。そして基地の司令官が商売や農業に手間取らないように、王室はその運営に助言を惜しまない。サボったり借金を作りすぎないように、監視もしてる。

　だから、横領があったときも連隊長はこちらに報告してくれた。なのにあたしがここに来るまで２ヶ月もかかった。で、あたしは文句を言われてる。

「定期報告以上の資料の精査が必要だったし、他にもいろいろ事情があったから」

「いろいろとは、監理官？」

「あたしは現場の人間だから、詳しくはもっと上の人に直接聞いてください。でも、ここ以外の基地の書類も調査してるのはあたしです」

「ふん、要するに『教えられてない』『人手が足りない』か。後回しにされたほうはたまらないな」

　まったくそのとおりだと思う。だけど、あたしに不満を言ってもどうにもならないのよねそれ。閣下の指示だし。

　……む、これ閣下の尻ぬぐいさせられてるってことよね。今度なんか買ってもらわなくちゃ割に合わないわ。

「遅れたのはこちらが悪そうって報告書に書いておきます。それで、待ちきれなくてこの裁判をしてるんですよね？」

「そういうことだ」

「裁判に連れてこられたこの人たちって、どうやって選んだんですか？」

「捕まえたコソ泥が盗んだのは麦粉だ。だから、うちで一度でも麦の取引をしたことがある商人は全部連れてきた」

　手当たりしだいって言うのよねそれ。

　一列に並ばされたおじさんたちを見る。みんなが不安そうにしていた。早く終わらせてあげて、それからお詫わびの品でもあげないと。

「で、その裁判で有罪になったのが、そっちのおじさんで……根拠はなんですか？」

「我が〝数秘術〟の秘ひ蹟せきによる啓示である」

　司祭が鼻息荒く大きくお腹なかを突き出した。いやちがう。胸を張ってる。お腹なかが大きくて一瞬わかんなかった。

　満を持して、とでも思ってそうな重々しい口調で割り込んできた神のしもべは、自信満々にあたしを見下ろしてくる。

　一方、あたしは言われたことを頭の中で吟味して、首を傾かしげた。

「数秘術……って、大学にもそれ言ってる人いたような気がするけど……」

　詳しく覚えてない。

「大学？　ハッ、おおかた貴族が娘に箔はくをつけるために、なにかしたのだろうてなぁ。しかし、数秘術は神聖の秘ひ蹟せきである。子どもが知っているわけがない」

　腹立つわねこの老人。

「たしかなんか変な占いでしょ。そういうやつでしょ」

　うろ覚えながらの印象で反論すると、司祭は鼻頭にシワを集めてあたしを睨にらんだ。

「変な占いとはなんだ！」

「じゃあなんであのおじさんが横領犯なのか、具体的にはどうやって判別したワケ？」

　あたしが腕組みして訊きくと、偉そうに顎を反らしながら鼻息を荒くする。

「無学な者は知らないであろうが……この世には秘められた意味を持つ数字というものがある。神によって作られたこの世は、天と地と聖霊の三さん位み一いつ体たいにより形作られている。つまり、〝３〟という数字は神が祝福されし数字であることがわかっている」

「……あー、うん。で？」

　相づちを打つ。うん、やっぱこれ大学に通ったときに聞いてるわ。すごい形相した大学生が道ばたで叫んでたやつ。

「彼らの帳簿すべてを閲覧した。そして、私は神の啓示を探ったのだ。罪人が帳簿を作れば自おのずと祝福された数字は少なくなり、代わり罪科を示す数字がそこに記されるもの。その多寡を見極めたのだ！」

　言われたことを整理すると、

「要するに３がいくつあるか数えたの？　それだけ？」

　思わずこめかみを親指でぐりぐりしながら訊きいちゃった。司祭のたるんだ顎に、ぐぐっと力が籠もった。あたしを力強く睨にらみつけてくる。

「それだけではない!!　私は教会本部の数秘術学の権威より、本部に秘匿されし神の数字を見つける法則を伝授されたことがあるのだ！　非常に高度で経験深い者にしか、この秘術は使いこなせないものだぞ!!」

「そ、そうなんだ……」

　なんていうか、この場に閣下がいたら「ただの勘じゃないのかそれ」とか言っちゃいそう。

　あたしはそんな閣下の背中を見て育ったので、もちろん言わない。

　でも感想だけは同じなのよね。困ったことに。

「神によって示された。あやつに罪があることは明白だ！　それをこのような小娘に横から差し出口をされるとは、神への不敬である。私は枢すう機き卿きようとも知己であるのだ。それ相応の覚悟はあるのだろうな！」

　威勢の良いい言葉だけど、あたしの横で黙って睨にらみを利きかせるドグが怖いのか、ちょっと立ち位置が遠い。

「んー、えっと、お話はわかりました。じゃあその閲覧した書類っていうのはどこにあるの？」

「監理官、あちらだ」

　連隊長が割って入ってきて、容疑者たちの目の前にある机を指差した。そこには手ごろな大きさの木箱と、羽根ペンやインクが置いてある。

「あ、じゃあそれ読ませてね」

　あたしは机に寄っていって司祭から逃げた。あんまり相手にしたくないタイプなのよね。

　言いたいことを言って満足したのか、はたまた護衛がよっぽど怖いのか追ってこない。よかった。

　さて、木箱の中の書類を覗のぞきこむ。数十枚を束ねた紙の束が入ってた。商人たちの帳簿だ。商会の情報を簡単に渡してもらえるわけがないから、連隊長が強引に持ってきたんだと思う。

「おい大丈夫なのか、監理官。あの司祭はおれが招いたんだぞ。枢すう機き卿きようにまで話がいったら、おれまで巻き添えになりかねないんだが」

　連隊長にそんなことを言われながら、あたしは帳簿を次々にめくって目を通していく。

「あのね、連隊長。神明裁判は禁止って規則にあるでしょ。なんであんなの呼んだの」

「焼けた鉄も教会の水も使ってない。これは神明裁判じゃないだろう？」

「そう思う？　でもこれじゃあ神明裁判と同じことよ。だから今後は、あの人に近づかないことね。報告書には『不愉快な坊ぼう主ずに邪魔されかけた』って書くつもりだから」

「恨みがありそうだな監理官。教会に邪魔されたことでもあるのか？」

「べつに。仕事の邪魔はあんまりされてない。ただ、縛られて池に沈められたことがあるだけ」

　魔女裁判で泥水飲まされたのは忘れてない。

「…………そ、そうか」

「まあそれは私し怨えんなんだけど、今回は横領の調査に来てるから私情は挟みません。そうじゃなくて、さっきも言ったとおり宰相閣下は神明裁判で納得してくれないの。だから──ああ、あったあった。この名前と数字よ」

　書類の束から目当てのものを見つけ出して、あたしはそれを持って商人たちの前に歩み出た。

「お、おい、なにがあったんだ？」

　あたしは連隊長を振り返って言った。

「それはもちろん、犯人よ」










「な、んだって？」

　横領事件の容疑者である商人たち。司祭。そして兵士と司令官の連隊長。

「ま、待ってください監理官様！」

　そう叫んだのは、最初に刑吏へ引き渡されそうになっていた商人のおじさんだ。

「さっきもそうだったが、その帳簿は兵士たちがつい先日無理やり持って行ったものです！　恐れながら、その帳簿を見るのは今日が初めてのはずでしょう！」

「そうだけど、だから？」

「あ、あんなたくさんの帳簿を少し調べただけで犯人扱いでは、だれも納得できません！」

「そっ、そうだ」「そのとおりだ！」「いい加減に解放してくれ」「こんなことに付き合っていられるか！」

　便乗して他の商人まで口を開き始めた。よく商人がやるように、下手に出ながら要求を口にする感じ。

　どうしよ。

「疑うなら全員拷問にかけてもいいぞ」

「「「…………」」」

　オードッグがひと言で黙らせた。商人は不利益になると悟った瞬間に、一斉に口を閉ざす。

　脅しすぎ。

「もういい加減に文句を言うやつばかりで面倒くさい。真犯人が名乗り出ないなら全員の片手を切るというあたりで、どうですか監理官」

　ドグがさも真面目そうな顔でてきとうなことを言う。いや本人てきとうな自覚無いから困るのよね。

「どうですかじゃないから。ダメだから」

　あたしは連隊長を振り返る。

「さて、連隊長。えーと、この名前よ。ホンザ・ケルツっていう人なんだけど。名前に聞き覚えあるでしょ？」

　あたしは自信満々に言ったのに、連隊長は首を傾かしげた。あれー？

「いや、ちょっと待ってくれ……ホンザ・ケルツは……誰だ？」

　うむむ、帳簿とか書類上の名前って人間関係までは反映してないことが多いからなー。

「じゃあトマスならわかる？　トマス・ケルツ」

「うちでパンを焼かせているパン職人だな。……そうか！」

　連隊長がようやく合が点てんがいったのを見て取って、あたしはうなずいた。

「そう。このふたりは兄弟なの。横領の調査をしてる副官さんは優秀だね。連隊の主計記録をいろいろ送ってくれてたから、前もって資料を調べておけたの。その資料で上がったのが、トマス・ケルツ。たぶんこの人が怪しい。──で、ケルツ兄弟と取引してたおじさんが、この印章の商会なんだけど、だれ？」

　書類を見せられて、商人たちの顔がある一点へ振り向いた。

　商人につられた全員の視線が集まる先は、身なりも良く整えられた顎あご髭ひげを備えた商会主だった。

　みんなに見つめられて、彼は怒りを目に滾たぎらせた。

「横領などとは、なんとばかなことを！　私はそこらの行商人とはちがうぞ!!」

　商会主はあたしを睨にらみつけてさらに続ける。

「いいか、ただでさえ忙しいところを無理やりに刑場などに連行したうえ、いわれもない罪をふっかけて尋問などしてみろ！　絶対にただでは済まさんぞ！」

「そのとおりですな」

　商会主の援護をするように、するりと司祭が横から言い添えてきた。

「我が数秘術では、この方にはなんの咎とがも見受けられなかった！　根拠も無くそのような疑いを人に押しつけるとあれば、教会も黙っておられませぬぞ……！」

　髭ひげとデブが次々と抗議を投げかけてくる。

　でもま、

「根拠はあるわ」

　あたしが単純な反論を口にすると、連隊長が前に出てきた。

「……いまそれを見せることは可能か、監理官？」

「はーいはい」

　連隊長に言われて、あたしはもういちど机のほうへ歩み寄る。

「よいしょっと」

　書類の入った木箱を地面に下ろすと、肩から提げた鞄かばんから大きな紙を取り出して机に広げ、同じく鞄かばんから出した針で四隅を留とめた。

　そして、

「てりゃっ」

　おもむろに机を横倒しにして、みんなに天板が見えるようにする。

「なにしてる？」

「はいこれちゅうもーく」

　ぱんぱん、と手を叩たたいて呼びかけてから、手招きした。

　容疑者の商人を含めて全員が、いぶかしげにしながらも歩み寄ってくる。

　しゃがみこんで机を叩たたき、

「えっとね、ここに横領の根拠となる数字があります」

　言うと、みんなの瞳孔がちょっと開いてじっとこちらを見てきた。わあ、大注目。

「この……絵が？」

「絵じゃないの。これは直交座標で表した数式の曲線。で、これが根拠になった資料」

　ばん、ばん、って横向きの机を叩たたきながら言うと、連隊長が難しい顔でぬーんとうなる。

「その……ナントカ座標」

「直交座標」

「座標とやらはよくわからんが、そっちの資料はわかるぞ。うちの記録だ。印章があるからな」

「そ。ここの連隊基地から送られてきたやつ。パンの重さを毎日計測した記録ね」

　毎日千人以上が食べるパンが製造される。そのパンの重さは１キログラムになるよう規定されていた。

「焼き上がったパンのうち、ひとつを計測して規定の重さになってるか確認してるよね。で、これがその記録。見てのとおり１キログラムぴったりにはできないから、わりとバラつきがあるけど」

　重さは日によってバラバラだ。１０１０グラム、９５３グラム、９３０グラム、１０４７グラム……とまあ、ぴったり１０００グラムで毎日というわけにはいかない。

　ここまで話したら、連隊長は察しがついたみたい。

「……まさか、パン職人がごまかしをしてると言いたいのか？」

「そうよ」
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「バカな。いや、話としてはありえないとは言わん。だが、その資料だけで確信が持てるような話ではないだろう。１キロぴったりが少ないと言っても、それは偶然でもあり得る話だろう」

　連隊長が言うことには、商人たちも同感みたい。無言でうなずいてる。

　あたしもうなずいてそれを認めた。

「『誤差があるから、偶然だろう』ね。まあ実際そういう考え方をついた不正だから、そう言われちゃうわよね」

「だったら──」

「だけど」

　なにかを言いかけた商会主を遮って、あたしは指を立てて続けた。

　そのまま立てた指でグラフのほうを叩たたく。

「こっちのことも忘れないで。このグラフはね、誤差があることを前提にして作られるグラフなの」

「誤差があることを前提に……？」

「そ。いーい？　重さの平均をとるだけでは、たまに出てくるやたら軽いのや重いのに影響されて、パンが持つ〝重さの基準〟はわからない。

　だけど、パンの重さを横軸、個数を縦軸に取って、それぞれの点を結ぶとこういう山の形になる。これは正規分布っていう形でね。この山の頂点が重さの基準になってるいちばん多い重さなの。で、これを見ると──」

　指で線をなぞって頂点で止める。そのまま真下に指を動かして、重さの数字をつつく。

「50グラム少ない？」

「そのとおり！　９５０グラムを重さの基準値にしてることがグラフからわかるってわけ。偏りの無い誤差のあるグラフは１キログラムを頂点にして同じ形の山になるの。だけど、平均値こそ９５０より多いここにあるけど、実際にいちばん多いのはこっちの９５０だから、単純に計測されるときには大きめで重そうなのを目分量で選んで渡してただけってことよ」

　連隊長が思案げな目でグラフを見ながら、自分の頰を撫なでている。

「つまり、パン職人を抱き込んで規定より小さなパンを作り、その差で生まれた麦粉の余剰を横領して売りさばいていた……それが横領の手口というわけだな？」

「で、でたらめだ!!」

　商会主がいきり立ってそう叫んだ。商人たちの輪から外れて、あたしを指差して糾弾する。

「そんなグラフとやらなど、聞いたこともない！　小娘のでたらめに決まっている!!

　数秘術は教会が認めた秘術なのだぞ！　神より小娘を信じるというのか!?」

「そうだ！　教会をなんと心得る！　すでに犯人は見つけたと結論は出ているのだ!!

　そのような言い分を、どうして信じられるというのだ!?」

　連隊長はわずらわしそうに首をひねった。

　あたしと彼ら、どちらを信用すればいいのか決めかねているのかもしれない。

　司祭たちと、あたしを見比べてから、ため息を吐いて言った。

「……おれはファヴェール王国の連隊長だ。軍部の味方をする。とはいえ、彼らの言い分も、もっともと言える。監理官、どうすればいい？」

　あ、判断投げた。うーん、

「あたしが信用できない？」

「そういうわけではないが……信用だけでは、なんとも」

　なんだか曖昧な返事をもらう。

「手を切り落とせば吐く」

「オードッグ隊長、それは無しって言ったわ」

　あたしは頭を抱えたくなる。

　根拠を示したのに、それを信じてもらえない。

　どーしよっかなぁ。ちょっと考える。

　あたしの頭にティー姉様の顔が浮かんだ。人間は神様を知らない。だけど、自分がやった悪事だけは知っている。

　だからつまり、

「じゃあ、今度はあの帳簿もっと詳しく見よっか」

　あたしが目を向けたのは、商人たちから押おう収しゆうした書類だ。

「あれのどこかに噓うその数字が書かれてることはわかってる。裏帳簿があっても、表の帳簿のなにも汚さずに横領って難しいもんね」

「ふん、できるかどうか、怪しいものだ」

　商会主はあくまであたしに挑発的だ。だからあたしも、挑発的にこう返す。

「あのね、いま説明したのは正規分布っていうものだけど、それとはべつに噓の数字を見破る分布も当然あるから。どんなに分厚い帳簿でも、噓うそを見つけるのに半日いらないときもあるからね？」

「半日……いらない……？」

「日が暮れるまでなら、みんなもどこかでお茶しながら待つことはできるよね。だから──いまのグラフが合ってるなら焦った方がいいよ、お髭ひげさん？」

「じゃあ決まりだ。半日だけ全員を軟禁する。その間に犯人を見つける。そうしましょう」

　ドグがあたしの言いたいことを言ってくれた。ありがたい。

「────」

　お髭ひげさんが、じりじり後ずさりしていた。

「おい？」

　連隊長が言った瞬間、商会主が後ろを向いて走り出した。

「捕まえろ!!」

　全速力で駆け出したお髭ひげさんを、兵士たちが急いで追いかけた。

　でも不必要なくらい速い。悪事に必要なのは素早い逃げ足、ってティー姉様が言ってたことを思い出す。

　兵士たちを振り切って、森の中に逃げ込もうとしてる。しかし、

「待ちやがれバカヤロウがぁあ──!!」

「ぐああ──!?」

　あたしの横から駆けだしたドグが猛追。一瞬あたしをかばってスタートが遅れたにもかかわらず、いの一番に商会主に追いついて後ろから体当たりした。

　うわあやっぱりあの人騎兵でしょ。馬要らずの。

「……さて、連隊長。これでもあたしが信用できないかしら？　ですか？」

　あたしが胸を反らして言うと、連隊長は『うっ』と嫌そうな顔をしてから諦めたようにうなずいた。

「認める。監理官を信じなかったのは、こちらの落ち度だった。申し訳ない」

　ふっ、勝った。大人に完全勝利するのは気持ちいい。

　評判が広まれば、いちいち疑われなくなってくれるかもしれないし。

「はーい。謝罪をいただきました」

「この悪魔め……」

「報告書にどういうふうに書こうかなー」

「基地に寄っていかないか監理官。王都へのお土産を見繕おう」

　連隊長はにこやかに手を差し出してきた。

「協力的な連隊長だったって書いておきますー」

　あたしもにっこり笑って握手を返す。

「む、なんですかキルナさ──監理官。連隊長となにか約束でも？」

　ぬっ、と不思議そうな顔のドグが言う。商会主を部下に任せて戻ってきたら、あたしがにっこり握手を交わしていたのが不思議みたい。

「なんでもないよー。あたしの手柄がまたひとつ増えただけ」

　いちいち疑われるたびに大人を負かしてるので、連勝記録が更新されていく。

　ふっ、敗北が知りたいわ。

「？　……まあ、いいっす」

「ごめ──すみません。オードッグ隊長もお疲れ様でした。ありがとうございます。おかげで逃がさずに捕まえられましたね」

「これが俺の仕事なんで」

　護衛武官に向き直ってお礼を言うと、心なしか嬉うれしそうにしながら目をそらす。ほんと真面目だなぁ。

「って、血が出てる！」

「たいしたことは。たぶん枝が刺さっただけなんで」

　軍帽を触るドグの手に滴したたるものを指摘すると、こともなげに言ってぺろりと傷を舐なめる護衛武官。

「トゲが入ってたら治りにくいよ。ちょっと見せて」

　ドグは大きいので手を見せてもらうにはあたしの身長が足りない。口元にある手を下から覗のぞきこんだけど、厳いかつい顔がついっと遠ざかった。

「い、いや大丈夫。ほら」

　一歩下がって手をぐっぱぐっぱさせてる護衛官。

「まあいいけど」

「キルナ監理官のほうこそ、ずっと帽子の上に葉っぱが乗っているんですが……」

「えっ、ほんと？」

　帽子を取って見てみると、たしかに葉っぱがひっついてた。

「もっと早く言ってよ。てくださいよ。もー」

「すみません」

　ぴっ、と葉っぱを指ではじく。

「なあ、いい加減聞かせてくれないか？　なぜ貴様らは……木立の中から来たんだ？　道はぜんぜん違う方向だぞ」

　連隊長が不思議そうに言う。

「ふ、複雑な事情が──」

「監理官は天才なんでな。いつの間にか道を外れてどこかに行く」

　異議あり！

「ち、近道しようと思っただけよ！　人をいわゆるアレみたいに言わない！」

　あたしの抗議にもかかわらず、連隊長が〝アレ〟を言ってしまう。

「つまり──迷子になったのか、監理官？」

「軍事機密漏ろう洩えいよドグ！」

　重大な違反に抗議を叫んだけれど、軍人ふたりはあたしを無視した。気の毒そうな顔つきでお互いを見つめ合う。

「そちらも苦労があるようだな、護衛武官」

「お心遣いありがとうございます。監理官をそのへんの子どもと間違われたことは、失点にならないとお約束します」

　あたし以外が和やかになって、事件は幕引きを終えた。

　いつかわからせてやる。あたしは密ひそかに決意した。

「あのっ、おねえちゃんっ」

「うん？」

　あたしに呼びかけるだれかの声に振り返る。と、そこには小さな男の子がいた。

「あら、なに？」

「お父さんをたすけてくれて、ありがとうございました！」

　ぱあっと笑顔を浮かべた男の子が、腰を曲げてぶんと頭を下に振ってからダッシュで解放された商人たちのところへ走る。

　最初にひったてられかけてた商人のおじさんに飛びついて、親子で喜びを分かち合っていた。

「……ま、どういたしまして。かな」

　良いいことができた。それでいっか。










「ありがとう、か。……お礼を言われることって、なかなか無いのよねー。この仕事」

　規則正しい馬の足音を耳に、あたしは手にした書類を読み込んでいた。鞍くらに横向きで腰を乗せているけど、馬の歩みは完全に口取りの兵士任せ。

　事件が解決したので港に戻るところだ。あとは調査報告書を作成しちゃえば、この任務は終わりになる。

「それ、気持ち悪くなるぜキルナさん」

「んー、なったらやめる」

　あたしはドグの忠告に生返事で答えつつ、書類の各所で気になる部分をチェックしていく。

　まあたしかに騎乗したまま文字を読んでると、たまに気持ち悪くなるけど。いまは体調より商人たちから押おう収しゆうしたこの書類が気になるのよね。

「ここ、ここ、ここ……だんだん増えてくなー」

「それはなにをやってるんだ？」

　横に馬をつけたドグが聞いてくる。

「あの商人の帳簿を調べてるところ。人って噓うその数字を作るときに、わりと傾向があるの」

「たとえば？」

「同じ数字を続けて出さない。偶数より奇数で噓うそをつく。キリの良いい数字を避ける。そんな感じ。だけど、ランダムな現象は本当ならそんなの無視して起きるものなの」

「へえ……そうなのか……」

「わかってないでしょ」

「ああ」

　ドグがあっさりうなずく。

「たとえば10～50の間の数字で噓うそを書くとき、最初に12を選んだら次に21を書ける？」

　12と、21。ドグは手のひらに書いてから、首を横に振った。

「できない。それじゃ入れ替えただけじゃないか」

「その考え方がそもそもおかしいの。〝法則性が無い〟んだから、そういうこともあるはず。同じように13の次は必ず31以外になる。14の次は41を避ける。逆も適用される。……となると、10～50の間で噓うそを書くときは〝必ず前の数字とはちがうものを選びがちになる〟というわけ。でも、たとえばサイコロ。２回振って同じ数が出る確率は？」

「サイコロは６分の１だから……えっと……さ、36分の１？」

　自信なさげながら答えてくれる。

「うん、そう考えるのがよくある間違え方よ。『１回目に出る数』はなんでもいいの。だから、単純に６分の１よ」

「あっ、そうか」

「だけど『サイコロを２回振って出た数という噓の記録』はそれが６分の１の確率にはならないの。その確率が誤差より大きければ、噓うそである可能性が高いってわけ」

「なるほどな……でも、実際の帳簿じゃどんな数字だっていくらでも出てくるんじゃないか？」

「そう思うわよね。でも、ちがうの。さっきあたしが商会主に言ったのがあるでしょ」

「えーと……なんでしたっけ？」

　首をかしげるドグ。覚えてるほうに期待してたわけじゃないので、あたしはもう一度それを口にする。

「噓うその数字を見分ける分布のこと」

「ああ、商会主が逃げ出したやつ」

「それ。『ベンフォードの法則』って言うんだけど、結論から言うと『先頭の数字として最も多いのは「１」であり、１から始まる数値の割合は全体のおよそ30％を占める』という法則があるの」

「はー……キルナさんはなんでも知ってるな」

「あたしじゃない。閣下の受け売りよ」

　そう言うと、やっぱり眉がきゅきゅっと寄りぎみになるドグ。

　なんだか閣下が苦手みたいなのよね。まあ、実際口には出さないんだけど。

「まあ簡単な計算式として、こういうのがあるじゃない？」
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「これはy=（1/x）でｘ軸のx=1とx=10で囲まれた図形のうち、x=nからx=n+1までの面積の割合に相当することになるの。これが数値の先頭数字が１である割合になるわけ」




　【図解『ベンフォードの法則①』参照】




「な、なあ、キルナさん？」

「家畜の増加みたいに自然界によくある指数関数的に増加する変化のとき、１００から２００に増えるまで１年かかるものが、たとえば５００から６００に増えるまでおよそ３ヶ月しかない。他にも、順番に番号をつけられるものも先頭数字『１』の数が最大なの。５０００番まで順番があっても、先頭の数字が５～９は１～４に比べてずっと少ないのよ」




　【図解『ベンフォードの法則②』参照】
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「だから、数字が一様に散らばっていることが期待される場合、やっぱりベンフォードの法則がよく当てはまるってわけ」

「わ…………わかった、キルナさん！　うん、俺にはすぐわからないことがわかった！　バカヤロウですみません──!!」

「へ？」

　説明のために腕と頭をフルパワーで使ってグラフと表を書いて見せていたけど、ドグが叫んで全力で頭を下げて止めてくれた。

　あー、閣下みたいに人を置き去りにしてたかも。反省。

「……なんていうか、ごめんなさい」

　謝ると、ドグは慌てて顔を上げた。

「いや、キルナさんが謝ることじゃないんだ！」

「えと、簡単に言うとね……先頭が『１』じゃない数字の多い帳簿探してたの。それが噓うその帳簿である可能性が高いから」

「なるほど、そっか！」

　簡単な結論だけにしちゃう。グラフも捨てとこ。

「あ！　あとでちゃんと考えるから、それもらっといていいかな？」

「え、うん。まあいいけど。はい」

　書いた紙をドグに渡して、あたしは話を続けた。

「まあとにかく、商会主が横領犯と取引してたけど、盗んだものを同じ町で売ったりしてたら絶対気づかれちゃうでしょ。だから、べつの町に密輸してたりするんじゃないかって思ったの」

「それは道理だ。それならわかる」

　厳いかつい顔がにやりと笑ったのに安心した。

「もしそういう業者がいたら、捕まえといたほうがいいでしょ。またべつの商人がとばっちりくらうかもだし。だから、怪しい帳簿によく出てくる取引とか記録がないか調べてたら……まあ、ひとつ見つけちゃったかなってわけ」

「……キルナさんは優しいな」

「え？」

「また無関係な商人が疑われたりしないようにしたいんだろ？　立派だよ」

「え、えっと……うんまあ。はい。いやでも、あたしがこういうのやるのお仕事だし……」

　ちょっと照れる。

　男の人は自分より賢い女が嫌いで、大人は賢い子どもが嫌い。あたしはその条件を両方満たすので、大人の男の人から褒められることってほぼないから。

「とにかく、あの商会主の帳簿見てたら怪しい業者があったの。たぶん、密輸業者だと思う」

「なんだって？」

　ドグがぐいっと馬を寄せてきた。もともと鋭い目つきをもっと尖とがらせて、あたしの手元を見てくる。

「業者の名前はわかるか？」

「名前はさすがに。でも取引を特定してたの。この倉庫の記録がなんだか怪しいなって感じ」

　あたしは書類をひとつ抜き出して、ドグに見せる。

「この倉庫が取引所のひとつだと思う。たぶんこれとは別に裏帳簿があるだろうし、他にも隠し場所があるかもしれないけど」

「ひとつだけでも十分だ。さっそく行ってみよう」

　護衛武官が当然のように言った。

「えっ、いまから？」

「もちろん。善は急げだろ」

「んー、でも確証は無いし管轄外だよ。連隊長に教えて、基地のほうでやってもらうべきじゃない？」

「後ろ暗い取引をしてるやつらなら、商会主が捕まったってわかれば持てるだけ持って逃げちまうハズだ。せっかくキルナさんが見つけたんだ。手柄を逃がすこともないだろ」

　すっかりやる気満々の顔でそんなことを言う。あーそうよねドグって騎兵っぽいというか突撃志向なんだよね。こんな話したらそうもなるわよね。

「危なくないかな？　最近は戦争も多いし」

「密輸業者なんて言っても、裏稼か業ぎよう専門家ってわけじゃない。せいぜい商売下手な行商人を商会主がたぶらかしたってだけさ。こっちにゃ剣も銃もある」

　腰に提げたふたつの武器を見せてドグが言う。

「まあ、密輸業者で危険な人ってあんま見ないけど」

「だろ。やっちまおう」

　青年士官はすっかりその気になってる。頭使わずに戦うターンが好きだからなぁ。

　んー、ここは連隊基地も近いしまあいっか。いざとなれば千人単位の味方がいる兵士と戦ったりしないでしょ。

　それに護衛任務で手柄無しの遠征に付き合ってくれたドグも、見せ場がほしいだろうし。実績的な意味で。

「じゃあ行ってみよっか」

「よーし全員聞け！　港に戻る前に密輸してるバカヤロウどもの巣にかち込むぞ、気合い入れろ！」

「「「おおおーっ!!」」」

　護衛武官が檄げきを飛ばして部下を盛り上げる。

　行くのは倉庫だから密輸品しか無いかもだけど、いまは黙っておこうっと。

　だれもいなくて戦いが無いなら、それでいいしね。










「中にだれかいます、隊長」

「よっしゃ」「えええ……」

　偵察から戻ってきた兵士の言葉に、お互い対照的な声が漏れた。

　問題の倉庫は町外れにあった。農地からも少し離れていて不用心に思える場所だけど、外から見たらこじんまりした倉庫で金目のものはあんまり無さそう。

　倉庫の裏には少し離れたところに森があるけど、正面側は農地からずっと何も障害物が無い。つまり、こちらが丸見えだ。

　中にだれかいるなら、とっくに気づかれてる。

「外の柵には繫つながれてませんが、よく見ると馬の足跡が倉庫の中に続いてました」

「人数は？」

「わかりません。が、多くはないです。大勢がいたらもっとすぐ痕跡がわかったはずです」

「よし。他には？」

「それだけです」

「わかった。正面の入り口を見張っとけ。４人くらい迂う回かいして裏口を押さえろ。森の中で待ち伏せとけ」

「了解」「了解」

　たちまち武官が活いき活いきと指示を飛ばして、兵士たちは暴力に備える。

　あたしは予想外の展開にどうすればいいのかわからない。

「ど、どうするの？」

「こっちの兵士は俺を含めて16人。たぶんだが、向こうは10人もいない。包囲して突入して捕まえる」

「あ、あたしはどうすればいい？」

「下がっといてくれればいい」

「わかった。うん。気をつけてね、みんな」

「任せてくれ」

「慎重にね」

「わかってるさ」

　胸を叩たたいて力強くうなずくドグ。あたしは荒事はぜんぜんわかんないし苦手だ。

　部下たちと一緒に倉庫へと向かうドグを見送る。

　馬を下りて先頭を進む護衛隊長と、それに従ってついて行く護衛隊。全員が怖がりもせずに武器を構えてる。

　倉庫から少し距離を置いて立ち止まって、銃を持ってる人たちが筒先を前に向けた。

「中に隠れてるヤロウに告げる！　俺たちはファヴェール王国衣装局所属側そく衛えい隊だ！　この倉庫の持ち主は契約違反をした！　臨時立ち入り検査をする！　いますぐ倉庫から出てこい！　さもないと安全は保証しねえぞ!!」

　こっちを向いてなくても届く大だい音おん声じようにも、倉庫から反応は無い。

　ドグが腰から剣と短銃を両方抜いた。手ぶりで合図して、全員で包囲を縮めていく。

　先頭のオードッグは扉の前までずんずん進んでいく。今度は警告も何も無く足を振り上げ、

「オラぁ──!!」

　思い切り倉庫の扉を蹴り破った。慎重にって言ったよねあたし言っておいたよね!?

「ぬ……いねえぞ！　調べろ！」

　開けた扉の先を睨にらんだドグが怒号を上げた。なんか中にいなかったみたい。

　見張りすらいないってことなら、

「あたしのかんちがいだった……のかな？」

「いいや？　大当たりだお嬢さん」

　とす、と脇腹に硬い物が当たった。

「ぴっ──」

「動いたらいけないのは、わかっていただけるかな？」

「っ……っ……!!」

　なんとか首を縦に振った。恐怖で背筋が凍る。

　あたしのお腹なかをつついてるのはたぶん、銃口だから。

「──キルナさん!!」

　こっちの異常に気づいたドグが振り返る。その瞬間、

「止まってドグ!!「た、隊長!!」

　あたしと兵士の声が重なった。

「なっ──」

　倉庫からするりと出てきた人影が、ドグの肩に後ろから剣を載せたから。首筋にぴたりと添えられた刃に、さすがの武官も動きを止める。

「ぬ、う……！」

　ドグが苦しげなうめきを上げる。

「勝負あったな若いの！　普通なら死んでいるぞ！」

　あたしの後ろで銃を突きつけてる人が、得意げに宣言した。けど、

「……あれ？」

　ドグの肩にある剣に、見覚えがある気がする。

「やつの言うとおりだぜィ？　この間抜け息子」

「は──？」

　ぐりっと、剣を突きつけられてるのに護衛武官が振り返る。その剣の持ち主を見て、口をあんぐり開けた。あたしも開きそうだった。

「──親父おやじ!?」「レオおじ様!?」

　ドグの背後を取ったのは、ファヴェール王国でも名高い人物だった。

　見た目はただちょっと髪の薄くてうさんくさい人なんだけど、その経歴は主に戦場で築かれた強つわ者ものだ。

　もとは外国の下級貴族だったのに、ファヴェールの戦争で傭よう兵へい働きをした。戦場でファヴェール軍は何度も危機に襲われ、そのたびに最前線を戦い抜いた傭兵隊長。ついにはその功績が認められ、ファヴェール王国で領地と騎士の地位を与えられた実力ある士族筆頭。

〈傭よう兵へい騎士〉レオン・メイザー。そして彼は、

「ドグ、おめェはほんっとバカ正直過ぎんだよなァ。本当に俺の子かよ」

　オードッグ・メイザーの父親でもある。領地を与えられて流る浪ろうの傭よう兵へいからファヴェールに仕える軍人になったレオンは、酒保商人隊にいた恋人と息子を迎える家を持った。そして、息子もファヴェールの士官として王国軍人の道を歩むようになったというわけ。

　自分より背丈の大きい息子の肩を、剣の腹でぼすぼす叩たたくおじ様。その剣は太くてゴツい三角かく錐すいみたいな形の、ファヴェール王国が最近新しく導入したサーベルだ。

　つまり、ドグと同じ剣。見覚えがあるのは当たり前だった。目の前で同じ剣持ってたら、さすがにあたしだってわかる。

「えええ……？」「なんだよ、どうなったんだ？」「隊長の親父おやじさんだよありゃ」

　兵士たちも困惑してる。

　って、あたしの後ろの人は？

「はは、驚かせて申し訳ないお嬢さん。大丈夫。火薬は入れてなかったよ」

　おっかなびっくりだけど振り返ってみたら、いたずらっぽく笑う人が短銃をしまっていた。ツギハギの無い厚手の外がい套とうを身に着けた旅装の男の人。閣下よりちょっと上くらいの歳としかな？　彼は爽やかに笑いつつ、胸に手を当ててあたしに会え釈しやくする。

「実は事情があって名前は明かせないが、ファヴェール王国にはいろいろと縁がありましてね。レオンとも以前から面識があるのです。怪しい者ではありませんよ、お嬢さん」

　如才なくそう告げた。うーん、言ってることは怪しいのに礼儀正しくて信じちゃいそう。

「なんだよ親父おやじ、いったいなにしてんだよこんなトコで」

　渋い顔をしながら歩み寄ってきたドグは、剣と銃を収めて問いかける。父親は剣をぺしぺし叩たたいて弄びながらニヤリとした。

「俺とソイツ、たったふたりに負けるガキにゃ教えらんねえなァ。お前らこそ、間の悪いときに臨検なんぞしやがってまったく。なにしてくれンだよ」

　おじ様ってなんでこう、悪党みたいな雰囲気なのかしら。騎士なのに。

「下手人捕まえて直後に密輸業者の隠し倉庫に臨検たァ、見つけンのが早すぎる。おおかたツナ嬢ちゃんのしわざだな？」

「まあ……そうよ。まさかおじ様が密輸してるとは思わなかったけど」

　もちろん本気で言ってないけど、おじ様はあたしの言葉に肩をすくめた。

「俺が密輸業者だったら、バカ息子にはこういう倉庫にゃ森の中に隠し出口くらいあるって教えといたぜ。真ッ正面から近づいて来やがって。お前らが隊を分けるより前に、ソイツは倉庫から出て側面にいたんだよ」

「わざわざ待ち伏せする必要は──」

　不機嫌そうに言ったドグの頭を、レオおじ様が拳げん骨こつでぶん殴った。

「ばァか！　お前がクソみてえな用兵するから教育してやったんだろ！　敵の目の前で隊を分けてんじゃねェ。護衛対象から兵隊離してどうする。いちいち接近戦する前に倉庫に２、３発ぶっ放してやれ。脇が甘ェんだよ。お前の代わりなんてひと山いくらでもな、本当ならツナ嬢ちゃんが死んじまってンだぞ！」

「……反省します、大佐殿。ご指導肝に銘じておきます。ウス」

　実戦経験豊富な騎士から軍人として指導され、しゅんと肩を落とすドグ。

「気を落とさないほうがいいよドグ。普通は兵隊を手玉に取るような人は密輸業者やってないだろうし」

　密輸業っていうのは、普通は地元民の副業だ。ちょっとした抜け道や親族の結託とかを使って、畑以外の収入を得るだけ。税金から逃げるくらい当たり前にある現象だし、閣下に言わせれば『経済感覚がある庶民がいるだけ』だそう。

「はン。だが運悪く悪党がやってた時は、嬢ちゃんとバカ息子は死んでるってわけだ」

「それは置いといてよ。結局おじ様は、なんでここにいたの？」

　レオおじ様はファヴェールでも特殊な立場にある。それなりの地位にいて連隊を運営してるけど、反乱や治安維持の鎮圧作戦には真っ先に指揮官に起用されるので相変わらず傭よう兵へいまがいの仕事ばかりしてる。だからって王都から離れた国境線も近い西方の港で、得体の知れない人とひとりで会ってていい人でもないはずなんだけど。

　あたしがもう一度同じことを訊きいたので、レオおじ様は肩をすくめる。

「言っただろ。お前らには教えられねえ」

「ふぅん……」

　教えてくれないんじゃなくて、教えられないってわけね。

「相変わらず勘の良いいガキだ。もういいだろ。帰けェんな嬢ちゃん。ドグは猟犬としちゃまだ使えねえが、番犬くらいの役はできる」

「さようならお嬢さん。どうぞお気をつけて」

　おじ様はそう言ってあたしたちを追い払った。おじ様と一緒にいた男の人もにこやかに別れの挨拶を口にしつつ、余計なことは言わなかった。

　まあいいや。だれに聞けばいいのかは、わかってる。

　王都にいる〝あの人〟だ。










　ファヴェール王国の首都は、水の都だ。

　大きな湖と海をつなぐ広い運河の河口近くに、島がある。その島に交易船を守るために砦とりでが建てられたのが始まりで、やがて砦とりでを中心に町ができた。町はだんだん大きくなって、中心になった周りの島や、運河の上に架けた橋の周りにも町が広がった。

　そうしてできたファヴェール王国の王都は、水の上に浮かぶ美しい街並みを持つようになり、北ほつ方ぽうの水上都市として語られる貿易都市になった。

　って家庭教師に教わった。歴史はあんまり得意じゃないけど。

　ともあれ、その王都へ無事に帰ってきたあたしは真っ先に王宮へ向かった。広い宮廷の中で、向かう先はとある人の執務室。侍従官を急せかして扉をさっさと通過して、広い執務室を横断しながらあたしは言った。

「なにを隠してるの、閣下！」

　壁一面に貼り付けられたさまざまなグラフと地図を見ていた閣下が、こちらを振り返る。

　真っ黒なカラスの羽みたいな髪。同じ歳としの男の人よりひと回り下に見える異国風の顔立ち。いつも飄ひよう然ぜんとした淡泊な目つきの、あたしの命の恩人。──それは物理的な意味でも、人生そのもののことでもそう。

　リーラム領公爵・王国会議首相リクスキヤンセラー・王配殿下。ナオキ・セリザワ・ロートリンデ宰相閣下。あるいは──〈魔術師〉。

「お疲れさまツナちゃん。まあそう来ると思ってたよ」

　困ったような顔をして、髪をかき上げる閣下。いつだったか「威厳が欲しい」って言い出してちょっと伸ばした髪を揺らし、あたしを見る。

「でもま、とりあえず『ただいま』って言ってほしいな。保護者的には」

「はいはい、ただいま。で、説明はしてくれるの？」

「ありがとう、お帰りツナちゃん。まー、説明しないと怒られそうだし。ちゃんと教えるよ。任務をきっちり終わらせてくれた娘が、グレたら困る」

「娘じゃないし」

「年頃の女の子は難しいな……」

　首をかしげながら、ナオキ閣下はそうつぶやいた。




　　　　◯




　さてさて、困ったことになった。僕は威厳のために伸ばした後ろ髪の効力を疑問視しつつ、ちょっと悩む。

　この数年で僕は宰相閣下という立場には慣れてきた。王配殿下、公爵、卿けい、閣下、そしてパパとか、いろいろな呼び名には慣れてきた。もちろん〝ナオキ〟や〝ロートリンデ〟にも。

　しかし、そんな肩書きも親しい人に秘密を作る理由にはなってくれないものだ。

　なぜって？　だって作ると相手が怒るから。大人の威厳とかではたいていごまかせない。

「ねえ、あそこのぬいぐるみ、せめて見えないところに隠しなよ、閣下」

　執務室の窓まど際ぎわに、犬の形をしたぬいぐるみが置いてあるのをトゥーナが指摘してくる。

「いやでもあれうちの子お気に入りだから、たまに干しておかないと」

　日干ししてあるのだ。

「宰相閣下の部屋で遊ばせるのどうなの？」

「しょうがないだろ。可愛かわいいから」

「あー……もういいや。威厳が無いけど。それで、さっきの話しよっか」

　やれやれ、みたいな顔で向き直るツナちゃん。

「答える前に聞いていい？　どうしてレオンおつさんを動かしたのが僕だってバレたんだ？」

　唇を尖とがらせて僕を睨にらむトゥーナは、指を二本立てて答えた。

「理由はふたつ。その１、変な資料であたしの出発を遅らせたのが閣下だった。その２、レオおじ様が怪しいことをするときはたいてい閣下の命令だから」

「ええー……」

　僕が思わず不満の声を漏らすと、トゥーナは怪け訝げんそうに首をかしげた。

「なにその顔？」

「いや思ったより経験則ヒユーリステイツクな決めつけだったから」

「あたしは閣下のことなら小難しいこと考えなくても、直感それで十分以上の解答精度だから問題無しなの。『ノーフリーランチ定理』っていうの教えたのは、閣下だもん」

「まあ、確かに」

　数学的な厳密性と抽象性、そして美しさを追究する純粋数学ならありえないだろう。しかし、現実的な問題解決に用いられる応用数学はある程度いい加減フアジーなものでなければ、かえって目的との齟そ齬ごが大きくなるものだ。応用数学を数学と認めない純粋数学者さえいる。

「ノーフリーランチ定理なんて、よく覚えてたな……」

　僕が感心して言うと、トゥーナはツインテールを揺らしながら答えた。

「月がなんとか、は覚えてないけどね」

「『月は無慈悲な夜の女王』な。〝無料の昼食なんてものはありはしないThere ain't no such thing as a free lunch.〟という格言が元ネタ。評価エバリユーシヨン関数を最小値にする問題を語る時に使われたから、料金バリユーの最小値を探すこととかけてるんだろうね」

　僕が言うと、トゥーナは眉を寄せて言った。

「ダジャレじゃない」

「ダジャレだけれど」

　僕は肩をすくめてうなずいた。数学者はダジャレ好きな人けっこう多いんだこれが。

「すべての問題に対して高性能な探索アルゴリズムは存在しない。汎用的なアルゴリズムと特殊なアルゴリズムの性能は平均すれば同じ程度になる。という意味を持つ定理だな。教えたのは……トゥーナが大学に行ってたときに手紙でだっけ？　懐なつかしいな」
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「『もっと簡単に言うと〝ハンマーを持ったらなんでも釘くぎに見える〟ってことだよ』っていうワケわかんないこと書いてた手紙ね」

「探索アルゴリズムの定理が理解できて、諺ことわざが理解できないのはどうなんだろうか……」

　これはこれで困った問題である。

「で、どうしてレオおじ様が正体不明の誰かと密会してたの？」

　そうだった。

「えーっとだな……」

　改めて問い詰めてくるトゥーナに、僕は少し横に移動する。雑多なグラフとメモが貼られた場所から、周辺地図を貼った壁の前まで歩いて、答えた。

「簡単に言えば、西方沿岸の動向を知りたかった」

「……おじ様に密偵までさせる用事が、そのひと言でわかると思う？」

　ツナちゃんが渋い顔をする。僕は苦笑いを隠さずに続けた。

「いまからちゃんと教えるよ。軍事機密の話するから、他言無用でよろしく」

　咳せき払ばらいをして、僕は語りかけた。










「ではまず前提として言うけど、戦国時代はまだ終わっていない。ファヴェールはいろんな国と同時に戦争していたぶん、その戦争全部で停戦協定を結んだおかげでほぼすべての隣国と戦争をせずに済んでいるだけだ。──それもここ数年程度の話でね」

　地図上でひとつひとつ戦争をたどってみる。

「まずは陸続きの旧敵・オルデンボー王国。貿易港を狙った侵攻を阻止して戦争して、５年間の停戦条約を結んだ。戦争には負けて土地の割譲を迫られたけど、戦時賠償金で話がついた。もちろん、毎年の支払いはきちんと取り立てられたけど」

　ファヴェール王国と東南部で接するオルデンボー王国を指差す。〈血船王〉と名高い君主が治める強国だ。海峡を押さえた立地でファヴェールうちや周辺国から海峡通行税を取り立てている。

　その昔、ファヴェールを隷属させるような条約を結んでいたが、その弾圧政策に対抗すべく決起してロートリンデ王家が生まれたらしい。かつての関係を取り戻すべく侵攻してきたが、ファヴェールの粘り強い抵抗と鉱物資源を必要とする大国からの圧力で和平に合意した。

　この戦いが始まる直前に僕はこの世界に放り出され、そしてファヴェール王国の王女と出会い、一緒に戦った。旧来の『武力で出たとこ勝負』なやり方を否定しまくったおかげで〈魔術士〉と揶や揄ゆされてしまったりもしたが。最終的には、現代日本の無職から異世界の弱小国家宰相に出世することになったわけだ。

「次にファヴェールの西方領地と陸続きのモスコヴィヤ帝国。国家を揺るがす動乱があって人口が３分の１も減少したと見られる──にもかかわらず、いまだうちの４倍くらいの人口と圧倒的に広い領土を持つ大帝国だ。動乱に乗じて戦争して、領土を割ったところで和平を結んだ」

　王都からは海を渡ったほうが早い西方領地。そこと接するのがモスコヴィヤ帝国だ。

　何気なく言ったけど、普通ならファヴェールが戦争をけしかけたら相当な被害を覚悟するべき大帝国だ。貴族同士の暗闘に次ぐ暗闘と派閥争い、そしてさまざまな他国からの介入があって尋常じゃない混乱に見舞われていた。だからこそ、ファヴェールにも付け入る隙が生まれたのだが。

　暗闘が長引いたのは、最初に謀殺された皇帝家の生き残りが暗躍したせいだ。偶然にも──偶然ばかりではなかったがそれは置いといて──その生き残りを雇い入れてしまったおかげで、帝国の軍政に裏から手を回すという謀略に手を染めたうえ、頭の上がらない配下を召し抱えることになった。

　ともあれ、弱った大帝国に足を踏み入れれば、同じところで同じような目的を持つ他の国とも争うはめにもなる。

「そして周辺世界で最強の騎兵隊を持つピエルフシュ共和国。モスコヴィヤ帝国の動乱に参戦したファヴェールは、６倍の兵力で挑んで負けた。恐るべき軍隊だ。だがこの共和国は帝国とガチガチにやり合ったせいで疲弊していて、ファヴェールと停戦協定を結んだ」

　西方領地が拡大したせいで、ピエルフシュ共和国とも陸続きの国境線を接することになった。その後、共和国はこちらの目もく論ろ見みどおりモスコヴィヤ帝国と何年も戦争を続け、つい最近ようやく停戦した。結果は帝国の粘り勝ちだった。

「さて、ここまでがファヴェールにとっての大きな対外戦争だ」

「んー、んぐ。閣下があたしを拾う前の話でも、それくらいは知ってるわ。ソアラ様やティー姉様が教えてくれたもの」

　辛抱強く聞いてくれていたツナちゃんだが、ついに口を挟んできた。

　ちなみにツナちゃんだがいままで黙ってはいたけれど、おとなしくはしてない。

　話の途中あたりでツナちゃんがずりずりと来客用のソファを引きずってきて、腰掛けた。しかもローテーブルまで持ってきて、果実水と木の実を嗜たしなむくつろぎスタイル。巷こう談だん師じゃないぞ僕は。話長いし仕方ないけど。

「ただの復習だよ。さて、そのあとは目立った戦争も無くて、小規模な内乱、それに地方貴族の反乱、野盗退治、治安維持活動。そういうのがずっと続いて概おおむね平和って感じだった。最初の反乱に限って言えば、かなりヤバかったけどね」

「最初の反乱って、あたしを拾ったとき？」

「みんなと家族になったときさ」

　トゥーナと出会った内戦だ。あんなに小さかった幼女が、小生意気な14歳になったとは感慨深い。

　ファヴェールが経験した戦乱期とは、概おおむねそんなものだった。










　あれから数年。

　トゥーナは３ヶ月ほど数学以外のことを家庭教師から教育を受けたのち、見事に大学の特待生試験に合格して入学。その後、４年間で学ぶことを半年で吸収して、しばらく大学に留まったのちに帰ってきた。余った期間で大学教授の研究論文に付き合っていたのは、たまにアドバイスを求める手紙が来たので知っている。手配した世話役によれば、友だちも作っていたとか。

　大学生活を卒業して戻ってきたトゥーナは仕事を欲しがったので、衣装局に預けて活躍してもらった。

「ここしばらくファヴェールでは対外戦争は起きてない。その間になにをしていたかと言うと、内政改革と軍事改革。重商主義政策を推進するために、国を挙げて尽力してきた」

「景気政策はだいたい成功したって言ってたのは、覚えてるけど」

「おかげさまでね。海洋国家エイルンラント、国際金融の超新星ベネルクス連合王国、このふたつの経済大国と貿易を確立したのは大きかった」

　諸外国の戦争事情も味方してくれていた。

　ファヴェールが生産する鉄の需要は、国内外問わずに高く、輸送コストは値下がりしていた。

「でも、それはファヴェール国内だけの話よね。うちが貿易収入に頼って経済活動を回している以上は、他国との外交戦略は切っても切れない話でしょ。そういうほうはどうなの？」

　ツナちゃんが足を組みながら言う。僕はちょっと後悔した。その発言がまさにドンピシャで正しいから。

「……仕事させすぎたよなぁ、ツナちゃん」

「うっさい。お仕事はわりと好きなんだからやらせてよ」

「好きって、国家への奉仕が？」

「あたしの調査で大人が悪いことできなくなるのが」

　にっ、と小生意気な笑みを浮かべたトゥーナが、口元についた食べかすをちろりと舌を覗のぞかせて舐なめ取った。

　義理の娘か義妹みたいに面倒見てきた少女のそんな言い草に呆あきれて、僕は額に手を当てる。

「どっちが悪人なんだか……ちなみにトゥーナが最近なんて呼ばれてるか知ってるか？　〝監理部の赤い悪魔〟だよ。女の子がつけられる名前じゃない。せっかく可愛かわいく育てたのに」

「それじゃ、かっかの育て方が悪かったのよーぅ。もっと可愛かわいい感じで、自分好みにしちゃえば良かったのよーぅ」

　ツインテールの髪を顔の前まで持ってきて、手と毛髪で口元を隠すツナちゃん。ジト目で僕を見ながらわさわさ髪を動かす。うーん、見た目はけっこう美少女に育ってるんだけどな……。

「まあそれは置いておいて、トゥーナの言うとおりだ。問題はファヴェール王国が貿易のために他国との関係を良好に保たないとならないこと。そのために、周辺諸国が昨年に結成した『福音派同盟』にも、参加を表明した」

　一等国家ワルテリナ帝国を盟主にした通称〈同盟アライアンス〉。参加国は五カ国。盟主ワルテリナ、エイルンラント、オルデンボー、ベネルクス、そしてファヴェール。この国々を筆頭メンバーにして、『福音派教会の庇ひ護ご』を目的に掲げた相互協力体制が締結されていた。

　なぜそんな同盟が必要だったかと言えば──これらの国すべてを震しん撼かんさせるほど強大な勢力が、武力を行使しているからだ。

　地図を南に下る。オルデンボーからさらに南へ行ったところにあるのが、マイセンブルク帝国領邦地域。そこには一枚のメモが貼ってある。

「『ガブリエル皇帝』。彼と彼のもとに結集した『伝統派誓合連盟会』通称〈誓連会リーグ〉こそ、ファヴェールが〈同盟アライアンス〉に参加せざるをえない理由であり、諸国の脅威となる国際問題だ」

「『伝統派教会の復権』が目的の人だっけ？」

「そのとおり。この国でもそうだったけど、昔は多くの国で伝統派教会が広い領地を特権付きで保有してた」

　神聖な土地を持っているという権威付け、教会という組織が持つ農耕や工業の技術、そして教会に庇ひ護ごされたい民心の統制。そういう効果を狙ってのことだ。

　しかし、技術の普及が進み未開の土地も少なくなったいまや、教会に頼る部分が減った。必要なのは神の威光よりも富豪からの投資で、清貧を謳うたうわりに実利を吸い上げ続ける伝統派教会と国王の間には溝ができるようになる。

「しかしいまや司教領の裁判権も徴税権も、君主によって剝奪されている。ツナちゃんが司祭を裁判で蹴散らしたみたいにね。それを衰退と見るか時代の流れと見るかは、立場しだいだ。〝時代の流れ〟側から言わせてもらえば、民心を統制するための『教え』は伝統派だけの専売ではないんだよってとこかな。伝統派のライバル。それが福音派教会だ」

　伝統派教会とは教条が少し異なり、商売に向いた教えを持つ福音派教会が君主たちの要望に合致した。

　なにより、すでに強大な勢力を誇る伝統派教会とちがって、新しく生まれたばかりの福音派教会は特権を望まず布教することを優先していて、君主に協力的だった。

「双方の派閥にとってお互いが〝異教徒〟だ。争いが起きることはたまにある。だが、折り合いさえついていれば、国がどちらを主教にしたところで共存はできる。しかし、折り合いがつかなかったら話は別だ。そして──ガブリエル皇帝はつける気が無い」

　新興の福音派教徒に対して、権力者にも縁が深い伝統派は弾圧政策を仕掛けることもある。

　弾圧された福音派教徒が、反乱という形で応える事態に発展した土地があった。それに対し、皇帝は交渉よりも軍事力によって解決することを選んだ。

「皇帝は福音派の反乱に武力行使で応えた。そして、福音派の保護を掲げる〈同盟アライアンス〉には、大義名分がある。あちらが武力で福音派の土地を押さえたのだから、やられたらやり返さないとならない。

　つまり、近いうちに必ず戦争は起きる。その戦争にファヴェールは無関係ではいられない。そのときのために、南方の詳しい動向を知る必要があった」

〈誓連会リーグ〉は伝統派の復権を目もく論ろんでいる。福音派教会に改宗した各国に『伝統派に回帰して権利を復活させろ』と迫っているのだ。それも、武力行使も辞さない態度で。〈同盟アライアンス〉はそれに対抗することを明言している以上、武力を向けられれば相応の武力で迎え撃つ。

　その衝突の中でファヴェールは同盟国として相応の働きを求められる。協力を拒めば両方の陣営が敵になるだろう。中立な立場とは〝傍観者〟という意味ではなく、全ての陣営から〝殴って良いやつ〟という意味で受け止められる立ち位置のことなのだ。

「だから、レオおじ様に密偵させてた……ううん、あの男の人と密会させてた？」

「そういうことだ」

「ふぅん……やっと話がつながった。閣下はいっつも説明長いのよ」

　そんなことを言いつつ、ツナちゃんが立ち上がった。僕の方に歩み寄ってくると、地図の上で目を走らせる。

「で、閣下以上に情勢に詳しい人って、あれどこの人だったの？」

「アダム・フォン・テオドア。マイセンブルクの傭よう兵へいだよ。西方戦線ではライアス公爵の下で働いてて、僕は新婚旅行で帝国各地を回ったときに案内役に雇った。その後も転戦し続けてるやり手だ。いろいろ面白い経歴の男なんだよ」

「待って……マイセンブルクの傭よう兵へい？　それじゃ、いまの雇い主は？」

　まったく察しが良いい。

　マイセンブルク帝国はいまそこらじゅうで戦争があって、傭よう兵へいの需要はかなり高い。歴戦の傭よう兵へい隊たい長ちようが就職先に困ることはない。特に地元の貴族は地元民に人気が高い。だから、

「いまごろは──ガブリエル皇帝の麾き下かじゃないかな」

「〈誓連会リーグ〉のボスの!?　ってことは、敵の傭よう兵へいと密会してたの!?」

　ぎょっとして叫んだツナちゃんが、叫んでから慌てて口を押さえる。

「大丈夫だよ。壁は厚いし」

　僕が言うと、ツナちゃんは僕の服を摑つかんでぐいぐいひっぱる。

「なんでそんな危険なことしてるのよ!?」

「人聞きが悪いなぁ。僕は知り合いの傭よう兵へいが次の雇い主のところに行くための、安全な船と案内人を用意しただけだよ。おっさんが顔合わせしたときには、まだ雇用契約を締結する前だったはずだし」

「でも密会でしょ？」

「そりゃ当然。同盟国が複数いるときに自国だけ単独の接触はぬけがけだし、単独講和とか密約とか警戒される。かと言ってみんなでゾロゾロ会いに行くのはテオドアが『無理』ってなるし。僕が危ない橋を渡るしか接触する方法が無かった」

　トゥーナと鉢合わせしないように出発を遅らせたのに、監理官の調査が電光石火すぎたうえ、不幸にも密会のために使った倉庫が横領犯と重なってしまった。

　密輸業者の方を検挙して押おう収しゆうした倉庫だったけど、彼ら以外の地元民は近寄らないって聞いてうってつけだと思ったのに。

「知りたかったのはピエルフシュ共和国の現状だよ。あそこは１年以上もトゥルーク帝国と戦ってて、西方からの情報じゃデカい攻勢が計画されてるって話だった。最前線の傭よう兵へい隊たい長ちようなら、詳細情報が分かるから」

「……ついでにマイセンブルクの情報も聞けるし？」

「そのとおり」

　認めると、トゥーナががくっと首を折ってため息をついた。

「はあー……完全に密偵だってそれ」

「まあちょっと自覚はあった」

「だよね。隠してたんだもんね」

　トゥーナは腕組みして「むむ……」と口を尖とがらせた。

「ティー姉様なら具体的にだれが怒るかわかるんだろうけど、あたしにわかるのは──」

「のは？」

「──バレたら責任問題になるんじゃないのそれ？」

「まあ、なるかも。罷免……まではされないかな。でも弱みにはなる」

　スパイ活動は公然とやってはならない。敵国の将と会うなら、〈同盟アライアンス〉の盟主あたりに同意を得ていないと権利的にはともかく風聞的には悪い結果をもたらすことが多い。

「しかたなかったんだ。僕が危ない橋を渡るのが、もっともリスクの小さい方法だった」

　僕が言うと、トゥーナは自分の唇をふにふにと指でいじりつつ考え込んだ。見えないものを追いかける目つきで押し黙る。

　やがて、目を見開いて僕を見上げた。

「それは閣下の視点だけのリスク評価でしょ。あたしには内緒でもいいよ。下したっ端ぱだもん。だけど、他の人には相談した？　ライアス公爵には？　ティー姉様には？　レオおじ様……は、そういうの考えないけど。──ソアラ様には？」

　痛いところを突いてくる。頭の回る子だ。

「……トゥーナに、ひとつお願いがある」

　言うと、赤毛の少女はため息を吐いて言った。

「つまり相談してないってことね……」

　頭回りすぎだな。

「『ソアラには言わないでくれ』って言おうとしたんだけど、先読みするのやめてくれよ。……ああそうだよ。僕が独断で内密にことを運んでる」

「どうして？」

「少し前に話し合ったんだ。その時の結論は『ファヴェールはまだ戦争する時じゃない』だった。僕も同意して、そのつもりで予定を立てて行動してたんだよ」

「……あれ？　いまの話だと、戦争するつもりだと思ったんだけど……」

「……南で起きた戦争が30分で終わったんだ。予定くらい崩れる」

　まさかガブリエル皇帝麾き下かの将軍が、こんなにも素早いとは思わなかった。

　予想では戦争に１ヶ月くらいはあるはずだったのに、１日で決着はついた。これは僕らの予想をはるかに上回っていた。

「だったらすぐに方針変更すれば良かったじゃん！」

「あのなツナちゃん、他の人たちは僕ら以上に混乱してたんだよ」

「？　そりゃそうだと思うけど」

「他の国がどう対応するか『検討中』の間に、僕らが率先して開戦態勢に入るほどの事態とは言えなかった。だけど、想定外があるなら戦争することを視野に入れた対応が必要になる。戦争を視野に入れつつ、あくまで不戦を貫く態度を保たないとならなかった」

「みんなにそう言えば良かったのに」

「伝言ゲームで『主戦派』と『非戦派』が生まれちゃうに決まってる。ファヴェールは好景気で、貴族達たちの中には主戦派がたくさんいた。そいつらを抑えるために、僕はずっと不戦を表明して主戦派と戦ってきた。……その僕が戦争を〝視野に入れる〟とか言ってみろ。派閥闘争で経済改革が遅れまくる」

「公式にじゃなくても、非公式に相談しておいてよっていう話なんだけど」

「密談は、それはそれで噂うわさの的だ。味方からの要求を断るのは、敵の銃弾を防ぐより難しい。ファヴェールに戦争をさせたいのは国内の主戦派貴族だけじゃない。同盟を結んだ福音派諸国からの参戦要請もある。『王室の意向が〝不戦〟で一致している』その状態を保たないと、内外の圧力で、出口戦略の無い戦争にすらあっという間に巻き込まれる」

　全ての事情を聞いたトゥーナは子どもらしく素直な顔で、素直に嫌そうな顔をした。

「はー？　めんどくさー」

「こ、この下したっ端ぱめ、上の苦労も知らないで……！」

「うにうにうにうに、やめうてようー」

　ほっぺたを手で挟んで頭を揺さぶると、困惑して変な声を出したのでそれで許してやる。

「国のために財政の安定を唱えたのは僕だ。だが戦争に必要なものを揃そろえるのは、べつに両立できないわけじゃない。戦乱時代に必要な権力者の仕事なんだよ」

「戦争の準備をひとりで進めていくのが、正しいことだっていうの？」

「……今回のは例外だよ。相談できる状況じゃなかった」

　トゥーナがむっとした顔で僕を睨にらむ。

「あのね、あたしは自分が特別だって思ってる。だって閣下がそう言って育てたもの。拾ってくれたのも特別運が良かったと思うし、あたしの計算は他の人より速いわよね。──だけど、計算が速いだけで運命まであたしのために特別に働くとは思ってないわ」

「どういう意味だ？」

「閣下の秘密のお仕事は、たったひとつじゃなかったでしょ。そういう意味よ」

　当たり前のようにそう言って、監理官の目が僕を射貫く。

「たったひとつの秘密のお仕事をあたしがいきなり見つけたなんて、都合の良いい特別な偶然は起きない。だからきっと、閣下は他にも隠しごとがある。そのうちのひとつを、あたしが引いただけ。ちがう？」

「それは……」

　答えられない。

　トゥーナがやれやれという感じで首を振る。答えられないことがもはや答えだった。

　ちょっと密輸業者を見逃す代わりに情報提供させたり、テレンティアにいろいろ融通して帝国からの情報を仕入れたり、王国のしわざとわからないように正体を隠して盗賊団を捕まえる極秘作戦まで、たしかにあった。

　ソアラにはずっと『戦争はまだダメ。経済を優先する』と主張しつつだ。

　これではまるで、確信犯的な陰謀家だ。

「んー……ねえ閣下、あたしの直感なんだけどさ」

「なんだ？」

　聞き返すと、トゥーナは僕を見て、言った。




「要するに──閣下は、大戦争がしたいってこと？」




　ドンピシャすぎて、ちょっと背筋が凍った。

「……本当に頭良いいよなぁツナちゃん」

「別に。リスクをかけたらその分リターンを見込んでるのが閣下でしょ。だからなんとなく思ったの。それだけよ」

「したいわけじゃないんだ。他のもっと良いい方法があるならぜひ欲しい」

「だけど無い。そういうことね。……だいたいわかったからいいや。じゃあね」

　ツナちゃんはそう言って帰ろうとする。

　いやいや待って待って。知られちゃいけない爆弾みたいな情報を抱えてるからねきみ。口止めくらいさせて。

「トゥーナ、いまのはソアラとすり合わせた方針とは食いちがう話だ。だから、黙っておいてくれ」

　頼むと、赤毛の監理官はむっと不満げな顔をした。

「あたしは隠しごとは嫌い。だから、ソアラ様に隠しごとしながらアレコレしようっていうのは、反対。協力したくない」

「ツナちゃん、でもこれは──」

「だけど！」

　言い訳を口にしようとした僕を遮って、トゥーナが言った。

「今回は秘密にしたげる。ソアラ様に訊きかれたら正直に言う。でもあたしからは言わない。ひとつ貸しにしとくわ。閣下」

　不機嫌そうな顔をしながら、赤毛の少女がくるりと踵きびすを返かえした。話はもう終わり、という態度だ。いま言ったことが、トゥーナにできるかぎりの譲歩なんだろう。

「ありがとう」

　僕がお礼を言うと、扉の一歩前で少女は肩越しに振り返った。

「でもね、閣下。そういうことならちゃんと戦争したいって自分でソアラ様に言ってよ？　なるべく早くね。そういうやつだからこの話」

「わかったよ。努力する」

「んー、よろしい。じゃあね」

　小さい手をふりふり振って、ツナちゃんは去っていった。その背中とツインテを見送ってから、僕はついしみじみと思う。

「子どもの成長は早いなあ……」

　子どもの成長。それを思いつつ、椅子に座りこむ。

　腕組みして、天井を見上げる。

「早いん、だよなあ……」

　窓辺に置いたぬいぐるみを見る。

　あれも、いつまでお気に入りでいてくれるか……。

　背もたれがぎしりと軋きしむまで後ろに傾いてから、意を決して立ち上がった。




　　　　◯




「ファヴェール王国は、なぜ出兵を拒むのでしょうか!?　われわれ福音派同盟はいまこそ一致団結し、不退転の意志を示さねばなりませぬ！」

　机を揺らすほど勢いよく前のめりになった大使が、朗々と叫びました。

　王宮の会議室に来訪されたのはオルデンボーの大使と、福音派同盟から派遣された仲介役です。

　同盟国と盟主国が、ファヴェールに強く要求してくるのは──戦争への参加、でした。

　そしてなぜ参戦要求をするオルデンボーだけではなく、仲介役まで来訪されているのかといえば、

「団結には賛成です。しかし、ファヴェールが出兵することは予定していません」

　わたしが拒んでいるからでした。

　ファヴェール王国女王──ソアラ・エステル・ロートリンデ。それが、わたしです。

「セリザワ宰相からもお伝えしていると思いますが、国内の方針は『戦争よりも経済政策を優先する』ということになっています。オルデンボーに援軍を送るのは、方針変更に多大な費用と労力を課すことになってしまいます」

　当然ですが、オルデンボー大使は引き下がりませんでした。

「しかしながら女王陛下、何度も申し上げているとおり、この地はすでに10万の兵隊をお持ちでしょう！　我々の間には近年の因縁があるのは事実。だからといって非協力的であるなら、同盟そのものまで疑わしくなる！　〈同盟アライアンス〉を重視されていないのではと、不安に駆られますなあ！」

「お、落ち着いてビルン卿きよう。波風を立てないようにうまくやらないと。帰国がもうじきとはいえ、国に帰るまでは気をつけませんと」

「帰国のことは口にするなと言っただろタストルプ卿きよう！」「あっ、そうでしたな」

　顔を真っ赤にした短たん軀くの方と、青白い顔の瘦そう軀くの方が会議室に声を響かせています。どちらも隣国オルデンボーからの外交大使で、わたしに面会する際にはいつも一緒に来ています。

　つい４年前には父上が病で天の国へ向かうのとほぼ同時にわが国へ侵攻し、領土を蹂じゆう躙りんしたオルデンボー王国。それがいまや〈同盟アライアンス〉の同盟国で、味方として会議をすることになるとは、４年前のわたしが聞いたらそれだけで地図を引き裂きたくなると思います。

「全土に兵隊を置き、海でも船を増やし続けておると聞いております。外洋への出口となるわが国を通りファヴェールへ向かう商船団は、日を追うほど数を増すばかり！　ならば、兵を出す余裕はあるはずでしょう！」

「通関税でわかるのは外洋の船だけですが、たぶんそうかなと──」

「余計なことを言うな！」

　というのが、オルデンボー大使らの主張でした。

　たしかにファヴェールには各地に設置した連隊基地と、徴兵した国民軍。加えて海運のために作った船があります。数年前とは比べものにならない数です。しかし──どれも、借金をしてこさえたものです。

「ま、ま、両大使の言い様はいささかながら独創的でありましたが。さりとて、ま、内容は、一考に値せざるを得ないでしょう」

　会議室にいるのは、両大使だけではありませんでした。福音派同盟の盟主、ワルテリナ帝国より派遣された外交大使オディロン・ド・メス伯爵が、立派にたくわえた口ひげを撫なでつけて、卓上に身を乗り出してきます。

「言うまでもありませんが、ま、私ワタクシは、首相より交渉については、ですね。ほぼ、全権を委任されて派遣されましたので。私見ですが、えー、ファヴェールには同盟国らしい行動を、見せていただきたいな、と」

「そうでしょう！」

「こう言ってはなんですが、オルデンボー大使の言い分は、間違ったところではない、と首相はお考えで。私ワタクシも、改めてファヴェールのお考えをお聞かせいただかなければ、良くない日とも言えます」

　ワルテリナ人らしい持って回った言葉が終わるのを辛抱強く待つ間に、わたしはじっくりと彼らの主張を考えていました。

　たっぷりと考える時間はあったので、正直にお答えします。

「ファヴェール王国は福音派教徒の庇ひ護ごを約束しました。〈同盟アライアンス〉のみなさまと志を同じくする同盟者であることは疑いない事実です。その意志はいまだ揺るがずにあると、ファヴェール王国が女王としてしかとお伝えします」

　女王として戴冠以来、外交や会議ではティアラを戴いただきその重みを国王の重責として受け止めるよう努めています。背筋を伸ばし、王として告げた言葉に偽りは許されません。それを受けたオルデンボー大使は、顔に喜色を浮かべました。

　実際、わたしは出兵も致し方ないとは思っているのです。１万程度の援軍なら捻出できますし、それで相手方も納得すると思います。

〈同盟アライアンス〉は『ファヴェールが同盟を守る気があること』を示してほしいだけですから。ガブリエル皇帝と一戦交え、異教徒と戦う国であること。それを流血で示せば文句も無いと思います。

「おお、それは素晴らしい。それでは王国から出兵をお約束していただけると──」

「ですが」

　前のめりになった大使を遮り、続きを告げます。

「わたしたちがお約束したのは同盟です。国家として力を行使するならば、わが王国は誇りをもってどんな敵地にも向かいます。しかし──主導権をオルデンボーに預けて兵を出すのでは、まるでわが国はオルデンボーの配下でしかない。それは、ありえません」

　きっぱりと、その問題について言及します。

　長年の敵対国であるオルデンボーの麾き下かに入ること。それは〝致し方ない〟では済まされません。

「どうにかなりませんか。怒られてしまいますよそれじゃ」

　指をもじもじ擦り合わせながらタストルプ男爵が言います。彼は少し気の小さいところがありますね。わたしより倍は年上のはずなんですけれど。

「宣戦布告はわが国から発する！　福音派と伝統派入り交じる領域に足を踏み入れる以上、我らと縁ゆかりある地を行かねば補給もままならない！　では、軍の指導者をわが国が務めることは必定である。それだけでしょう！」

「エイルンラントがそれでいいと言ってくれててですね、うちからは２万５０００以上の軍を出す予定なので主軍として権利を持たないとって陛下が。あ、うちの陛下が言ってました」

「──タストルプ卿きよう、兵力まで言わなくていい」

「主導権はオルデンボーにあるというのが〈血船王〉からのお言葉でした……」

　たしなめられて言い直した瘦そう軀くの隣国大使は、いかにも怒っているお隣に睨にらまれて居心地悪そうです。

　そのふたりに対して、わたしはゆっくりとした口調を保つよう気をつけつつ諭します。

「さて、それが問題なのです、両大使。わたしが父祖から受け継いだのは獅し子しの紋章であって、犬のそれではありません。主人に言われて獲物を拾い、骨を与えられる。猟犬であればそれで満足するでしょう。しかし──わたしは獅し子しです。獲物を狩るなら、肉を食らいます」

　大使らを軽く睥へい睨げいして、続けます。

「ことここにいたってもオルデンボーは支度金も払わず、戦争後の領地割譲のお約束も無い。ただ体面と他国の支援金のためだけに兵隊を出すなど、そのような戦をすれば腹を空かせるだけです」

　呼べば来るだろう。くらいの条件で兵たちに命を賭けさせるなど、あまりにも安く見積もられています。

　こちらの方針は血船王の名を持ち出されたところで揺るぎない。そうお伝えしました。

　ですが、

「どういう意味だいいまの？」

「だから……比喩だろ。ライオンっぽいなんかその……あれだよ」

　オルデンボーの大使らは顔を見合わせています。

「あのですね、大使。オルデンボーに主導権があって、戦争で勝ってもファヴェールに利益が見込めないのは、好ましいと言えない。そういった、ま、比喩だと思いますよ」

　わたわたと顔を見合わせるオルデンボーの大使と、こっそり助言するオディロン伯爵。

　……もう少し、わかりやすい言葉を心がけようと思います。

「そういうことです。ご理解いただけましたか？」

「いや、いやそれはファヴェールの都合ばかりではないか！　同盟国としての義務を果たさぬというなら、他の国が黙ってはおらぬのですぞ！」

「〈同盟アライアンス〉は相互不可侵と相互防衛の協定であって、必ず戦場を共にするというものではありません。ちがいましたか？」

「う、それは……」

　男爵は言葉を見失っていて、このまま会議を閉じてしまえる。

　わたしがそんなことを考えていると、

「ま、ま、それは仰おつしやるとおりにありますな」

　オディロン伯爵がゆるりと割り込みます。

　さすがに盟主国の仲介役は、そう甘い論理で逃がしてはくれませんでした。

「女王陛下、いまは〈誓連会リーグ〉より異教徒として弾圧される民草が、無用の苦しみに苛さいなまれていることを危惧していただきたい。陛下のような、えー、殿てん上じよう人びとにはご理解が難しいでしょう。しかし、国家や貴族の立場で見た、ま、しがらみに、ですな、こだわっている場合ではありませぬ。どうかお考えくださると、良いいほうだと思うのですよ」

　仲立ちを買って出るだけあって、断りにくい流れにしてくれました。ワルテリナ帝国は外洋を渡った新世界にも領地を広く持つ一等国家です。その外交官ともあれば、夕飯のことを考えながらでもそれくらいはされます。

「わたしとて、民の嘆きはたとえ異国の地にあるものでも胸を痛めております。ただ……それは血船王とて同じはず。であるのに、わたしには父祖を踏みにじるよう求めながら、自らは軍の主権を決して手放そうとしないのは不可思議な行いです。そうは思いませんか？」

「ま、そうかもしれませんな。ただあちらは、ファヴェール軍の行軍に協力を約束すると、えー、申し出ていることもあるのではないかな、という見方もできるのでしてねぇ。えー、私ワタクシとしては、両国の、公正な判断を求める、監督するという形でいなければなりません」

　第三者でありつつ、影響力だけは大きい。そのような余裕のある帝国の大使と言い合いをするのは得策ではありません。

　わたしはオルデンボーの大使おふたりへと視線を戻しました。

「軍を派遣するとして、戦争には必ず莫ばく大だいな費用が必要です。オルデンボーは現地での調達を協力すると仰おつしやっていましたが、それは進軍の協力であって費用の負担ではありません。それを押してファヴェールが出兵する理由は、どこにあるのですか？」

「それは……」「敵が……」

　苛いら立だったような顔で目を泳がせ、あるいは自信なさげにつぶやく大使らには妙案が無いようでした。しかし、

「それは当然、ま、〈同盟アライアンス〉に、ですな」

　あえて視線をそらしたワルテリナ大使から、その答えが示されました。口ひげを指でそっと撫なでながら、オディロン伯爵が虚こ空くうに視線を飛ばしつつもわたしに言葉を投げてきます。

「えー、オルデンボーの出兵は、福音派同盟が初めて行う軍事行動ということに、なるのですがね。彼らの主力にエイルンラントの雇った傭よう兵へい部隊が、まあ、同道する、と。つまり、初めて、同盟軍が誕生します。見返りを求めすぎて困るのは、他の同盟国……もちろん、ファヴェールも、えー、含めたお話でしょう？」

　伯爵は身を乗り出し、見えないつぼを撫なでるような手ぶりをしながら続けます。

「ほら、同盟国に助力を請こう時に、領地の割譲を必ず約束しないとならなくなれば、えー、敵に攻められないために、味方に攻められる、ようなものに感じなくもありませんか？　なんのための相互防衛、相互不可侵なのか、と、まあ、ならなくないでしょう？」

「それは……」

　もっともなお話です。

　わたしもそう思っていますから。

　相互協力に際して事あるごとに多大な条件が必要とあれば、同盟にはいずれ不和が降ります。盟主としてファヴェールの要求を取り下げさせたいのは、ワルテリナとしては当然でした。

　つまり、同盟国のために、ファヴェールの不利を飲み込めということです。〈同盟アライアンス〉すべての国の中で、わが国がもっとも国力の低い国である。その事実もまた大きな要因でした。

「それに、ま、オルデンボーの方々も、敵国とは単独交渉などはせず、必ずファヴェールを呼んでいただける。ま、それくらいの権利は考えていないわけもない。ちがいますかな？」

「もちろん！　もちろんだ！」

　伯爵にうながされ、オルデンボー大使が力強く同意します。

「交渉となれば、ファヴェールの新政権は、ま、なんといいますか、外交手腕で知られています。たとえば敵を降くだした際には和平の条件にファヴェールへの賠償金を織り込むなど、造作もないか、と、まあ思うので。であれば、報償は活躍次第……では、いかないことはないのでしょうかな？」




　ファヴェールの不利を飲めば、オルデンボーにはそのくらいの条件は吞のませてやれる。そういう打診です。

　落としどころとしては、妥当なところでした。やはり、一等国家ワルテリナには人材がいますね。

「さすが、盟主として有益な知見をお持ちのようですねオディロン伯爵。であれば、ファヴェールの苦境にもご賢察をお持ちではないのですか？」

「それはもう陛下の御国が負う同盟国としての重責には、私ワタクシとしても感嘆しきりに瞠どう目もくするばかりですが。ま、しかしだからこそ、軽々に差し出口をすることは控えるべきと、この身を小さくして傾注するべき事態か、と思ってまして。ま、もちろん、オルデンボー同様に、仲立ちしないとならないことが無いとも言われないなら、微力を、えー、尽くしましょうか、と」

「ワルテリナ帝国の宮廷では、謙虚さまで醸成されているのですね。肝銘を受けました」

　要約すると『自分からファヴェールに肩入れすることは言いません』ということです。それをここまで迂う遠えんに表現できるとは、素直に驚きです。

　かの帝国は宮廷政治の渦巻くお国柄をしていると耳にしますが、どうやら本当のようです。

　さて、そこへいくと北の小国ファヴェールは、蛮族と呼ばれ恐れられていた数百年前と、気質はそこまで変化していないのかもしれません。

　他国に期待される働きもまた変わっていません。それは、戦場で戦力になること。報酬は自分ではなく敵国の金庫から払うこと。

　ここで少し交渉すれば、いま話題に上がったオルデンボーへの条件は確立されます。おそらくベネルクスあたりとの資金融通も、ワルテリナから口くち利ききしていただけると思います。

　会議の前から、このあたりが落としどころと思っていたとおりに、です。以前から予定していたとおりに進めるならば、これでいいはずです。

　なにも問題はありません。順調です。──いまさら、なにかを変えるのは予定とちがいます。

　いっそこの場で派兵を締結してしまえば、なにも裏切ることもなくなる──

「陛下、少しだけよろしいでしょうか？」

　と、声をかけられました。

　いつの間にか、傍かたわらにひとりの女性が立っていました。黒いスカートに白のエプロン。フリルで彩いろどられたカチューシャを戴いただく金の髪に、眼鏡をかけていたずら好きそうな目元を隠した美女。私生活でも仕事でもいつの間にか重荷を預けてしまっていたその人──テレンティアさんでした。

　会議を遮られたのに、わたしは不思議と助けられたような心地でそのお顔を見上げます。

「どうしましたか？」

　首をかしげるわたしに、テレンティアさんは耳元に唇を寄せて手で隠します。他の方に聞かれないよう幻めいた小さな囁ささやき声ごえで、唇が耳に触れるほど近くから吹きこまれました。

「っ──」

　わたしは動揺を押し隠してゆっくりと目を閉じ、開きます。テレンティアさんの吐息が離れてから、わたしは会議室の大使らに告げました。

「失礼ながら、会談はここまでとします。また後日に同じようなお話の機会を設けることをお約束しますので、今日はお帰りください」

「むう、いやしかし結論はまだ！」「でも忙しそうだし、またでも仕方ないですよ」「卿けいはまたそのように悠長な！」

「さあ、おふたりのお帰りをご案内してくださいまし」

　言い合うオルデンボー大使らを、テレンティアさん麾き下かの侍女たちが退室しやすいよう扉を開いて促します。

「えー、なにか、問題になりうることがなきにしもあらず、と、いうことですかな？」

「いいえ、こちらの話です」

　伯爵の探るような目に、わたしは余裕の笑みで答えました。

「ふむ。ま、いつでもお声がけを、お待ちしましょう」

　そうしてオディロン伯爵もご退室されました。

　控えていた侍女たちもいなくなり、テレンティアさんが扉を閉めてからゆっくり10数えます。そしてようやく、

「こ、声だけで変な気持ちにさせるのやめてくださいっ、テレンティアさん！」

　そわそわさせられた耳に手を当てて、思う存分に叫びました。

　テレンティアさんが耳たぶに残した、触れるか触れないかの唇の感触が離れません。

「あらあら、それはいったいどうしたことでございましょうか？　私わたくしはただ『あなたを愛するお方が参りました』とお伝えしただけですのに」

「ナオキさんですよね。──耳元で、熱っぽく言う必要はないです」

　わたしが半目になりながら言うと、テレンティアさんが歩み寄ってきます。こちらの頰を指でそっと撫なでて、くすりと微ほほ笑えみました。

「ふふ、難しいお顔のまま、最愛の人に会うわけにはまいりませんでしょう？」

　なんだか姉に窘たしなめられてる気分です。

　わたしには姉なんていたことはないのにです。

「……それは、そうですけれど」

「もっとも、陛下はずっとお変わりなく可愛かわいいお顔ですけれど」

　どこかから取り出した小さな櫛くしでさらさらと髪を梳くしけずり、身だしなみを整えてくれます。

「はい、これでもっと可愛かわいくなりました」

「まったくもう……わかりました」

　テレンティアさんに促されて、わたしは息の詰まる会議室の空気を頭から追い出しました。

　会議といえば、

「それと、あのとき声をかけてくれてありがとうございます。……まだもう少し、考えても遅くはないですよね」

　たとえこちらの想定内とはいえ、相手の狙いどおりに決着するならギリギリでいいはずです。

　わたしのお礼に、テレンティアさんはゆっくりと首を横に振りました。

「いいえ、ソアラ様。私はなにもしておりませんよ。ただ少しだけ、あの会議が退屈だっただけですので」

「退屈、ですか？」

　なにか含みを感じます。でも、妖しく目を細めて微笑ほほえむテレンティアさんからなにかを読み取ることができません。

　うう、こんなにも経験を積んだつもりなのに、なぜ勝てないんですか。

「こちらで──」

　するりと、いつの間にか鼻先が触れあいそうなほど近くまで寄られていました。

「ひゃぅっ」

　いきなりおへそを的確につんとつつかれました。

「──言葉が消化されることはありません。たとえ飲み込んでも、それは溜ため込こまれるだけでございます。それが表に出る機会が無くなるのは、少し、もったいないかと思いまして。だって、ソアラ様がそういうことをするのはたいてい……面白いことでございますから」

「……いじわるです。子どもを産んでも、そういうところは変わらないのですか？」

　つつかれたところを手で隠しながら後ろに下がります。金髪の侍女は笑って、つついていた指に口づけしました。

「ソアラ様、人の根は変わりません。お互いに。……最愛の方にだけでも、ご相談されては？」
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　ふっと微ほほ笑えみを向けられます。まるで内面を見透かしているような言動でした。でも、いま向けられているその眼まな差ざしは、心配そうにわたしを見つめる優しい顔をしています。

　卑ひ怯きようです。

「わかりました……。考えて、みます……」

「それがよろしいと思いますわ。ぜひ、お考えくださいまし」

　こくりとうなずいて、テレンティアさんは侍女らしい距離感に戻り扉を開いて一礼しました。

　わたしはせめてもの反撃をします。

「ふたりっきりにしてくださいね？」

「……夜の順番は、お譲りしませんので」




　　　　◯




「おつかれさま、ソアラ。まだ会議してたって聞いたけど、良かったのか？」

「とんでもないです、ナオキさん。いつでも大歓迎ですっ」

　ソアラの執務室を訪ねた僕は、会議中と聞いてしばらくその部屋で待たされていた。

　しばらくして執務室に帰ってきた女王陛下は、僕の顔を見るなり足早に歩み寄ってぱあっと明るく微笑ほほえんだ。

　出会って以来ずっと変わらない可愛かわいらしい顔をすすすと近づけてきた。それに応じてキスを返すと、続けて嬉うれしそうに抱きついてきた。

「どうしたんだ？」

「補給させてください……」

「あー、はいはい」

　ソアラの華きや奢しやな背中に手を回して抱き返すと、嬉うれしそうな吐息が胸のあたりで発生する。なんの補給なのか？　ソアラに言わせれば、

「じんわりきます……疲れたときは愛の補給です……」

　らしい。

　そのまま心地良い柔らかさと温かさに包まれ続ける。

　続ける。

　あれ、まだ続ける？

「……なんか長いな今日は」

「ごゆるりと……」

　テレンティアが微ほほ笑えみを浮かべながら外から扉を閉めてくれた。なぜか鍵までかけられる。待て待て、さすがに鍵まではいらないはずでは？

　しかしソアラが離れない。これは、

「〈同盟アライアンス〉の使者が来てるって聞いたけど、そんなダメな会議だったのか？」

「えっ？」

　なにげなく口にした疑問に、ソアラがきょとんと顔を上げた。

「なんか変なこと言った？」

　僕としてはそんなに妙なことは言ってないと思うんだけど。

「いえ、ナオキさんはずっとその話題を避けていましたから。ご自分から言い出すとは思いませんでした」

「あー、そうか……」

　失敗した。戦争に関与する話題になったらいろいろまずいこと口走りそうだから、最近はそういう話はしないように気をつけていたのだ。寝室でも、聞き役に徹していた。

　でもまあ、口にしたからにはしかたないか。

「そうだな……今日ちょっと心境の変化があったんだよ。前にソアラが言ってたとおり、〈同盟アライアンス〉はそろそろ本腰を入れて参戦を要求してくるだろ。反戦派の宰相としては、どのくらいの出費を覚悟しないとならないのか気になって」

「そうですか。でも、現状ではおそらくナオキさんの予想とあまり変わりませんよ？」

「まあ、口に出してすり合わせするのも大事だよ」

　小首をかしげる女王陛下を誘導して、一緒にソファへと座りこむ。

「ではお話ししますね。まず、ファヴェールにオルデンボーが出兵の圧力をかけてきています。盟主国のワルテリナまで、仲介役を頼んであるようでした。オルデンボーはすでに派兵を決めていますし、エイルンラントの援助もあるので強気です」

「ワルテリナまで巻き込んだか……」

　僕が昔、学校で習ったことによれば、20世紀でも似たようなことがあった。日本が国連の平和維持軍に憲法９条を理由に参加せず、国連加盟国から糾弾されたとかなんとか。

　同盟を結べばそれはそれで面倒もあるものだ。しがらみというやつは何世紀も前から変わってないらしい。

「オルデンボー王がファヴェールに出兵させたいのは、〈誓連会リーグ〉と単独講和してオルデンボーを襲ったりさせないためかな。ただでさえ貿易のしがらみがあるから、そんなんするわけないのにな」

「オルデンボーを降くだせば、ファヴェールの貿易は外洋まで大勝利できますから」

「……正直やりたいけど、無理だからやらないのに」

「やりませんよね」

　ソアラもうなずく。

　財政は僕、軍事行政はソアラ。それぞれ担当するものは分けたものの、お互いに影響が大きい。だから事情に疎うといということはありえないし、外交はむしろ財政担当が深く携わる分野だ。会議の結末はすぐにだいたい把握した。

「そして、オルデンボーからは参戦した報償が戦の趨すう勢せい次第というのは相変わらずのようです。……それでは結局、オルデンボーやエイルンラントとの奪い合いになります。ファヴェールが張り合うには大軍を編成しなければなりません」

「各地で徴兵して作った兵隊たちは数でこそ10万いるけど、編成目的は地元の警備と開拓だ。余裕のあるところから引き抜いて、傭よう兵へいも新しく雇って外征軍を作るとしても……」

　１万、２万、と立てる指は２本目で止まった。そこでソアラに指を押さえられたからだ。

「それ以上の大軍は、民に無理をさせます」

「……ま、そもそも向こうのほうが人口多いから張り合うのは無理だな」

　たしかに財政的にも厳しい。

　僕たちの立場から言わせてもらえば、最低の戦争だ。

　しかし、

「とはいえ、国内から戦争に反対する意見は無いだろうなぁ」

　それが問題だった。

「皇帝軍が２万程度なのに同盟軍は４万以上と見積もられてる。つまり勝てる戦だ。戦時賠償金をもらいに行くだけの戦争と思われてる」

「〈同盟アライアンス〉では、すでに同盟軍の結成と勝利までが既定路線となっています。あるいはエイルンラントのように傭よう兵へいだけを送るとか、ベネルクスのように資金援助をするというやりようもあるかもしれませんが……」

　その案には、財政担当の僕からＮＯを告げるしかない。首を横に振る。

「相手がオルデンボーじゃな。うちから搾さく取しゆするのはあちらにとっては大正義だろ。あいつらに金を貸すくらいなら、穴掘って埋めるほうが財政政策としてはマシだ」

　戦時賠償金、通関税、そして独立以前の弾圧政策と、オルデンボーは長らくファヴェールから金銭を奪う政策に不断の努力を注いでいる。

　先祖代々の怨えん恨こんとか持たない僕ですら、ファヴェールの財政担当を務めること数年でオルデンボーの所業にはうんざりさせられるようになってしまった。

　ソアラは微苦笑を浮かべてうなずいた。

「はい。ですから、最終的にはライアス公に１万ほどを率いていただいて、外交交渉をナオキさんに頼むという形で決着したいですね。ベネルクス連合に多少の資金援助は求められますし、それがいちばんリスクの低い戦略です」

「あー……まあ、そうだよな。それがいちばんまともな選択なんだよな……」

　つまり、穏健な戦争。『経済優先』という状態ではまっとうなやり方だ。まともに戦争をする気が無いならば。

　女王が口にした結論は、すごく真っ当な答えだった。

「？　ナオキさんには、他に案がおありでしたか？」

　僕の様子を見て取ってか、ソアラが小首をかしげる。

「なにかあるなら、教えてください」

「いや、うん……」

　悩む。

　リターンが少なくともリスクも低いなら、それは有効な手だ。特にいまはそういう手を取る意味だって十分にあった。

　ただ、

「もしかしてナオキさん……なにか隠していますか？」

　じっと、僕の目を探るように覗のぞき込こんでくるソアラ。ぬ、勘が良いい。

「えーっと……そうだな……」

　ちょっと立ち上がり、目を脇にやって考える。

　ソアラの言ったことは、正しい。

　現状維持を望むなら、むしろ最良の手だ。戦争には参加して〈同盟アライアンス〉の中で存在を示しつつ、仇きゆう敵てきだったオルデンボーの内情だって探れるはずだ。主戦派貴族たちも戦えと言われれば喜んで向かうだろう。──しかし、だ。

　中ちゆう途と半はん端ぱだ。

　そこが、気に食わなかった。

　言うならいまかもしれない。意を決して、

「「……実は」」

　声が重なった。

　はっとソアラを見れば、向こうもなにか深刻そうな顔をしていた。

　あれ、ソアラもなにかありそう？

「おっとごめん。なんだった？」

「い、いえ……ナオキさんからどうぞ」

　ソアラがわたわた手を振る。

　うーむ、怪しい。

「そうか？　じゃあ話すけど……あー、実は、だな。うーん……」

　ぐるりと部屋を見渡して、どこから話そうかと考えてみた。

　何気なく見回した部屋の中で、ソアラの机に見覚えのあるものを発見する。というか、してしまう。

「あれは……」

　執務机に歩み寄ってそれを取り上げる。ソアラも後ろから顔を覗のぞかせた。

「印刷ビラですね。内容はだいたい大げさなものばかりですが、だれがばら撒まいているのかは重要なので少し調べていたのです。……どうかしましたか？」

「いや、僕も同じことしてたんだよ」

「まあ」

　目を丸くするソアラ。

　僕が手にしたのは、一枚の印刷ビラだ。動力源が人力とはいえ、活版印刷が可能ならこうした宣伝チラシのような文化も生まれる。なにか事件や主張があったとき、大きな都市や人の行き交いが激しい港などではよくビラが印刷される。

　とはいえ文字が読める人間はそこまで多くない。都市と地方、職業と社会的階級、そして男女間で、識字率は格差がある。そういう時代なのだ。

　だからたいていビラには、文字ではないものが使われる。印刷されたビラやパンフレットはたいてい半分以上の面積が絵で描かれていた。つまり、イラストがどーんと載っているわけだ。だから遠目にも、それが見覚えのあるビラなのはわかった。

「主戦派のだれかが配ってるっぽいやつだな。眠る獅し子しの上で鉄砲が撃たれてるイラストだ」

　獅し子しはロートリンデ王家の紋章。鉄砲を撃ってるのは、ガスマスクみたいな仮面をつけた道化師。まあ僕の印象はガスマスクだったけど、本当は『悪魔』らしい。感性の違いだなこれ。

　これはいわゆる風刺画だ。道化師が傭よう兵へいみたいなかっこうで撃ち合うのは、もちろん戦争を表している。眠る獅し子しはロートリンデ王家──つまり現ファヴェール王室が、戦いから目をそらして夢を見ているということだろう。

「要約すると『すでに危険な状況の中で、いつまで眠っているつもりだ』っていう檄げき文ぶんだったね。軍拡し続けて10万の大軍を擁しているのに、王室はいまだ兵隊を溜ため込こむばかり。みたいなの」

　僕がビラを叩たたきながら言うと、ソアラも頷うなずいた。

「使われている言葉が洗練されているのが、少し気になってしまいました。旧来の士族層より上の階級まで、こうした言説が広まっているのか、と」

「同感だね。細かい分析はまだだけど、直感ではそう思う」

　形態素解析とディープラーニングによって、書かれた文章から書いた人の個人的な特徴を見つけ出して照合する技術がある。この世界にはＡＩどころかパソコンも無いので、そこまでは無理だ。しかし、似たような技能なら昔からある。

　識字率の低いこの世界ではその程度でも有効な手管だった。参照する文献が階級や職能ごとに偏っているのでわかりやすい。ビラに使われている言葉は語彙が豊富で教養が高く、貴族階級の人間によって書かれている。

　ちなみに文書の語彙やクセからプロファイリングをして出処を調べるのがいちばん得意なのは、テレンティアだ。

「彼らは〈誓連会リーグ〉を脅威と訴えています。それはあまりにも仮想敵として大きすぎます。必要なのは大きな戦争ではないのに」

　その言葉に、ぐさりと腹の底を刺された気がする。

「あ、ああ、そうだよな……」

　やっぱダメですかね、大戦争。

「……ナオキさんも、そう思いますか？」

　慎重な口ぶりで、ソアラが僕に問いかける。ふっと息を吐いた。

　やらなくていい理由はいくらでもあるんだよなぁこれが。

「僕は財務担当だぞ？　戦争が手堅く済むなら、もちろんそれでいいと思ってるさ」

　だが、それだけでいいとは思っていない。──とは、言い出しづらくなってしまった。

「そうですか……」

　ソアラがなにか思案げにうつむく。うん？

「ソアラ？」

「うーん……そうですよね……」

　様子がおかしかった。

「どうしたんだ？」

「いえ、あの──あら？」

　ふと、ソアラが扉に目を向けた。僕もつい首をかしげてそちらを見るが、特になにも無い。

　しかし、耳にひっかかるものはあった。

「──まに、あいにきました！」

　子ども特有の遠慮をしない大きさの声が、分厚い扉越しにも漏れ聞こえてくる。そして、そのくらいわずかな響きでも、僕らはつい反応してしまう。

　ソアラと顔を見合わせて、軽く笑った。

　扉を引いて廊下を覗のぞくと、そこには小さな訪問者の姿がある。数はふたり。どちらも籠を抱えてテレンティアと話している。が、扉が開いたのを片方が見逃さなかった。

「あねさま。あちら、でんかがのぞいてます」

「おとうさま！」

　ぱあっと、弾はじけるような笑顔を浮かべて素早くタックルしてきた。

　僕は慌てて扉を開け放ち腰を落とす。腹で真正面から頭突きめいた体当たりを受け止めた。口からちょっと嫌な呼気が漏れた。が、こらえる。

　うう、子育てに腹筋はやはり必要……！

「かっ、カタリナ。どうしたんだ、こんなところに？」

「んぅー、ちがう！　うれしそうにして！　あいしてるっていって！」

　小さな訪問者は不満そうに眉をひそめると、両手で僕を揺らして要求を叫ぶ。

「あーはいはい、愛してるよ。よく来た、ねっ」

　最後の『ね』でぐいっと持ち上げて抱きしめた。

「よくできましたー」

　ちゅっ、とほっぺを吸われる。

　半ズボンとジャケットの男の子みたいな服に、エネルギーに事欠かない言動。僕とはまったく正反対であるものの、結い上げた母親由来の銀髪に混じる、烏からすの濡ぬれ羽ば色いろをした毛髪は僕とお揃いだ。

　カタリナ・シャイロ・ロートリンデ。今年で４歳になる女の子で、僕とソアラの娘。ファヴェール王家の３世代目である王女様である。

　いつも後ろでまとめた髪やパンツスタイルの服で、男の子みたいな格好をしている。これは本人の趣味だ。なぜこうなったのかはわからない。でも母親もよく男装していたので、言い含めるのもなんだか微妙。とか周囲が迷ってるうちに、服を要求することを覚えてしまった。

「で、どうしたんだ？」

　ひとしきり抱きついてキスをするというソアラと同じ行動を取るカタリナの気が済むまで待ってから、改めて問いかける。

「おひる！　おとうさまと、ごはんいっしょにたべたいから！」

　真剣な顔でびっと後ろを指差す。

　そちらには、カタリナが床に置いた籠を律りち儀ぎに拾い上げて追いかけてきた男の子がいた。

「ルー。そんなに頑張らなくても……」

　自分の持ってきた籠にカタリナの籠が追加されて、よろよろしてる。扉をくぐって、片方を置いてから首を横に振って答えた。

「いいえ、でんか。もってこないと、あねさまがなきます」

　廊下では、ふたりと一緒に来ていたらしい侍女をテレンティアが送り返していた。カタリナを抱き直しつつそれを確認して、

「家族しか見てないときくらい、普通に呼んでくれ」

「……とうさま」

「いつもご苦労様だよ、ルー」

　僕がそう言いつつ頭を撫なでると、ぽっと頰を赤くしてうつむいた。かわいい。

　ルーカス・パトーラ。テレンティアとの間にできた子だ。ちなみにテレンティアによれば『パトーラ』はファヴェールの西方領地にある地名らしい。

　すっかり輜し重ちよう隊や侍女の取り仕切りを担になってくれていたテレンティアだが、表舞台には立ちたくないという本人たっての希望で、奇妙なポジションにある。衣装局顧問官相談役・宮廷女官長という役職だ。その際、役職と同時に家門も必要なので作ったのだ。

　そしていちおう、テレンティアはなんというか流れでというかソアラがいつの間にか承認していたのだが。公認の愛人ということになっている。僕の。

　貴族に愛人がいるのは珍しいことではないらしいが、ライアス公がこのネタでたまに僕をいじめる。それを見て溜りゆう飲いんを下げている輩やからもいるらしい。解げせぬ。

　ルーカスは庶子という扱いで王位継承権は無いし、実はカタリナより１ヶ月ほど早く生まれてるのに弟ということにされてるし、テレンティア自らルーには一歩引いた立場であると教育している。

　だがカタリナにとっては、異母弟を連れ回すのに躊ちゆう躇ちよは無いらしい。

　西方の風習で幼いうちは性別を偽る服を着せる。それで子どもを連れ去る悪魔の誘いから身を守るそうだ。

　よく櫛くしを通した金の髪を髪留めで整え、可愛かわいらしいシルエットの洋服に身を包んだルーはほぼ女の子にしか見えない。本人の顔立ちが母親譲りの美少年でもあるので、初見で性別を見破られたことは一度も無い。

　悪魔から我が子を守りたいということなら、これもテレンティアの愛なんだろう。

　しかし、悪魔からは守れてもカタリナは逆に惹ひきつけられたらしい。いつの間にか、可愛かわいい弟を離さず歩き回るようになってしまった。
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「ルーがね、たべないのはね、ティーちゃんとたべるかもなの」

「そうか。ごめんなルー。テレンティアを解放してやるのが遅れてたか」

「あ、ぜんぜん。かもなので」

　ふりふり手を振って遠慮しているルー。なんて可愛かわいい生き物なんだ。

「それでね、わたしも、おとうさまとたべるの」

　ルーがお昼ご飯を我慢してて、なんでか聞いたらテレンティアと一緒に食べられるかもしれないという話だった。ということだ。

　子どもの世話係は雇ってるし、仕事でいつも一緒にとはいかないから昼に家族揃そろってということがあるわけじゃない。まあたぶん、テレンティアが朝にぽろっと言ったとか世話係がなにか言ったのをなんとなくそう思い込んだとかだ。

　ただし、それを聞いたカタリナは行動に移しちゃったということだろう。

「じゃあいっしょにたべる？」

　疑問形でありながらも、カタリナの目はそれが叶かなうことを疑っていない。

「ああもちろん。一緒に食べよう」

「ありがとうのちゅー！」

　わりと事あるごとにカタリナはキスを浴びせてくるところがある。

「勝手なことをしてはダメですよ、カタリナ」

　王女様を抱っこする僕の横に、ずいっと女王様が現れた。母親のほうに顔が向くように体を傾けるが、娘はさっと僕の首に抱きついて言い返した。

「かってなことじゃないから！　ティーちゃんにだいじょうぶかききましたから！」

「そんなことではないです。ナオキさんにちゅーのやり方を教えるのは、結婚したわたしの特権です」

「そんなのないですー！」

「ありますー！」

「親子で変なとこ張り合うのやめて」

　ソアラとカタリナの言い争いを見て、部屋に入ってきたテレンティアが笑いを堪えている。それから、僕に頭を下げた。

「ルーのわがままでお邪魔をしてしまいまして、申し訳ございません」

「そんな他人行儀なのはいいって。テレンティアとルーもおいで。一緒にごはんにしよう」

「ありがとうございます、御主人様」

「ありがとうございます、おとうさま」

　一方こちらはしおらしい親子だった。というかおしとやかな振る舞いがすでに身についてるルーの将来が気になってくる。

「さあ、カタリナ様。ソアラ様も御主人様も、午後の予定が迫っておられます。早く準備をいたしましょう」

「いやー」

「わたしが連れていきます」

「あー！」

　カタリナはソアラの手で僕から引き剝がされ、悲鳴を上げながら運ばれていった。もう４歳になるとさすがに重いので、ちょっと助かった思いである。あのお姫様も母親と仲が悪いわけではないので、なんだかんだ振り切って戻ってくるまではしない。

「ルーもお手伝いを」

「はい」

「えらいぞ」

「……えへ」

　控えめながら嬉うれしそうに頰を緩めて、母親の指示に従うルー。

　同じ家庭で育ててるはずなのに、まるで性格が似ない個性全開ながら可愛かわいい子どもたち。この姿を見ていると、僕はつい思ってしまうのだ。

　自分を犠牲にしてでも、この光景を守りたい、とか。

「ところで、御主人様」

「うん？」

「午後からのご予定に、変更はございますでしょうか？」

「いや、特に無いけど」

「なるほど。……それは残念です」

「え？」

　特に考えないで答えたことに、ほんの微かすかに普通とはちがう響きを感じた。おそらく、数年前なら気づけなかったほど微かすかな変調。

「テレンティア？」

「なんでもありませんよ、御主人様」

　ふっと振り向いた時には、侍女はもう扉をくぐるところで。その顔を窺うかがい知ることはできなかった。










　翌日。

　ばん、と扉が激しく押し開かれた。

「なにを隠しているんですか、ナオキさん!!」

　昨日聞いたばかりのセリフだが、言ってる人間の階層が上がって一気に深刻さが増していた。

「ど、どういうことかな、ソアラ？」

　執務室に突撃してきた女王の剣幕は、明確に怒りを湛たたえていた。

　ツナちゃんか？　ツナちゃん言っちゃったか？　──バレたのか。

　ソアラが胸倉を摑つかむ勢いで詰め寄る。

「オルデンボーの大使から問われました。我が国が、敵国と密約を交わしているという疑いをかけられています!!」

　想像していたよりずっと、まずい相手からバレたらしい。








◯第二章　数式でよくわかる戦略の基本









「同盟国たる我々の間では、募兵をする際にお互いの土地での募兵許可状を発行できるように取り決めた。そのおかげで、今回のようにファヴェールが裏で蠢しゆん動どうしていたことがわかったわけですが……さて、申し開きはおありかな」

　オルデンボー大使ビルン男爵は、むんと顎を反らして言った。会議室の机は広く、相手とは距離がある。ぱしんと卓上に置かれた書類を、侍女がうやうやしく受け取って僕の前へそっと置いた。

　その書類をざっと眺める。密輸業者が受け取った現金がどこからのものかを遡り、やがてはとある海運商会で決済された手形由来のものだとわかる内容だ。その取引の出資者は『ナオキ・セリザワ・ロートリンデ公爵』となっている。

「かような後ろ暗い輩やからが持っていた金が、まさかファヴェール王国宰相閣下のものだとは思いもよりませんでした。びっくりしましたよほんと」

「気持ちは分かるぞタストルプ卿きよう。しかし、正義は自然と果たされるもの。よもや同盟国に黙って単独で〈誓連会リーグ〉に接触しておられたこと、こうして詳つまびらかになってしまったいまやファヴェールにはきちんとした説明をしていただかねばな」

　大使が口を揃そろえて糾弾するのは、ファヴェールの諜ちよう報ほう活動が非難されるものであるからだ。

　密輸業者との接触が問題なのではない。大げさに〝密輸〟なんて言っても、しょせんは地元民の副業だ。昔からよくある庶民の脱税みたいなもんである。

　しかし密輸である以上、〈同盟アライアンス〉の公認は得られないような相手から敵国の情報を集めていたことは事実なのだ。

〈同盟アライアンス〉から糾弾されるとすれば──おそらく、同盟国を裏切る単独講和とかの密約などの可能性について追及されるだろう。

　たとえばファヴェールが同盟を結んでいるのにいきなり〈誓連会リーグ〉と単独講和などしてしまえば、オルデンボーの後背を突くくらいは楽に出来るし、自分は同盟を利用しつつ〈誓連会リーグ〉の危機には晒さらされない。そういうずるもできてしまう。

「さあさあお答えを!!」

　ただこの糾弾、だれも本気にはしてないだろう。

　まずガブリエル皇帝の気質からして、いまわざわざ小国ファヴェールと密約を交わすことはありえない。それは大使たちもわかっているはず。

　なにより、極秘裏に情報収集をする伝つ手てくらい、少なくともファヴェール以上の資力がある同盟各国はみなが持っているはずだ。

　いま問題なのは、秘密にするべき活動を表面化されたことである。ファヴェールの落ち度だ。そして、落ち度にはつけ込むのが正しい外交の姿である。実際的には大した問題ではないから、これをもみ消す代わりに大使に花を持たせろ、という要求だ。

「ま、ま、ファヴェールとて激動の時代に生き残ろうとしている。それはわからないでもありません。オルデンボーの方も、それはわかってらっしゃるはずだ」

　取り繕うように割って入ったのは、ワルテリナ帝国のオディロン伯爵だ。彼はゆったりと大使のコンビに手を振ってから、僕たちに目を向ける。

「ただまあ、ファヴェールの態度に不安を覚えないでもないというのは事実でしてな。このまま本国に帰っては、両大使も私ワタクシも、あまり色いろ好よい説明がしづらいことがあります」

　気遣うように手を揉もみながら、視線をそらして提案してくる。

「そこで、ま、こういうのでどうかと。ファヴェールは次の戦争で出兵し、オルデンボーの旗下に参陣することを我々の出立までに、えー、表明していただくということで」

「そうですな。ファヴェールが〈同盟アライアンス〉に信義を尽くすためにやっていたのなら、我々とていちいちこんなことを騒ぎ立てる必要も無い。戦いが終わるころには、取るに足らないものになっているかもしれませんしな」

　ビルンがニヤニヤしながら賛意を示してうなずく。

　どうやら、これで意見が出で揃そろったようだ。

「なるほど。大使、そしてオディロン伯爵。僕らにとってありがたいことに、あなたたちは特に追加の要求はしないわけだ。ファヴェールが〈誓連会リーグ〉への敵対姿勢を明らかにして、大使たちの顔を立てる程度でいいというわけだな。そのためには、いまここで、出兵を明らかにお約束すれば、それは叶かないますか？」

「ま、要求……などと、そういう言い方は好まざるところですが、概おおむねそのようになっておりましてな」

　オディロンがうなずいた。

「ファヴェールより兵数と主将も明らかに知らせていただきたい！　わが王にお伝えする際に、より詳しい報告がしたいのでな！」

　ビルンが大仰な身振りで割り込んでくる。僕に向かって、にたりとした笑いを向けてきた。

「わがオルデンボーとファヴェールで、長い付き合いをしたいところですからなぁ。我が子の代まで続くような」

　オルデンボーの方は含みがある顔でそう言った。なるほど、弱みはバラすより握っているほうが効果的だ。

　僕は思案する。

　もとより、出兵は避けられないと思われていた。その決断を引き延ばしていたのは、ただの用心だった。であるなら、いますぐそれを決定してしまっても問題は無いだろう。

　そう、なにも問題は無いんだ。……問題は無いか？　本当に？

　奴はなんと言った？

　我が子。

　腹に熱が篭もる。久しく忘れていた熱だ。かつては、ソアラという窮地にある姫がいた。いまは違う。国を立て直し、あとは身を捧ささげれば、自分の役目はそれでいいと。そう思っていた。

　本当にそうだろうか？

　だって、たとえば今日の決断を語り継ぐ時、僕は──その子にどんな人であれと言いたいだろう？　カタリナに、ルーカスに、僕はなんて伝える？

　賢くやれ、か？　それとも……思うとおりにやれ、だろうか。

　腹の中に熱が溜たまる。だから、その熱を吐き出した。




「「同盟軍には参加しません」」




　それは同時だった。

　その言葉を叩たたきつけたのは、僕だけではない。ソアラまでも同じ選択を突きつけていたのだ。

　はっと目を向けると、ソアラもまた僕を見て驚いているようだった。

　が、

「なっ……!?」「なんてことを！」「ほぉう？」

　僕らよりもさらに驚きを露あらわにする大使らの反応に、すぐ視線をそちらへ戻した。

　ソアラはチラチラと僕を観察しながら、口を開く。

「我々の利益が少なすぎます。ですから、オルデンボーの旗下ではとても納得できません」

「あのー、それでは……〈同盟アライアンス〉諸国から印象が、よろしくないことも、えー、承知しないことはない、と？」

「なんたることだ！」「どうしてそんなこと!?」

　動揺した大使たちから口々に文句が出る。しかし、ソアラは涼しげな顔でそれを受け流した。

「落ち着いてください。同盟軍に参陣できないというだけで──戦争をする準備は、あります」

　再び、僕に目配せするソアラ。微かすかに目だけでうなずきを返しておく。

「わけのわからないことを！」

　ビルン男爵が睨にらみつけてくるのに、女王は見かけだけは余裕を見せて微笑ほほえんだ。

「わが国には10万の兵がいるのです。戦争はできます。ただ貴国が考え無しに兵を集める中に巻き込まれてはたまらない。そう言っているのです」

　あまつさえ、そんなことを言い出す。

「わが国を侮辱するのですか！」

「──いや、すみません。オルデンボーとファヴェールはかねてより因縁のある間柄だ。女王陛下が少し過激な物言いをしてしまうこともあります。僕から説明をしたい。いいですか？」

「説明、と、えー、申しますと？」

　激高する大使をなだめるため、僕が申し出た。自然とあちらもなだめ役──オディロン伯爵が話を円滑にするために受け取る形になる。

　さて、ここまではさっきのアイコンタクトどおりの流れだ。ここから言うことは、ソアラにも口が挟めるペースでないといけない。

　ゆっくり話そう。

「ありがとうございます。我々の情報では、敵の兵力は１万と数千ほど。ただし、疫病が流行していまも減り続けているとか。おそらく１万２０００残ればいいほうでしょう」

「ほお……そんな予測が？」

「ええまあ。我々が調べたところ、戦で死ぬ兵隊のうち、戦いで死ぬのは15～20％ほどです。70％以上は病死している」

　数千人が集まる場所は、普通は町と呼ばれる。しかし、軍隊は家もトイレも無い大地の上にその数が集まる。当然ながら、インフラ環境は町よりずっと悪い。

　たとえ町に駐留しても、もともと住んでいた住人でいっぱいのところにさらに押しかけるのだ。満足な施設は無理である。

　結果として、衛生環境は長く居座るほど悪化し続ける。病人が増えるのは当然とも言えた。

「２万に満たない敵兵に、同盟軍は５万を超える兵力で向かうと言う。戦力に不安は無い。ここへ僕たちがさらに増援に行くのはむしろ効率が悪い」

　僕の意見に、オディロン伯爵がゆったりとうなずいた。

「ま、たしかにそれも道理です。ですがしかし、ガブリエル皇帝の権勢は広い。こちらが出兵したのに応じて、彼がさらに兵力を集めることは可能でしょう」

「わかりませんか？　だからこそ我々は別の戦争をするのです」

　つんと澄ました顔で、ソアラが言った。大使らを見ているようでありながら、頻繁に僕へと目配せしてくる。

　大丈夫だよ。それで合ってる。

　ああそうだ。

「わが国は、２万の兵を率いて出立します。〈誓連会リーグ〉の一国へ侵攻するのです」

　そこで言葉を切って、女王陛下が僕を見る。

「……ここ数年で、海軍の立て直しは順調に進めた。最低でも１００隻以上の船団で、陸軍の運搬と支援ができる。つまり、兵隊の進軍速度で奇襲ができるはず」

　僕もそこまででソアラの反応を見る。すると、最愛の妻は即応じてきた。

「単独で長駆、敵国へ侵攻するとします。それには命令系統と作戦目標をひとつの意思で動かさねばなりません。だから、権勢争いをしなければならない同盟軍を避けるのです」

「同盟軍より身軽に機動し、敵を叩たたく別働隊になることが戦略的に適した配置と言える」

「であれば、わたしたちファヴェールが侵攻するべき敵国は──」

　呼吸を合わせて、言う。

「「伝統派誓合連盟会が旗下、ピエルフシュ共和国」」

　僕とソアラの意見が、重なった。

　その瞬間、確信した。──僕ら、似たもの夫婦だったらしい。




　　　　◯




　わたしたちは、似たもの夫婦のようでした。

　ずっと、正解はわかっていました。確実に勝てる戦争に参加して、少額でも戦時賠償金を勝ち取る。

　ですがそれは〈同盟アライアンス〉から押しつけられた正解です。つまり最適な反応ではあっても、最適な決断ではないのです。

　仮に、わたしたちから戦争を仕掛けるならば、相手国をどのように選定するか。

　その答えこそが、わたしたちの決断でした。

「ピエルフシュ共和国？　あの最強の騎兵軍団を擁する強大な国家へ、ファヴェール一国が単独で戦争をすると言うのですか？　それも侵攻すると!?　貴国はかの国と西方帝国領で相争い、大敗を喫したではないか！」

　大使の言うとおり、数年前の戦では共和国軍に手痛い敗北を味わわされています。いまでこそ西方領地と呼ばれているリーヴ地方を巡る戦いで、ライアス公率いるファヴェール軍主力が、はるかに少ない共和国軍に敗北していましたから。

「そのとおりです、ビルン男爵。我々が密ひそかに情報を集めていたのは、〈同盟アライアンス〉に敵対するためではない。〈誓連会リーグ〉において最強の国を相手取るためだ」

　オルデンボー大使の激しい反応に、ナオキさんが堂々とそんなことを仰おつしやいます。

「それは真ですか、女王陛下」

「もちろんです。必要ならばもう一度宣言します。わが国はピエルフシュ共和国へ、単独で侵攻します。それが〈同盟アライアンス〉にとってもっとも益のある選択です」

　きっぱりと重ねてそう告げると、大使らはようやく理解してくれたようです。冗談でもなんでもなく、ただ単純にこれがファヴェールの決断であると。

「あのー、いいですかな？」

「ええ、どうぞ」

　オディロン伯爵に応じます。

「いましがた〝〈同盟アライアンス〉にとっても益のある選択〟と申されましたね。私ワタクシなどには、ま、おかしな話ですが、ファヴェールが私利のためだけではない戦だと説明が、えー、難しい。そのように感じないとは言えないようなお話なのですが、人に聞かれたときなんと答えればよろしいかご教示いただきたいですな」

「クープマンモデルをご存じですか？」

　と、身を乗り出したのはナオキさんです。

「申し訳ない。不勉強なようで、まったく聞いたことがない」

　伯爵が言うと、にっこり笑って立ち上がりました。ああ、始まりますね。

「ではご説明しよう。僕の故郷では、戦争を研究した研究者によりランチェスターの法則という〝戦闘の法則〟が生み出された。クープマンモデルはその応用で〝戦争の法則〟を導いたものです。『ランチェスター戦略方程式』とも呼ばれている」

　ナオキさんが会議室の壁に掛けられた絵画をおもむろにひっくり返し、裏面に黒鉛で数式を書きこみだしました。

「えっ、あの、えー、え？」

　さすがにこれにはオディロン伯爵までも驚きを隠せず、混乱しています。

　わたしとひっそり控えるテレンティアさんだけが、目を合わせて胸中の笑いを共有しました。

「さて、クープマンモデルの方程式はこんな感じだ」
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「ざっくり説明すると、戦力を『戦術力』と『戦略力』に分ける考え方だ。『戦術力』は敵と直接戦う戦闘力で、『戦略力』は敵の補給を叩たたくために使う戦闘力と分類される。

　もっと簡単に説明すると……『戦術力』は戦場で発砲する銃で、『戦略力』はその銃を作る工場を焼く別部隊だ。そういうふうに考えてもらってもいい」

　情緒豊かな風景画の裏面に、記号で構成された無機質な数式が現れます。

「〈同盟アライアンス〉は大軍を構えるおつもりだ。それはいい。では、敵軍も同じように大軍を構えたときを考えていますか？　両軍はまだ刈り取っていない畑を探し、躍起になって奪い合うことになる。後方からの補給も現地徴発もフル活用しないと維持できないだろう。だが、最近は食糧価格が上昇傾向にある。おかげでファヴェールでも輜し重ちよう隊の横領に難儀してるよ。

　だから、我々は〈誓連会リーグ〉の加盟国ピエルフシュ共和国を急襲し、その畑を前もって奪う。それによって、同盟軍すべてに恩恵をもたらす。というプランだ」

「つまり、兵士の腹具合を心配して、えー、多国間同盟の戦争を、分ける、と？」

　不可解。という胸中をもはや隠しもせずに顔に表して言ったオディロン伯爵に、ナオキさんはむしろ満足げにうなずきました。

「まさにそのとおりです。オディロン伯爵」

　堂々と言い放つナオキさんに、大使らはますます混迷を深めて顔を見合わせています。

「後方の補給に陰りが出たとき、大軍は脆もろい。特に侵攻作戦ならそこは敵地だ。瞬またたく間まに瓦が解かいする可能性も低くはない。オルデンボーとエイルンラントに、ファヴェールの軍まで押し寄せた地域で現地調達し続けたら、なおさらにね」

「う……」

「──しかし、幸い我々にはファルド海という輸送路がある。ピエルフシュ共和国は肥沃な平原の広がる一大穀倉地帯だ。その穀物と貿易港を我々がいただくことで、敵の補給に打撃を与えると同時に、同盟軍の食糧供給源として働くことができる。

　つまり、同盟軍全体から見れば、我々ファヴェール軍全てが戦略攻撃部隊と思っていただければいい」

「加えて言うならば、ガブリエル皇帝が同盟軍の大軍に直面したとき〈誓連会リーグ〉各国に援軍を要請する可能性は高いのです。しかしファヴェールが共和国を攻撃していれば、かの騎兵軍団はそちらへ駆けつけることはできなくなります」

　経済的な熱弁を振るうナオキさんに、相手が言い返してくるより早くわたしが軍略を言い添えておきます。

「そう、それです。なによりオルデンボーには都合が良いいはずだ。和平交渉にあたる時に、同盟国と取り分の話で揉もめなくてよくなるんですよ。味方同士で足を引っ張ることほど厄介な話はない。みんなが利益を最大化することで、全体利益が大きくなる。つまり──」

「──ノンゼロサムゲームが成立します。それならわたしたちは、全力を振るうことができる」

「……女王陛下の言うとおりです。感服しました」

　おかしそうに笑って、ナオキさんが頭を下げました。

　わたしは立ち上がり、大使らに改めて告げます。

「ファヴェールは〈誓連会リーグ〉との戦いで、もっとも困難な相手に挑みます。それに異論はありますか？　それとも、敵の３倍近い兵力でなお、ファヴェールが参戦せねば負けてしまうほど、オルデンボーは勇武に欠けているのですか？」

「そ、そんなことはありえない！」

「では問題ありませんね」

「あ……」

　オルデンボーの両大使は、完全に予想外だったらしく体を揺らすだけです。

　オディロン伯爵だけが、気難しそうな顔で口ひげをいじりながら、わたしを見ました。

「あの共和国を相手にファヴェールが勇戦される、とあれば、本国での話題には、ま、事欠かないこともない、ですな。しかしながら……えー、諸国は、同盟軍の戦場に全力を注いであり、あー、こちらからは、援軍など捻出できるとは、あまり考えられないのですが……」

「構いません。それぞれの戦場で、それぞれに全力を尽くす。それが独立国家というものです」

「……では、ま、もう言うことはありませんな。幸運をトウシエ・祈りますドゥ・ボワ」

　会議机をぽんと叩たたいて、伯爵はそう締めくくりました。ワルテリナ人独特の作法です。

「それでは、これでおしまいです。有意義な会談をありがとうございました」

　さて、これから発生する問題は山積みですが、いま残る問題はひとつだけですね。




　夫婦の隠しごとの問題だけです。




　　　　◯




「兵員２万の機動戦に適した土地、なんて具体的すぎる！　この侵攻作戦はずっと前から計画されてたんだろ！」

「ナオキさんこそ、海上の輸送問題についてとっくに計算されていましたよね！　その場しのぎで〝最低でも１００〟とすんなり答える性格はされてません」

　自分の執務室に戻ってすぐ、僕は耐えかねてソアラを糾弾していた。

「共和国に侵攻する手はずを整えるために、西方の連隊を増強してた！」

「海運商会を利用して情勢を事細かに調べ上げていました！」

「会議を引き延ばしてギリギリまで選択肢を残してた！」

「クープマンモデルをすらすら引き合いに出して説得を始めてました！」

「ノンゼロサムゲームにするための図式はとっくに頭にあったんだろ！」

「密偵のことは!?」

「勝手に開戦を決めてたくせに！」

「あらあら、おふたりとも激しく滾たぎっておられて」

「とりあえずテレンティアは有罪」「反省してください」

　最後だけ意見はぴったり一致したので、件くだんの侍女は首から提げた木の板に『わたしは悪いことをしました』と書いて正座させている。

「ふふ……おふたりからはしたない女と甚いた振ぶられるなんて……久しぶりです……」

　頰を赤く染めてつぶやくテレンティア。絶対懲りてない。

「ああもうこの危険人物め……」

　国内・国外合わせて20以上の取引を遡って現金の出処を探るようなことをできる人物に、心当たりは少ない。

　テレンティアでは？　という疑いをかけた。直感だけで。

　問い詰めたらあっさり『はいっ』って元気良く肯定してくれた。その神経がすごい。

　僕らの陰謀を嗅ぎつけていたテレンティアは、前々からこっそりその全容を把握していたのだ。

　隠しごとをする僕らを見守りつつ、ことここに至って開戦宣言をする最後の機会と踏んだテレンティアは、こっそりと自分の持つ情報から適当なものを選んでオルデンボー大使に匿名で送りつけたらしい。大事にはならない程度で、ちょっとした取引には使えるものを。

　普通はそんなクソ怪しい物に従うわけがないと思ったのだが、大使はあっさり乗っかったのだという。バカかよ。

「おふたりともなにやら良からぬ秘め事をお持ちのようで、私わたくしつい心惹ひかれてしまいまして。ええ、もちろん後ろめたくございましたわ。ですが、私は弱い女にございます。隠しごとをしながら褥しとねに臥ふして御主人様に愛めでられる日々は、背徳の火が背筋でぞくぞくと燃えてしまいまして……誘惑に負けてしまいました。ぽっ」

　濡ぬれた瞳で自白するテレンティア。おかしい。人を陥おとしいれる寸前までやった人間のする顔じゃないと思う。

「そんな、ずるいですっ。わたしは後ろめたくて、その……控えめに……」

　たしかにソアラは子どもと一緒に普通に寝るだけだったりとか、いろいろと控えめだった。

「ソアラ様、ご安心ください。御主人様は控えた夜でも、きちんと我慢されていました。〝ソアラ様の日〟にお越しになることはありませんでしたよ。その分、溜ため込こんでいらっしゃって何回も……壊れてしまいそうでございました……」

「壊れて……な、なにをしたんですか？」

　頰を赤く染めて屈かがみ込こむソアラ。

「それはですね」

「そういう話は僕のいないところでしてくれ！」

　顔を近づけて話し込むふたりに割って入る。いまはそっちの話はしなくていいんだ。

「ソアラ、いまはそれより大事な話があるだろ」

「そうでした」

　ソアラがはっとして立ち上がる。話を仕切り直す。

「えっとだな、僕は〝ひょっとして〟って思ってる。勘違いじゃないといいんだけど」

「奇遇ですね。わたしもです、ナオキさん。最愛の人に隠しごとをされてたのかもって、思ってます」

「そうか……それは良くないな」

「良くないですね。……隠しごとを、〝せーの〟で言うのはどうですか？」

　そんなことを言いつつも、お互いに実はもうわかってる。と思う。

「それはいいな。じゃあ僕が合図しよう。せーのっ」

「「大きい戦争をするつもりだった」でした」

　お互いの顔を見合わせて、眉をひそめた。さっと視線を逸そらして、息を吸って、吐いて、もう一度顔を見合わせた。

「「なんで相談してくれなかったんだ!?」ですか!?」

　もう一度声が重なった。

　あとは我慢できなかった。目を見開いて、一気に言う。

「僕は王国会議首相リクスキヤンセラーだ！　主戦派はきみが思うよりずっと多くてその気になれば女王が嫌がったところで戦争を起こせる！　そんな立場でどうやってきみに相談しろっていうんだよ！　戦争したら幼育院経営からは遠ざかって戦地に行かないといけないんだきみは女王だし僕は貴族だからな！」

「わたしは軍務運営が多いですけど女王です！　他国の圧力に屈したと思われてはなりませんし、一度口にすればどのような形でどこに伝わるのかわかったものではありません！　だってナオキさんが作った幼育院がわたしの実績になってたり！　わたしじゃないってずっと言ってるのに！」

「戦争のあれこれできみから父親の死に目に会うタイミングを奪ったのを僕は忘れてないぞ！　だから僕もタフになろうとしてたんだ！　立派で頼りがいがあって逞たくましい家父長になるために、森に出て動物を撃ったり弓を引いたり馬上試合を見たりする暇はまるで無い代わりに！」

「勝手にそんなものになってくれなくていいです！　どうせわたしも奥様方と優雅な遊びはできません！　そのくせカード遊びにはわたしを参加させてくれないんです。ほんの１回だけ、伯爵の奥様に招かれたときに奥様のお小遣いとレースの布16・３メートルと馬３頭ほど勝っただけなのに！」

「それは完璧にソアラのせいだと思う」

「あれから二度と遊びに誘われません……おかしいです。子どもを産んだ女はみんな我慢を知るから仲間になれる、みたいに言っていただいたのに」

　ママ友の連帯感すら凌りよう駕がするソアラのぼっち属性。

「不ふ憫びんな子だな……」

「かわいそがらないでくださいっ」

　顔が熱い。いろいろと溜ため込こんでいた全部を吐き出してから、改めて向き合う。

「ソアラはそのままで最高だからそんなこと気にしなくていい」

「わたしは、ナオキさんが宰相になる前から大好きです」

　そして沈黙が降りた。

　言えなかったこと全部言ったし言われた。要するに、お互い気遣われてたのだ。

「私を放置して睦むつみ合あう遊びをされておられます？　もうちょっとで、えっちが始まりますでしょうか？」

　テレンティアがわくわくした目をしている。

　いつの間にか、ソアラと息が触れ合うくらい近づいていた。

「してない」

「まあ、ご冗談を。そんなに熱い目で見つめ合っておられますのに」

「反省をしてくださいテレンティアさん……」

　一歩だけ離れてお互い頭を冷やす。

　もう隠しごとが無いので、気まずさはない。だけど、

「……賭け事で完勝したのはひどい」

　ちょっと気になった。

　ソアラさんそんなことしてたのか。どうりで旦那さんがずっと苦笑いしてると思ったよ！

「確率のゲームでしたから」

「カード賭と博ばく以外をやるべきだったな……」

「ついつい計算と実践で、熱中してしまいました」

「ワイルドカードのパラドックスとか、面白おかしいもんな」

　52枚でひと組のトランプを使ったポーカーはもっともポピュラーなゲームのひとつだ。ルールはいろいろあるが、共通するのは手札で役を作って強さを競うことだろう。52枚のカードから５枚のカードを引いた場合の組み合わせは52C5=2,598,960で、ツーペアができる組み合わせはそのうち123,552通りで、ランダムに選んだ５枚のカードでは４・75％の確率。
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　通常は出現率が低い役の方が強いとされている。ところがワイルドカード、いわゆるジョーカーを含む53枚のカードだと、ツーペアよりも出現率の低いはずのスリーカードが４・８％の確率で出現し、ツーペアは４・３％なので強さが逆転してしまう。ではツーペアのほうが強いと規定すると、同じ組み合わせで弱い手役として出す人間はおらず、出現率と強さはまたも逆転してしまう。

　カード遊びは男はみんなやってるし、女性もわりとやる人はやる。富裕層の奥様には一部だが熱狂的な人もいるのだ。

　ちなみに王室ランキングは、イカサマ無しならソアラはそこそこ強い。僕はそれなり程度。テレンティアが並み。そしてツナちゃんが最強。そんな感じだ。

　ただし駆け引きの要素を入れると、ツナちゃんは弱くなる。テレンティアは一発勝負をふっかけてきて凶悪。

　それはともかく、

「僕はいまの幸せを手放すのが怖かった。戦争を起こせば子どもからソアラを引き離して、僕も忙しくなる。そして……勝ち目はあるにせよ、リスクはうんと上昇する」

「……でも、ナオキさん。食糧価格の高騰は、死者を増やす大問題です。たとえ他の人が気づいていなくても、わたしたちにはわかっていました。だからそれを、お互い勝手に解決しようとしていました」

「そこなんだよなぁ。『理解されないこと』に怖おじ気けづくなんて、いつの間にか丸くなってたもんだよ」

　がりがりと後頭部を搔かく。そこには、威厳を作るために伸ばした髪がある。結局は、外側からどうにかしようなんて甘えでしかなかったわけだ。

「もしも昔のわたしならきっと、それを怖おそれず議題に上げていました。ナオキさんにも『なんとかしないといけません』って、言えていたと思います」

「僕もソアラに言われたら『じゃあ戦争しよう』ってすぐに提案できてただろうな」

　ふたりで、うなずく。

「……リスクが低いけど幸せにはなれる『賢い選択』と、利益は上がるけど危険度も増す『勇気のある選択』があった。でも、お互いに後者を選んだってことか。まったく、直らないな」

　苦笑いする僕に、ソアラはそっと肩に手を置いて寄り添ってくれる。

「そうですね。でしたら、いっそ直るまではこのままでいるほうがいいです」

「かもね。さて、と。あとは……」

　正座させたテレンティアを見ると、ぼうっと虚こ空くうを見ていた元皇女がぱちりと僕たちに焦点を戻した。

「あら、もうよろしいのですか？」

　けろりとしたその言葉に、盛大に息を漏らす。

「いわゆる『合成の誤ご謬びゆう』だったってことで、無罪放免にしようと思う。いいかな、ソアラ？」

「……しかたがありません。わたしたちの落ち度でもありますから」

　合成の誤ご謬びゆうとは、個人にとって真実であることは、集団にとっても真実であると誤って認識することだ。

　たとえば『貯金は良いいことだ』──というのは本当だろうか？

　個人が貯金を増やそうとしてお金を節約し手元に置いておくようにする。すると、全体で見れば貯金をした個人でお金が止まるということだ。農民が買うはずだった商品が余り、商人も在庫を余らせたくないので仕入れを減らし、職人も自分の作品が売れず金に困って食費を切り詰め、農民はなぜか収入が減った。そんな結果を招くのが『貯蓄のパラドックス』だ。

　時に非情な決断こそが人の命や気持ちを救うこともある。

　テレンティアは、僕を裏切り敵に情報を売った。しかし、ソアラも僕も言い出せなかっただけで、より大きな戦争が必要なことはわかっていた。

「国家のためを思うなら、いまこそ安全策を捨てて躍進するときです。わたしもナオキさんも、臆病でした。……テレンティアさんを罰する資格は、ありません」

　すっくと立ち上がったテレンティアが、ソアラの肩を撫なでる。

「とんでもありません。もっと褒めてくださいまし。私はおふたりが内密にやっていることを見つけて、身を切る思いで御主人様を裏切ったのでございます」

「そうだったんですね……」

　瞳を潤ませるソアラ。

　いやたぶんそのメイド調子こいてるぞおい。

「テレンティア、実は反省してない──」

「ああっ、ソアラ様！」

　ひしっと感極まったように女王に抱きつくテレンティア。

「私も辛つらかったのです！　ソアラ様が悩んでいるとこんなにも切ない気持ちがむずむずして、ついついわざとお悩みいただくようなことをしていたらここやここがツンと尖とがってしまったりして！」

「ひぅっ、あのっ、手が、あのっ！　は、やっ、あんっ──」

　ソアラの腰を引き寄せてお互いの体を擦り合わせるように身をくねらせながら、一方の手をゆらりと脇から胸元まで這はい回すメイドがいた。

「あっ、ちょっと、だめです……！」

「ソアラ様、良いい香りになってき──」

「おもくそ楽しんでるじゃねえか。やめなさい」

「んうっ」

　ソアラの首筋に顔を突っ込んだテレンティアの頭をぺしりと叩たたいて止めた。

　抱きついて女王の体をあちこち撫なで回まわし始めた金髪メイドをぺいっと引き剝がす。放り出された先でつつっと優雅に姿勢を正したテレンティアは、僕を見つめてぽっと頰を赤くした。

「ソアラ様がいつまでも初うい々ういしくてつい……」

「襲っていい時間じゃないだろまだ昼だぞ」

　僕が言うと、くすくすと笑うテレンティア。なにがおかしい。

　まったく困った女だった。

　からかいと遊びで生きているような態度なのが、いつもどおりのテレンティアだ。

　でも、

「……テレンティア、むしろいつまでも初しよ心しんを忘れずにいたのはきみだ。戦争はリスクとリターンの塊で、僕たちはいつのまにか恐こわがっていたのにテレンティアは冷静だった。……助かったよ」

　さらりとした髪に指を差し入れて、ゆっくりと頰から耳、そして首筋まで撫なでる。

「ん、ふふ、珍しい。御主人様から来ていただけるなんて……」

「やり方は褒められたもんじゃないけど……信賞必罰だ。独断行為の罰を、功績で帳消しにする。──これからもそのままでいてくれると、嬉うれしい」

「……おまけを、ちょっとだけ賞与でいただけますでしょうか？」

　胸にもたれてきたテレンティアを受け止めて、唇を合わせた。

「ん……んん、んー、もうちょっと……」

　ん、うーん？　あれ、これちょっと……人前でできない種類に発展して

「な、ナオキさんっ」

「あ、つい気持ちが先走ってしまいました。大丈夫です。先っちょだけでございます、ソアラ様。わかっております」

　ぱっと身を離して、ハンカチで口元を隠すテレンティア。

「では、私は今日のところは真面目にお仕事にかかります」

「そうしてください」

　ソアラに言われて、ゆったりと微笑ほほえんだメイドがぺこりと一礼する。

「おふたりとも、もっとご自分に正直なままでいてくださいまし。おふたりが目指しているのは、ただ優しいだけの世界ではなく、矮わい小しような論理だけの世界でもなく──美しい世界である、と、そんな恥ずかしいことを思っております」

　そう言ったテレンティアの頰には珍しく、言葉どおりの恥じらいの色が差していた。

「では、私はこれで。お仕事をしてまいります」

　メイドが静かに立ち去る。

「ナオキさん……」

「ああ、そうだな」

　僕の横に立ってきゅっと手を握ってきたソアラに、うなずきを返す。

「テレンティアのやつ、木札提げたまま出てったぞ」

「たまにすごく可愛かわいいのって、反則ですよね……」

　まあそれはいいとして。

「さて、これからちょっと忙しくなるな。久しぶりの大戦争だ」

　ぐるりと執務室を歩いて、机に腰掛けて地図を見る。

　敵は海向こう。ファヴェールに白星無しの最強騎兵軍団・ピエルフシュ共和国。

　王国が総力を挙げて取りかかる一大事業になる。

「反対派がいくらかは出てきそうですね」

「大丈夫だろ。僕はこの数年間で失敗した経済政策はちょっとしかない。官僚だって増やした。そしてなにより、ソアラの人気が本物だ」

　そんなことを言うと、ソアラが不満そうにつぶやいた。

「……わたしは、ナオキさんの人気がもっと高まっていいと思いますよ？」

　ちょっと唇を尖とがらせている女王に、僕は笑ってしまう。

「美しくて賢くて可愛かわいくてかわいそうで愛らしい女王陛下がそばにいるんだから、僕なんて霞かすんで当然だろ」

「か、かわいそうって言ったのちゃんと聞いてますからねっ。いまかわいそうなのは、市民や兵隊から誤解されやすいナオキさんなんですから！」

「それは……そうだな、みんなに人気のソアラさんが慰めてくれればいいだろ」

「……本気ですか？」

「え？」

　すすっと、ソアラが机に腰掛けた僕の膝の間に入ってくる。正面を向いたまま、だ。そのまま僕へ体をぴったりと寄せて、唇も合わせてきた。合わせながら、首の後ろに手を回してくるタイプのやつだ。

　少し長めに、深く、熱い。

　軽く僕の中で着火しかけるくらいの時間をかけてから、ようやくソアラは顔を引いた。

「ん──ナオキさん、さっきの話、覚えてます？」

「どれ？」

「その……最近ずっと〝控えめ〟だったこと、です、よぅ……」

　目を逸そらしつつ顔を真っ赤にするソアラ。

　なるほど。

「……まだ襲っていい時間じゃないって言っただろ、ソアラ？」

「…………だめ、です……か？」

　恥ずかしそうに顔を逸そらしながらも、重ねてねだるその姿。

　それが見たかったのです。はい。

　目的を見事に遂げたので、その細い肩を引き寄せた。

「……でも、みんなに説明できるように、お互い溜ため込こんだことをすり合わせようか」

「ん、あっ、し、仕方ないです、ね。すり合わせないと、すり合わせですから……えいっ」

　ひょいっと、ソアラがジャンプするのをサポート。ふたりで執務机に腰掛けた。僕は邪魔そうなものをとりあえず全部たたき落とす。ソアラが膝の上にやってくる。

　きゅっと強く抱きしめると、嬉うれしそうに息を吐いて身を預けてきた。密着したところが全部熱い。まあソアラを真正面から抱きしめると、鳩尾みぞおちから下はなかなか密着できないんだけど。

　首を寄せ合って、ソアラがそっと囁ささやく。

「ナオキさん……それじゃあ、ぜーんぶ、すり合わせても、いいんですか……？」

「ふっふ、僕がびびるとでも？」

　挑発に挑発で返すと、ずるい手を使われた。まあ、なんというか。とある特殊な関数に似たものは僕に特別効果がある。奥様はそれを知っていた。

　膝の上に乗ったソアラが僕の頭をそのまま抱き寄せるだけで、胸の中に誘われる。ソアラの熱と、早い鼓動が伝わってくる。

　柔らかい感触と、ソアラの匂いがふわりと鼻び腔こうから侵入し、意識まで包みこんでくる。

「ぜーんぶ、ですよう……？」

　──午後の仕事は全部休んだ。
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◯第三章　総動員まであと何会議？









　ファヴェール王国には新しくできたいくつかの重要な機関がある。

　たとえば王国会議。国会のようなもので、毎年国の政策を決めるための会議が開かれる。上級貴族や下級貴族、士族などはもとより、地方から農民や地域の代表者も出席する義務があるので、これは数百人規模だ。

　たとえば王室枢密院。これは王家の政策をスムーズに実行するための、いわば王家の選出した重要メンバーのようなものだ。王都の市長とか、西方領地と軍指揮官のライアス公とか、王に叛はん意いが無くて優秀で生まれの貴い人間がいる。

　そしていちばん新しい組織として、枢密院の傘さん下かにある行政局があった。法務局・戦争局・海運局・官房局・財政局の五局である。

　ちなみに王室衣装局は枢密院所属の行政局ではなく、王家の常備軍総司令部所属の軍事局なのでちょっと違う。

　ともあれ、これら行政機関のうちファヴェールでいちばん最初に集まることが可能なのは行政局だった。宮廷や王都のどこかに事務室があるので、局長や次長がすぐに召集できる。

　というわけで、大使らに宣戦布告して翌日には行政局会議を緊急召集した僕は、居並ぶ事務官たち（と言っても貴族士族が普通に務めているのだが）を前にして昨日の決定を発表していた。

「準備期間は短い。オルデンボーが開戦するのとほぼ同時期にはこちらも宣戦布告していないとならない。彼らはもうすでに動き出している。伝統派教会が派遣した司教を拒否して、福音派司教の着任を求めた。この要求を却下されることで『内政干渉』の大義名分を得るんだろう」

　僕が言うと、事務官たちがメモを取る音がさざ波のように広がる。

「閣下、法務局より質問よろしいでしょうか？」

「時間が無い。がんがんしてくれ」

「相手が断るまで自分の有利になる要求を重ねて、断ればやむなく武力行使……という既定路線は確実という認識でよろしいでしょうか？」

「そのとおり。あちらの戦争はそれで始まって、オルデンボー優勢で推移する。その時に〈誓連会リーグ〉はガブリエル皇帝および誓連会国に援助を求める。それを食い止めるのが、僕らの仕事ってことであちらと合意した。だから時期を合わせたい」

「了解しました」

　質問した行政官が座ってメモを続行する。かなり急な方針転換に、行政局の局員もわりといろいろ大変になるだろう。つくづく申し訳ない。

「知ってのとおり、王国会議の緊急召集はすでに発令してある。だが、なにぶん急だ。反戦派はもとより、主戦派でもなにか反発要素とかあれば報告してくれ。あと、確認事項があればいまのうちだ」

「官房局からよろしいですか。議会の承認については、どの程度の賛成者を見込んでよろしいでしょうか。それと、外交官への対応はどうしますか」

「議会は過半数が賛成すると見ていい。特に３年以内に貿易事業へ融資した貴族は、共和国の貿易港を押さえるなら諸もろ手てを挙げて歓迎するさ。うま味の薄い陸戦が、貿易事業の拡大作戦に転換するんだからな。外交官には人を派遣してくれ。すぐ開戦と言っても手紙じゃまずい」

「すみません、財政局から要請よろしいですか。戦時国債の発行について他局との連携が必要です」

「どうせすべての行政局で連携が必要になる。戦争委員会を立ち上げて行政局と枢密院と王国会議からも実行委員を選出する。連絡員を増員しておいてくれ」

「人員の予算は」

「財政局はきみだ」

　会議室に軽い笑いが広がる。質問者は無言で天を仰いだ。

「海運局ですが、戦争局から船を特別貸与して欲しいということで必要数が来ています。ただ、海軍はうちの担当なんですが貸与船は管理を陸軍がやるということですか？」

「戦争局には、訓練や戦利品の運送で自由に使える船を数隻保持する必要があります。平時の数では足りないので、戦時では特別に増やしていただかなければ」

「あれ、財政局に造船用の予算申請もきてるんだが」「あれは湖に浮かんでる。海まで運ぶのにだいぶかかる」「海運局の貸与船と両取りする理由にはなるまい」「法務局としては、移管手続きが複雑になるのは」

　おおう、場が混乱してきた。

「はいはい、ストップ。黙る。いいか、そこまでの話し合いは戦争委員会でしてくれ。要点をまとめつつな。あと各自の局員でお茶でもしながらとか。で、委員会報告書にまとまるくらい素早くまとめてから枢密院の実行委員に提出。それを僕が読む」

　楽をしたくてきみたち行政局を作ったのです。

「閣下、局内の人事編成に多大な影響があります！」

「戦争が急に決まったんだ。頑張って」

「横暴だ！」

「ははは、国家泰平の礎いしずえとなれる誇りを持つんだ諸君」

　僕への視線がだんだんと刺とげ々とげしい感じになってきた。

「あら、みなさん活気がありますね」

「陛下！」「女王陛下！」

　突然登場したソアラの姿に、局員たちが慌てて立ち上がり姿勢を正す。

「少し様子を見に来ただけです。楽にしてください。あまり長くはいませんから。これから軍事局でも派遣部隊の選定など、たくさんの手続きがありますので。……みなさん、非情なことを言いますが、いまはあなたたちの頑張りが必要です。王国のため、どうぞ力の限り働いていただきますよう」

「女王陛下のためとあれば！」「我々はこのためにいますからな！」「陛下のために戦うのは、兵士ばかりではありません！」

　魔術師人気の低迷を実感する光景です。

「期待しています」

　局員たちの雄お叫たけびに鷹おう揚ようにうなずき、微ほほ笑えみかけてからソアラは去っていった。その足取りは軽い。僕と同じ時間しか寝てないはずなのに。なぜだ。

「では、仕事にかかりますかな」「官房局の、さっきの件について担当よこしてくれ」「委員会設置を待ってられないな。どこかに集合場所を確保しよう」

　女王に活を入れられて生き生きと仕事を始める局員たち。

「……うん。ではがんばってくれ、みんな」

「了解」「了解しました」

　何人かが返事してくれたので、それで満足しておくことにする。まあ必要そうな資料はすでにまとめて渡してあるし、こんなところでいいか。

「ではもう質問は無いか？」

「あの、法務局からひとつ」

「お、なにか？」

「宣戦布告のために、オルデンボーのように手順を踏む必要があります。それについては、さすがに王室からなにを要求するべきかご提示お願いします」

「ああ、そうか。思いがけず白熱したけど、そういえばそれを宣言するために集まってもらったんだった」

「恐縮です」

　法務局の人に謝られてしまう。咳せき払ばらいをしてから、僕は答えた。

「我々がこの戦争で目指すのは、港だ。西方はモスコヴィヤ帝国の港をすでに押さえている。これに加えて、共和国の貿易港を手中に収めれば通関税の削減と貿易品目の種類を増やすことができる。一挙両得ってわけだ。だから──」

　息を整えて、言い切る。

「僕らの戦略目標は、リーヴ地方から東にあるジムシェク。この貿易都市を第一目標とする」

「おお……！」「共和国の中でも、２番目に大きい貿易港だ……！」「ファルド海の主要な港の半分を、わが国のものにすると……」

　戦略目標を知らなかった局員もいたらしい。ざわめきが広がっていく。

「それは第一目標だ。第二目標は穀倉地帯。ジムシェクを確保し次第、プラビナス地方を制圧する。そして第三目標は、さらに東の沿岸部と河川流域だ」

「これは……なんと広大な……」

　作戦目標の大きさに、局員たちの間で深刻さが増していく。共和国という大国相手に、ここまでの戦略目標をぶち上げたのはファヴェール史上でもそうはない。

　とはいえ初代の王はべつの目標を掲げてはいたが、それは僕にとってはせいぜい戦争の口実にしかならない。

「もしもこの戦争がうまくいけば、ファヴェール全土の中でもっとも豊沃な領地が生まれることになる。新婚旅行で帝国東部を通過したとき、僕はファヴェールでは決して見られないものを見た。それは、地平線まで続く穂畑だ。だが、共和国には帝国よりさらに広い平原がある。あの土地がもたらす麦は、ファヴェールの全土に必ず必要なものだ」

　いつしか、局員たちは背筋を伸ばして僕を見ていた。ちょっと照れくさい。ぶち上げすぎた。

「だが、勝てる算段はすでにつけてある。諸君らは必要なものを、必要なだけ用意してくれればいい。気負わず、だけど急いで戦争をしよう。よろしく頼む」

「「「了解しました」」」

　総員が立ち上がって言うので、僕も思わず敬礼して返す。

　三々五々、散らばっていく。やる気のある声が交わされているが、僕としてはびっくりな反応だ。ソアラ人気だけでも良かったんだけど、どうも欲望をうまく刺激してしまったらしい。

　しかし、本当に数年前とは環境がまるきり違う。

　オルデンボーと戦争した時は、こんなふうに支えてくれる味方なんていなかった。ソアラとふたりきりで、背中を支えてくれる組織もほとんど無くて。ソアラの王権と脅しだけでどうにかしていた。

　だからこそ、こんなふうに前向きに戦争を始められるとは思っていなかった。

「これで負けたら僕の信用失墜しそうだなー……」

　何年もかけて築いたのに。

　嬉うれしくもあり、失う恐こわさもある。だからこそ、なんだか気合いが入るが。

「閣下、戦争局の者ですが」

「お、おう。なんです？」

　ひとり言が聞かれてたかとびっくりしたが、彼は一通の封書を差し出してきただけだった。

「戦争局の上から託された手紙です。どうぞ」

「そうか。ありがとう」

「いえ。では」

　ポケットからナイフを出して受け取った手紙の封を切る。そして取り出した手紙には、大きい文字で一文だけ書いてあった。

『早まるな』

「……なるほど」

　うなずいて、手紙をしまう。

　戦争局の上の人をどうやら説得しないといけないようだ。

　行政局は枢密院の下部組織。そして、戦争局の局長よりさらに上には枢密院のメンバーがいる。それが〝上〟の人だ。

　ファヴェール王国軍総司令官──ライアス・ヴァステラス公爵である。










　王室の分家の長であり、ソアラの従兄であり、僕の義理の親戚であるイケメン。それがライアス公という人だ。

「戦争をするのはいい。どうせ近々起きると思っていたさ。だけど、共和国に侵攻する？　女王と宰相で陣頭指揮を執る？　それは馬鹿げてる!!」

　特徴は、僕への遠慮容赦ない罵倒。

「相変わらず手厳しい。なんでライアスさんは僕にだけ当たりが強いのか」

　イケメンでなにかにつけ如才なくしかも人当たりの良いいはずの彼が、僕に会うと直接的な言葉の暴力をぶつけてくる。たまに肉体的暴力にも発展する。

「どうしてもなにもないだろ！　きみたちは共和国騎兵の恐ろしさがわかっちゃいない！　ファヴェール軍が４年前に──もう５、６年だっけ？　とにかく、あいつらにどんな目に遭わされたのか忘れたのか!!」

「もちろん、ファヴェール対共和国の過去の戦績は調べたよ。前王のときにもリーヴ地方に攻撃はしてたみたいだし。あの穀倉地帯は魅力的だよね」

「じゃあきみもその誘惑に負けて共和国を攻めるのか？　愛人がいるやつはこれだから精神が弱いんだよ！」

　おう、合間合間にディスを込めるスタイルやめて。

「だいいち、女王陛下とだけじゃなくて愛人とも同時に子どもを作るわ、こっそりイチャつけるような優秀な秘書にするわ、この前は従妹殿まできみの愛人となんか入り込めない空気を作ったりするわ。なんなんだこの宰相。淫れてるんじゃねえよ」

「痛えよ、殴るなよ！」

　ヒートアップしてきたライアス公爵がついに肩パンまでしてくるので逃げる。

　ひどい言いがかりだ。淫れたりしてない！　ただちょっと仲が良いいだけだ！

「国民からも局員からも人気の女王陛下と夫婦になっておいて被害者ぶるなよ！」

「いまの僕は純粋にあんたの暴力の被害者だろ!?」

「いや俺のは正義の鉄拳だから」

「愛人のこととあんたの暴力は関係無いだろ!?」

「じゃあ聞こう。なんで侍女たちみんなにあんな麗うるわしい衣装着せてるんだ？」

「いやあれはテレンティアの趣味だし」

　メイド服を使用人に普及して統一した制服の組織みたいなのを編成してるのは、宮廷女官長という立場を手にして好き放題しているテレンティアによる内部統制である。

　べつに僕の趣味じゃない。僕の趣味で着せてるのはテレンティアだけだ。

「その中でも目立つような美貌の才女と、周辺世界一と言われた上のふたりを独占して、少しでもいい気はしないか？」

「…………」

　否定できなかった。しないわけがない。

「くたばれ宰相」

「む、謀む反ほんじゃ！　謀む反ほんじゃあ！」

「俺が首を取るのは宰相だけだ。共和国に攻め込むなんて無茶言い出しやがって！　男なら妻一筋になれよ！」

「政策か私生活かどっちかだけにしろよ！」

「待て待て、ライアスよう。そいつは聞き捨てならんぜ。女どもを同時に相手するってのは、男っぷりを上げるもんよ」

　僕にも助け船があった。

　もうちょっと早く来て欲しかったんだが！

　若者をなだめる山賊みたいな見た目の厳いかつい武家貴族。それがケズテルド・スピツベルゲン伯爵だ。愛人遍歴が多すぎることで有名。まあ同時にいるのは多くて２人程度らしいけど。

「男っぷりはともかく、妻に隠してるわけじゃないのにこの人ひどいよなケズテルドさん」

「だが、共和国を攻めるたあ正気じゃあねえな宰相。そこはオレもライアスと同感よ」

「おっとハシゴ外し」

　お互いわりと言いたい放題である。総司令官と指揮官と宰相と……みたいな立場や年齢を考慮した話し合いはとてもややこしいので、いつしか話しやすいスタイルに落ち着いてしまったのだ。

「ファヴェール軍は前王の時はまず独立前に５０００対３０００で戦って、敗北。ファヴェールが５０００だ。独立後にも１万１０００対４０００で敗北。あと帝国と連合軍を作って４万対５０００で敗北。ファヴェールだけじゃなく、周辺国も似たようなもんだ。……合ってるかな？」

　ひと言で言えば散々負けてる。

「ああそうだそのとおり。共和国重装騎兵ハサリアは周辺世界で最強。だからあれだけ豊かな土地を他から守ることができるし、土地が豊かだから騎兵をあれほど養える」

「まさに土地の強さが兵の強さってわけだ。北国で山と森と湖ばかりのファヴェールでは強い馬も育てられない。拓ひらけた平地が多いから、騎兵が活躍するにはうってつけよ」

　その土地で強みを発揮できる兵士が、強く育っている。地の利があるとはそういうことだ。

　守りが強いのはどの国も当たり前というのは、城塞や防壁に限った話ではない。

「襲撃にも慣れてる。あの辺は馬が強いからな。蛮族や野盗に反撃するため各地に元帥ヘトマンが守備部隊を持ってる。攻撃したら必ず反撃される。馬が多くて平原だから砲兵が移動しやすい。経験豊かな砲兵部隊もいる」

「数倍の兵力を用意したのに、騎兵が突撃して追い散らす。その単純なやり口でなぜか負けねえ」

「なあ伯爵、そもそもあいつらと野戦するなって言ってた奴やつがいたよな？」

「おういたな。オレらにさんざん負けるって言ってくれた奴やつが。誰だっけ？　ナ、ナオ、ナオナントカだったかのぅ……」

「やだなあ伯爵。ナオキっていう宰相ですよ」

「おかしいのう。今度は攻めたいって言っとるんじゃよそいつ。オレより先にボケたかのう」

「はいはいふたりともちょっと落ち着いて」

　調子良く騒ぐふたりに手をかざして小芝居をやめさせる。

「トラウマになってるのはよくわかったよ。でも僕の記憶じゃ、それと真正面対決しようとしてた奴やつもいたよ。ふたりも」

「トシ寄りだから、細かいこた覚えてなくてなぁ……」

「あのときの敵は共和国じゃなかった。帝国領が欲しかっただけだ」

「それに結局オレたちが勝った」

　乾杯、と言って伯爵と公爵がグラスを手にして舌を湿らす。

　めちゃくちゃ調子いいことを言っているが、とりあえず僕も置いておいたグラスを傾けていったん息をつく。

「なあ、頼むよ。主戦派でも行き先が思ったのとちがって不安がるのがいる。連隊長に抜ばつ擢てきした傭よう兵へいたちは、僕が金を出してるだけだと思いがちだ。陣頭指揮を執ると聞いて不安がる。そういうとき、ふたりみたいな見るからに武家貴族がいると安心するだろ」

「だーから鍛えろって言っただろ俺は」

「女ふたりも相手にしてるわりにゃ、細っちろいままだな宰相はよ」

「それに実際、広範囲を一気に攻めるには指揮官の数が必要だ。敵地で軍を分けるなら、実績と実力があるふたりの力は絶対必要だって思ってる」

「はん？」

「ふむ？」

　ふたりは顔を見合わせて、グラスを空にした。

　ライアス公は酒瓶を手に取り、お代わりを注ぎながら僕の顔をちらっと見る。

「オルデンボーと一緒に南を攻めるのは、本当にダメなのか？　隣国の旗下に入るのは気に食わないが、勝ち馬に乗るのは安全だろ。第一、それならきみや従妹殿がわざわざ行く必要も無くなる」

「実入りは少ねえかもしれねえがな、オレみたいな軍閥は勝てる戦に行けと言われりゃ行くぜ」

　ふたりはそう提案してくる。

「そんなことしたらあとが怖い」

　冗談交じりに僕が言うと、義理の従兄はじろりと僕を見た。

「なんですか？」

「……娘が生まれた時、俺は戦争に行ってた。初めて会えたのは１歳を超えた我が子だ。あの他人を見るみたいな顔が、忘れられないよ」

　ライアス公がそんなことを言いつつ苦笑する。

　そんなことを言う貴族はそうはいない。電話も写真も無いこの時代に、そうしたことはよくあることだ。そんなふうにわざわざ言う貴族の男に、出会ったことは無い。

　だからこそ、こんな時代にそれを口にするライアス公がどれほど家族への愛を示しているのか。それが察せられない僕でもない。

「な、なんですか？」

　つい同じ事を言っちゃうくらいには動揺した僕に、ライアス公は構わず言う。

「だから、幼育院を創設して新しい子どもを生かしてくれたきみに、恩義を感じてもいる」

　幼育院。

　ソアラと子どもを作るとなったとき、僕は教区簿冊の乳児死亡率を見てひっくり返りそうになった。子どもの死はあまりにもありふれていたからだ。

　貴族の子どもでさえ死亡率が高く、このままでは何人もの我が子の死を見送ることになると気づいた。

　この時代の専門家はまるであてにならない。だったら、僕はゼンメルヴァイスになるしかないと決意したのだ。

　ゼンメルヴァイス・イグナーツは19世紀の医者だ。同じ病院の同じ設備で分ぶん娩べんが行われているのに、なぜか産さん褥じよく熱の発生率が第一科か第二科かだけで10％近くもちがうことに疑問を持った研究者だ。

　彼は分ぶん娩べんに携わるのが、それぞれの科で医学生と助産婦であるという違いに気づいた。医学生が死体を解剖した後に妊婦に接触することで、産さん褥じよく熱の発生に関わることを見抜いた。そして、死体から病気が感染するのを防ぐため、〝手洗い〟を推奨した第一人者である。

　もっとも『高貴な職業である医者が病気の理由であるはずがない』と当時の医学界には受うけ容いれられず、再三手洗いを訴えるゼンメルヴァイスは異常者として迫害された。失意のまま功績を認められることなく死んだ。

　だから僕も、あらゆる記録から死因を探った。子どもが生まれたときにどんな処置をされるかなんて知らなかったから、手探りもすさまじかった。

　まず、助産師には手を洗わせた。殺菌という概念が無い時代に涙。

　それからも、たくさんの慣習を否定していくことになる。

　新生児に腹下しを飲ませるな。初乳を捨てるな飲ませろ。授乳は１年以上しろ。身動きできなくなるほど布を巻くな。おむつはこまめに替えろ。じんましんが出るものを食わせるな。酒を飲ませるな。麻酔薬もだめ。

　医学なんて知らないので、ほとんどが実験と記録からの選択である。たまに現代人としての常識もあるが。

　それらの育児方法を知るために動物実験もしたし、いろんな記録を取るために実は人体実験もした。捨てられる初乳を買い取って飲んでみたりとか。

　動物実験で生まれたネズミを授乳させず、牛乳だけを与えた場合の死亡率や肥育率の記録までした。それで領民に怖おそれられたことはあまりにも泣ける。誤解を解くの大変だった。

　医学界にそれらを実行させるのは不可能だったが、僕自身の作った施設で指示に従わない者をクビにはできる。ということで、宮廷のすぐ近くで。出産と育児については、いまもなお研究と実践は進めている。

　ともあれ、それはべつに褒ほめ称たたえられることでもないと思ってる。

「あれは僕が自分の子を殺したくなかっただけだ」

　人に異常者と呼ばれるのと、なにもせず我が子の死を見送ること。どっちを選んだかというだけだった。

「子どもは宝で、きみの運営する幼育院は明らかにその宝を守ってる。恩義くらい受け取ってくれても罰は当たらないだろ？」

「オレもだぜ宰相。うちのガキと女が世話になったんだ。多少気に食わなかろうが、オルデンボーの駒くらいやってもいいんだぜ。本当にな」

　ふたりとも、僕を気遣って言ってくれたらしい。

「ありがとう。でも、だったらなおさら共和国戦に協力してくれ。僕のお願いはそれだけだよ」

「本当か？　オルデンボーとの因縁を警戒したとかじゃなく、本当に共和国と対決して勝つ自信があるんだな？」

　改めて言ってくるライアス公。

　気持ちはわかる。それほどまでに共和国とファヴェールには格差がある。

「ピエルフシュ共和国の人口は１０００万。ファヴェールの10倍と見積もられてる。騎兵は最強。元帥ヘトマンたちは有能な軍人揃ぞろい。戦えば負け無しの歴史が証明する最強の国家かもしれない」

「かもじゃねえ。実際、オレが戦やった中で最強だ」

「なるほど。でもね、伯爵。これだけは言える」

　ひと息。手の中の酒を一気に飲み干して、空のグラスをテーブルに置く。

「──いまやれば僕たちが勝つ」

　僕が言い切ると、ケズテルド伯爵はニヤリと笑った。

「へっ、この歳としになって最強の軍隊をぶちのめしに行く、か。……悪くねえじゃねえか。オレは乗った」

　グビリ、とひと息で残った酒を飲み干し、伯爵は叩たたきつけるようにグラスを置く。

　あとひとり、ライアス・ヴァステラス公爵は冷静な目で僕を見ていた。

「……ひとついいか？」

「どうぞ」

「これは誰のための戦争なんだ？」

　静かに訊きいてくる義理の従兄に、僕も静かに応じる。

「国のためとか、ある意味では子どものためとも言えるし、国家国民のためになるかもしれない。だけど結局は……」

　言っていいものか、迷う。

「だけど？」

　ライアス公は先を促してきた。だから、言う。

「……自分のためだと思う。数学的にこれが正解なんだ。これじゃないと僕が気持ち悪いんだ」

　その答えを聞いて、公爵は微ほほ笑えみを浮かべた。

「きみが気持ち悪いのは、昔からだろ」

「ぶっ──はーっはっはぁ！　言えてるぜ!!」「あっはっはっはっは!!」

「従妹の婿にそれはひどくないか!?」

　めちゃくちゃひどいことを言われた。ケズテルド伯爵が大爆笑。ライアス公までも一緒になって笑う。僕だけが眉をひそめて額に手を当ててうめいた。こいつらぶっ飛ばしてやりたい。

　ひとしきり笑ってから、ライアス公は酒を飲み下した。

「まあでも、いいよ。やってやる」

「へ？」

「さっきも言ったろ。きみのためならやるさ」

　トン、と。３つめの杯が置かれて、テーブルに集まった。

「へっへっへ、帝国でやられた雪辱戦だぜ。戦友ども」

　嬉うれしそうに言いながら、伯爵がさっと酒瓶を振ってグラスに酒を注ぐ。置いたグラスをもう一度手にして、僕らは顔を見合わせた。

「今度は僕らが勝とう。──勝利に」

「「勝利に！」」

　乾杯をして、気炎を上げる。いよいよ戦争って感じがしてきた。

「ぷっは、あーでも生まれた子と離れるの寂しいなー。俺のかシわユいガこーちゃんー！」

「「ブッホ!!」」

　と、一気飲みしといていきなり気合いが消えそうなライアス公の叫びに、僕と伯爵が飲んでいた途中の酒を床にぶちまけた。

「ふ、不意打ちはずるい……！」

「てめ、らい、てめえ……！」

　咳せき込こむ僕とケズテルド伯爵。ライアス公はどこ吹く風と僕へするりと歩み寄り、肩を組んでくる。

「３人目も無事に生まれて、妻も元気だからさぁ。宰相には本当に感謝してるけど、離ればなれになるのだけはつらいな」

「どんどこ増やすよなライアス公は」

　苦労して作った幼育院は、女王が元気な女の子を産み育てたことで注目を浴びた。愛人の子どもも健康な男の子として一緒に育っている。ふたり産んでひとり死ぬのが珍しくない時代に、姉弟揃そろって健康体なのは珍しい。ライアス公の奥様が真っ先に自分もそこで、と言い出した。

　まあせっかく整備したのに自分の子どもだけではもったいないかも、ということで承諾した。それ以来、もうひとり、もうひとり、とだんだん幼育院が女王公認の産科＆育児施設になり始めたのだ。ちなみに噂うわさがそうなってるけど、ソアラは運営に手をつけてない。不思議。

　手が足りなくて人を雇うためにお高めの料金をもらったら、逆に来訪者が増えるという致命的なミスをした。なにが致命的って、ただの個人的な施設だったのがお金をもらって〝運営〟する施設になったので「もう身内だけにしとくわ」って言えなくなった。

　そしてヴァステラス夫人は幼育院の常連様である。夫婦仲が良すぎる。

「生まれたばっかりのガキなんて、なにがそんなに楽しいのかオレにはわかんねえな」

「いまさらだけど伯爵も最近子ども作ったのマジでびっくりした」

「あ？　オレの種を疑うのかコラ!?」

「いやそういうわけじゃないけど……まだ元気あんの？」

　腕を曲げ伸ばししつつ訊きくと、じいさんは妖しげな笑みを浮かべた。

「へっへっへ、良いい薬があんだよ。宰相も必要なら分けるぜ」

「やめとく。まあ控えめにしてくれよ。勃起薬で死んだ人けっこういるぞ」

　決起集会が酔っ払い場になってきてる気がする。

「それでさ、まあ戦争をするのはいいけど、どれくらいの期間なんだ？」

　元凶がしれっと話を戻す。まあいいけど。

「１年。今年の冬までだ。手形決済で物資を集めるから、さっさと終わらせないと負債が膨らむ。それに、あの国の混乱が新鮮なうちに終わらせたいんだよね」

「混乱？　なんのことだ」

　ライアス公が眉をひそめる。僕は懐ふところから一枚のビラを取り出して広げた。

「これ、つい最近手に入れたビラだ。共和国の南側で刷られたやつ。まだ情報規制中オフレコなんだけど、現場にいた人間から直接もらえた」

　おっさんと密会していたマイセンブルク帝国の傭よう兵へいテオドアからもらった情報だ。差し出した印刷ビラを受け取って、ライアス公がそれに目を走らせる。

「えーっと、共和国語か。『王冠領大元帥スタロサンビルスキの死は』……はぁ!?」

「なんだとぉ!?」

　途中まで読んで、飛び上がるように公爵と伯爵が立ち上がった。

「スタロサンビルスキが、死んだ？」

「４年前に帝国軍とオレらを打ち破った共和国の英雄が!?　そいつは本当にあのアイツか!?」

「いや……いや、アイツだ！　アイツだぞこれ！」

　目を見開いて食い入るようにビラを覗のぞき込こむふたりに、僕は腕組みしてうなずいた。

「そうなんだよ。歴戦の総軍司令官にしてファヴェール＆帝国の４万軍団を打ち破った宰相兼大元帥の大英雄・スタロサンビルスキ。彼が死んだっていう情報をね、ちょっとしたルートで手に入れたんだ。死んだ直後のいまは、共和国に攻め込む大チャンスだと思う」

　僕が言うと、ふたりは目を剝むいて振り返った。

「「これを、先に、言えよ!!」」










　国内の説得工作はだいたい順調に進んだ。

　王国会議リツクスラーズは賛成多数で外征軍編成予算が通過。いちおう侵攻先は伏せているので、ついに戦争へ向けて王室が本格始動し南方へ進軍という印刷ビラがばら撒まかれたりもしたが。

　外征軍に抜ばつ擢てきする連隊、騎兵隊、砲兵隊、輸送船団、戦闘艦隊、その他の抽出が順次行われていく。

　酒保商人が駆けつけ、兵士たちは家族に別れが近いと告げて、士官たちは決起集会を開いて絆きずなを強くし、それぞれが戦に向けた準備をし始める。

　そんななかで、僕も最大の難関に挑んだ。

「──だからな、お父さんたちはしばらく会えなくなるんだ」

　そう告げたとき、子どもたちは真顔で僕をじっと見ていた。

　カタリナも、ルーカスも、微動だにしない。

「もしかしたら、いや絶対に気をつけるけど。……帰れないこともある。そうしたら、お前たちにこの国を任せる。わかったな？」

　これは戦争をするなら絶対に伝えろと、ふたりの母親から言われたことだ。どっちからも。

　脇に立つソアラとテレンティアに一瞬だけ目を向けると、小さくうなずいていた。女王と元皇女は、平和ボケしてる現代日本出身に厳しい。

　さて、では厳しい当世生まれのふたりはどうだろうか。甘いと言われようが健康体にすべく育てたふたりの子どもに、視線を戻す。

「「…………」」

　通じてる？　とちょっと不安になるくらい、黙ったまま僕を見ていた。

「えーっと……死んじゃうかもって意味だけどでもほら気をつけるから大丈夫」

　じわりと、ルーが目に涙を浮かべた。

「う、お、きを、づげ、でぇ～～～!!」

　まぶたから零こぼれる水滴を両手で隠そうとし、俯うつむいて隠そうとし、身を折って隠そうとして、ついにはぺたんと床に丸まって泣きながら言葉を吐き出している。

「ルー!?」

「ルーもだめですけど!?　ちぢ[image: う゛][image: え゛]のぜいですけど!?　だっで!?」

「カタリナ!?」

　ひー、と堰せきを切ったように涙を流しながら弟を引っ張って立ち上がらせようとする姫。うずくまって顔を上げない弟分。

「なんで追撃するんですかナオキさん」

「せっかく立派にお別れできるように仕込んだはずですのに……」

　はー、とあきれ顔の母親たちである。

「いや前もってそういう気分にさせた母親のせいじゃないかな!?」

「まーほら。まー、ほら。ふたりとも～、がんばって～」

　泣いている姉弟をトゥーナが励ます。しかし、背中をさするツナちゃんにカタリナが叫び返した。

「ツナちゃんもいないでしょ!!」

　そうなのである。

　僕としてはツナちゃんは後方に残したかったのだが、本人がどうしてもと言うので外征組に入っていた。意外なことにソアラすら反対しなかった。この時代、幼児さえ酒保商人隊で兵士と一緒に移動することがある。

　ツナちゃんほどの年齢なら、能力があるなら従軍は自然と思われたようだった。いやまあ江戸時代でも15歳で元服成人だったらしいけど、僕としては反対してほしかった。

「あたしはもう大きいもん。最小自乗法使えるし」

「あんざんできますけど!?」

　不毛な抵抗をするカタリナである。さめざめ泣き続けるルーも起き上がらない。

「はいはい子どもたち、そこまで。いますぐお別れじゃないんだから、顔を見せてくれよ」

「「は[image: い゛]……！」」

　なんとか呼びかけに答えてよろよろ立ち上がる子どもらに、僕は膝をついて両手を広げる。

　ふたりともすぐに飛びついてきたので、なんとか受け止める。

「カタリナ、ルーカス。ふたりとも愛してるよ」

「わたしもあいしてます、ちちうえ……！」「ぼくもあいしてますぅ[image: う゛]！」

　ちょっと照れくさいけど、一年近く会えなくなるか、下手したら子どもたちには最後の記憶になるかもしれない触れ合いだ。恥ずかしがってる場合でもない。

　しばらく抱きしめてから解放し、ソアラのほうへ送り出す。

　とはいえ、さっきやりとりしてたみたいに事前のお別れはしてたらしい。ふたりはまた泣き出したりはせず、ソアラの前で神妙に並んだ。

「ルー、カタリナはあなたがお気に入りみたいですので、くじけずに仲良くしてあげてくださいね」

「おまかせください……あねさまも、じょおうさまも、だいすきなのでっ……！」

「ありがとう、ルーカス」

　手を握ってソアラに諭されたルーが、泣き笑いながら答えてソアラの指に口づけした。白銀の女王は小さな頭をそっと引き寄せて金色の髪を撫なでて感謝を示す。

　そして次に、ソアラはカタリナの両手を握りしめて力強く目を見開いた。

「いいですか、わたしがいない間に『ママと約束してる～』とか言う人を決して信用してはいけません」

　カタリナ相手にはいきなりそんなことを。

　教育ママか。

「あなたの婚約や友だちについて、わたしが勝手に決めたりしません！　わたしも昔それを言われましたが、大まかには噓うそでした……！」

　ちがった。ぼっちママだった。

　王女特有のしつけを受けるカタリナだが、ソアラの幼少期が暗すぎる。しかも〝大まかには〟って。世知辛いなオイ。

「でも、もしははうえのともだちだったら……」

　カタリナが不安げにそう言うと、ソアラは首を横に振った。

「信じなくていいです。母上に友だちはいません！」

「ははうえに、ともだちはいません……!!」
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　幼女が衝撃を受けている。ちなみに言わされてるのは実の子です。

「不ふ憫びんな子だな……」

「かわいそがらないでくださいっ」

　カタリナを庇かばうように抱きしめて僕を睨にらむソアラ。

「ソアラに言ったんだけど!?」

「ええっ!?」

　なぜか驚きよう愕がくするソアラの顔を、はっしと小さな腕が抱き寄せた。そして、「かわいそがらないでちちうえっ」

「「カタリナ!?」」

　相伝されてしまった瞬間だった。




　　　　◯




　水の都のとある居室では、べつの男たちが顔を突き合わせていた。

「このままおめおめと帰国はできない……！　卿けいもそうだろう、タストルプ卿きよう！」

「えっ、なんでですかビルン男爵？」

「なんでもクソもあるか！　ファヴェールの船はいまやファルド海を覆っている！　先の戦争でわが国は港を押さえるはずだった。しかし戦争が長引いたせいで議会が戦費を渋り、通関税で矛を収めた。奴やつらの姑こ息そくな交渉と工作のせいだ！」

「はあ」

「交渉には交渉でやり返すべく、戦争に引きずり込むのが我らが使命だ！　それを果たせず帰ったところでなんになる！　子どもの使いか!?」

「でも王陛下はそんなこと言ってましたっけ？」

「言葉どおりに受け取ってどうするのだ！　人よりも多くを望まれるのが貴種の宿命だぞ!!」

「ま、ま、仲なか違たがいはあまり良くない」

　やんわりとした第三の声に、言い争っていたオルデンボー大使らがそちらへ目を向ける。

　ワルテリナ大使オディロンは、用意された部屋の調度を楽しむように悠々とくつろいだ様子のまま、両大使へ言葉を投げた。

「確かに、この急展開には驚いた。女王陛下らにそのような素振りは、ま、なかった。どころか……与くみしやすいとも、思えていましたな。それがいきなり、こうでは。ははは、してやられましたなぁ」

　軽い笑いすら交えて語り、伯爵は手を組み合わせる。

「正直なところ、私ワタクシとしても帰れなくなってきたと、言えなくもないですなぁ」

「そうでしょうとも！　こうなれば、我ら大使は同盟軍とファヴェール軍の迅速な連携を名目に、侵攻軍にも食らいついていくより他あるまい!!」

「あれ、でもわが国から援軍は送らないって言ってなかった？」

「ただの名目だ男爵！」

「ま、落ち着いてくださるよう、大使殿。私ワタクシとしても、それはなかなか魅力的な話に思える。あなたたちがファヴェール軍についていくなら、仲介役の私ワタクシもついて行くことになる。乗りかかった船の船頭としては、ちょうどいいご意見です。彼らに提案する時には支持しますよ」

「うむ、それは頼もしい。感謝しますぞ大使」

「いえいえ、なんのこれしき」

　髭ひげに当てた指をつつっと動かし、人当たりの良いい微ほほ笑えみを浮かべるオディロン。

「本国に奴やつらの動きを逐一報告し、情勢を見極める。劣勢になった時機を見計らって、同盟軍に援軍を求めるように持ちかけるのだ。わが王がもし戦を終えていれば、ファヴェールを盾にしながら共和国の港を攻める余裕もあるやもしれん。この事態を利益に変えるのだ！」

　ビルン男爵は決意を新たにして拳を握った。




　　　　◯




　一度決めてしまえば、あとはもはや流れるように日々が加速する。もちろんそれは、ソアラも僕もそれぞれで内々に準備していたおかげでもあるが。

　作戦計画の立案は瞬またたく間まに完了していた。あとは実行するのみ。オルデンボーが大軍をもって〈誓連会リーグ〉への攻撃を始めたのより少し遅れて。

　ファヴェール王国は、ピエルフシュ共和国に宣戦布告した。
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◯第四章　がんばりません、勝つまでは









　伝統派誓合連盟会と福音派同盟の戦いは、周辺諸国で最大の関心事であった。

　であるからして、諸国の上層部はついに生み出された多国間同盟軍に釘くぎ付づけであった。

　オルデンボー王国軍３万５０００、その援軍として送られたエイルンラント傭よう兵へい軍１万、そして、彼らを待ちわびていたかのように現れた帝国内の新たな同どう憂ゆうの徒レグナム軍１万５０００。合わせて６万もの同盟軍にガブリエル皇帝と誓連会軍が対抗しうるのか。

　その大軍が相見える戦場に馳はせ参さんじるべきか否いなか。周辺世界がすべて注目するべき関心事はそれ以外に無い。と、思われていた。

　ファヴェール王国、ピエルフシュ共和国へ宣戦布告す──

　その報は雷鳴のように諸国へ轟とどろいた。

　当たり前だ。ファヴェールといえば〈同盟アライアンス〉に名を連ねていても、しょせんは北の小国。とりえはせいぜい鉄と銅の産地だ。最近は武器も売っている。ならば、この戦争で多少儲もうけることはできる。だがそれ以上はできまい。北ほつ方ぽうの鉄臭い鉱業農民いなかもの。それが共通認識だ。

　にもかかわらず、人口では10倍にも及ぼうかという共和国へあろうことか侵攻した。

　前ぜん代だい未み聞もんの大軍を編成した同盟軍に負けず劣らず、北の小国ファヴェールは巷こう間かんの話題となった。人々の関心を惹ひくものをファヴェールが持っていたからだ。

　新しく即位した周辺世界で最も美しいと言われるソアラ・エステル・ロートリンデ女王。そして女王の右腕にして妙な噂うわさの絶えない〈魔術師〉ナオキ・セリザワ・ロートリンデ宰相。世にも奇妙で、しかも若い二人組への関心は、謎めいた宰相の出自や果断な女王の政策でいやがうえにも高まっていく。

　人により「隣国への対抗心でやらかした」「図に乗った」とも「勇武に尽きない」「大胆不敵」とも評され、ファヴェール国内では酒場で乱闘騒ぎにすら発展するほどであった。

　それらの喧けん噪そうを消し飛ばす第二の雷鳴が、誰も予想できないほど早く轟とどろくことになる。

　宣戦布告よりわずかに５日後のことだ。

　ピエルフシュ共和国の港湾都市ジムシェク、陥落す──

　共和国で有数の港がファヴェール軍の手に落ちたとき、人々は戦慄する。

　あるいは、まさか──北の小国が獅し子しの牙で駿しゆん馬めの首に食らいつくのか、と。




　　　　◯




　海を渡り、船団を倉庫として活用しながら先回りして野営地を作る。兵士の行軍速度と船足、積つみ荷にの輸送量と消費量など、さまざまな計算問題を駆使して立案されたのはただ単に『早く歩くための計画』だった。

　この時代で集められる〝普通の軍隊〟なら──たとえば同盟軍に参加してたら──こんなものは計算できないことだっただろう。

　通常の軍隊は、本国と現地の両方で募兵に応じた傭よう兵へいだ。昨日まで農民や職人だった一般市民が、槍やりを持って歩くだけで兵隊稼か業ぎように早変わりというわけである。

　しかし、ファヴェール軍はちがう。

　全員がこの数年で集められ訓練された若者たちだ。彼らは時間をかけて兵隊にされていた。もっとも兵隊らしい仕事はなんだろうか？　華々しい戦い？　半年間も訓練されたわが兵たちは口を揃そろえて言うだろう。「歩くこと」と。

　号令を聞いて集まり、決められた人員で列を作り、歩調を合わせて数キロメートルも歩いていくこと。兵士になりたての若者にはこれができない。できてもたいていは重い荷物と長い道のりに疲ひ労ろう困こん憊ぱいになる。

　というわけで歩くプロすなわち組織化された兵士たちは、船団からの補給を十分に受けて身軽にかつ迅速に進軍。ファヴェールの西方領地に陸揚げされ、宣戦布告のちょっと前から歩き始めてわずか２日でジムシェクの港を包囲した。

　南方でトゥルーク帝国と戦火を交えていたピエルフシュ共和国に、北部沿岸まで防衛する兵は残っていなかった。守備隊はファヴェール軍の行軍があまりにも速く、集結することができなかった。

　一方ファヴェール軍は計画に従って、陸からも海からも港を包囲した。その時、ジムシェクの守備兵はわずか１５００人。ファヴェール軍２万と戦闘艦を含む大船団に戦意を保つことはできず、たった３日で港は降伏した。

「港の制圧はあくびが出るほど楽な戦いだったなァ、大将」

「まだ緒戦だぞおっさん。言うのが早い」

　口ではたしなめておくけど、実は同感だ。士官たちは傭よう兵へいなどよりはるかにお行儀の良いい国民兵を指揮しつつ、馬で移動しただけ。

　途中で少しの抵抗があったものの、軽傷者くらいしか出てない。10人が棒きれ持って抵抗するところに１００人以上の兵士が訪ねれば、話し合いだけで終わる。当たり前だ。

　あっという間に制圧した第一目標で、いまは連隊スタッフが中央本部を立ち上げ中だ。僕とおっさんは市庁舎の一室で海を眺めつつ、今後の予定を立てている。

「ならこの後はどンな具合だ？　激戦なのか大将？」

　来客用らしき豪勢な椅子に仰向けに寝そべりながら言うおっさん。騎士サー・レオンと呼ばれる身分になり、服も貴族と一発でわかる仕立てなのに、うさんくささは相変わらずだ。

　僕は押おう収しゆうした書類を次々に読みながら答える。

「ジムシェクで集めた税の帳簿によると、第二目標プラビナス地方はがら空きだ。軍を分けて第一軍を女王陛下の直じき率そつ軍団として進軍し、第三目標クシュビアの港と地域を制圧してもらう。僕らは第二軍だ。プラビナス地方で素早く砦とりでをいただいていく」

「軍を分けるだァ？　数の有利は？　いいのか？」

　頭を持ち上げて意外そうにしている。僕は微苦笑で答えた。

「共和国の防衛隊が想像以上に機能してないのさ。これほどの港湾都市に１５００人の守備隊しかいないのは、僕たちが速いだけじゃない。敵が遅いんだよ。小国ファヴェール相手に持ち場を離れていいのか？　って、南の戦線にいる将軍の指示待ちだ。待ってる間に陥とす」

「そんなに楽な相手かァ？」

　疑惑の視線が飛んでくる。その気持ちはよくわかる。だが、

「南の戦争で、愚王を諫いさめていた偉大なる英雄スタロサンビルスキ以外にも元帥が２名も殉職してる。それでも戦線を持ちこたえてるのはさすがだけど……たとえばライアス公とケズテルド伯爵が同時に死んだと思えばいい。軍閥同士で次のトップを誰にするか、相談するだろ。下手すれば争うまである」

「ハッ、なるほどねェ。ま、できるってンならいいさ。それより、だ。そういうことならちょっと相談だ」

　よっ、と身を起こすおっさん。僕も紙をめくる手を止めた。

「なんだ？」

「大将。俺の息子はどうしてくれンだよ？」

　いきなり変なことを言い出した。

「どうって、なにが？」

「決まってんだろォ？　手柄だよ、手柄。まさか嬢ちゃんのお守りだけで、ドグの戦争を終わらす気かよ。男だったらよゥ、戦って言やァいっちばんの見せ場だぜィ。だが楽な戦場じゃ見せ場は最前線にしか無ねェだろ。だったら、お守りさせとくなァ残酷じゃねェか？」

「……驚いたな」

「あァ、なにが？」

「親みたいだ」

「ハッ、言ってろよ。大将が言う資格は無ねェって断言するね俺は」

「なんでだよ。僕はこれでも、我が子はツナちゃん含めてみんな可愛かわいいって思ってるぞ」

「ほぉウ、だったらドグなんぞ近くに置いといていいのか？」

「……どういう意味だ？」

　首をかしげる僕に、おっさんが薄気味悪く笑う。

「発情期のガキはよゥ、女に近づけば犬ころみたいに尻を嗅ぎたがるもんだぜ？」

「む。いやそれは……。む。だけどそういうのが心配だから、護衛をつけてるわけで……」

　心配してないわけじゃない。だから相応に信頼のおける縁故の護衛をつけてるし、侍女たちにもトゥーナを見ておくように言ってある。

「犬コロがしがらみ忘れンなァ一瞬だぜ？　骨が投げられたらすぐに飛びつくさァ。だからよゥ、ここらで手柄を挙げさせて童貞切らしとこうぜィ」

「まあ、武勲を挙げれば酒場のナンパには困らないだろうけど……っていうか、最初からドグが女に困るようには見えないけど？」

　背も高いし、腕っ節も強い。おまけに士族の息子。それに目つきは悪いし表情は怖いが、顔立ちはわりと良いい。あれでモテないということはないだろ。

　が、

「あァ？　ちげェよ。嬢ちゃんに惚れてンだろ。ありゃどう見ても」

　おっさんはなにげなく爆弾発言した。

「は──!?　え、マジで!?　ツナちゃんに!?」

「驚くことじゃねェよ。嬢ちゃんだってもうそういうトシってこった。男のひとりやふたりたぶらかしてもおかしかねェ」

「ううん……そんな……あーでも言われてみるとなんとなく……？」

　思わず天を仰ぐ。そんな馬鹿な。いやしかし可愛かわいく育ったツナちゃんに惚ほれる男がいてもおかしくはない。と思う。思いたくなかっただけ？

「だがドグの野郎はなにやってんのか、尻を嗅ぎにいかねェ。しかもだ、しかも、だぞ？　港を占拠して出発する前に、娼しよう婦ふを雇ってアイツのところに送ったんだ。野郎、次の日に俺のところに来てなにしたと思う？」

「なにしたんだ？」

「激怒して怒鳴り散らしたんだよ！　女を抱かずに帰したって言うんだぜ？　信じられるか!?　このままじゃワルテリナの気持ち悪いヤツらみてェになっちまうぞ」

「ああー、なんだっけ。身分の高い既婚の女性貴族に〝清い忠誠〟を誓う宮廷文化だっけ」

　なにかの騎士道物語が一大ブームになったのが発端だったとか。

　若い騎士が貴族の奥方に対して忠誠を誓い、決して触れ合うことはせずに純粋な愛を語り続けるという妙な文化だ。

　奥様は暇なときに若い騎士と語らいができてハッピー。騎士は戦場でも後方でも理想の自分を褒めてくれる婦人がいてハッピー。そういう関係らしい。

「ソイツだ。胸がムカついてくるぜ」

「最近は廃れてきたって聞いてるけど」

　結局は痴情のもつれに発展するか、こじらせるかする結末が多かったらしい。

「だからやりすぎなクソだけが生き残ってンだよ」

　なるほど。マイナーなマニア趣味扱いだ。

「とにかく、手柄だ。手柄を立てりゃァ、なんでもやる度胸がつくってもンよ。嬢ちゃんの尻に行けねェなら、正面からかっ攫さらえる度胸をやらなきゃならねェ。つかなきゃ殴り倒して裸に剝むいて嬢ちゃんの前に投げ込んでやる。だからよ、最前線にぶち込んでやってくれ」

「死んじゃうかもしれないけど、いいのか？」

「なに、次のガキはもう生まれてる。大将ンところで産んだヤツがな」

「それ聞くと親心があるのか無いのかわからないな……」

　複雑な心境にされる。

「でもま、いいだろ。オードッグが戦闘に参加できるように取り計らおう」

「ソイツぁどうも。俺の仕業ってなァ黙っといてくれよ」

「……分かったよ。メイザー家の家庭平和に協力しよう」

　まあ有能な騎兵士官をずっと護衛武官に据えておくこともない。

「だけど、戦闘がそんなにあるとも限らないぞ。僕は奴やつらの防衛隊を避けていくつもりだし」

「あン？　そうなのか」

「ああ。いちいち戦闘してられない」

「ふゥむ……ちと退屈だなそりゃ」

「僕は楽な方が好みでね」

「大将はそうだろうなァ。でもよ、気ィ付けといた方がいいぜィ」

「なにが？」

「俺ァ、バカヤロウ代表だ。俺が退屈するってことは、これから退屈するヤツがわんさと出るってことだ。退屈になりゃロクなことしねェ頭が軽い奴やつらは、腐るほどいる。俺には部下がいるから、やることがあるがね」










　ファヴェール軍を第一軍と第二軍に分けるべき、という意見はソアラにあっさりと受うけ容いれられた。

　軍議を開いてそれぞれの目標を打ち合わせ、緊急事態の対応も決めておく。

　あまり細かく決定すると逆に行動の自由度を失うので、大目標をそれぞれ設定しただけだが。

　第一軍はソアラ率いる主軍１万２０００。西へ向かってオストール地方を広く制圧し、可能であれば海上封鎖した共和国最大の港湾都市ペリルを陸からも攻める。

　第二軍は僕が率いる８０００。ファヴェールの西方領地と地続きのプラビナス地方を制圧していく。穀倉地帯の出口である港は押さえた。あとは守備兵を排除していく。

　もしも危なくなれば海軍と傭よう兵へいで固めたジムシェクに戻ってくることにする。

「しばらくお別れですね、ナオキさん。お気を付けて」

　名残惜しそうに言うソアラに、僕はうなずいた。

　改良を重ねて洗練された軍服を身にまとい、凛りんとした男装をしていながらも美しさだけは阻はばまれない。そんなソアラと会議机に広げた地図に向かって立ったままあれこれの打ち合わせを重ねていたら、なんだか懐なつかしい思いに駆られたりする。

「ソアラも。そっちのほうが共和国の兵隊が多いと思うから」

　共和国最大の港湾都市ペリルとその河川流域を奪う予定の第一軍は、抵抗もそれなりに予想される。だが、スタロサンビルスキの領地だったのだ。あの地に兵士はいても将はいない。

　逆に、第二軍が行くプラビナス地方は将はいるが兵士がいない。

「……そういえば、こういう戦争でソアラと完全に別行動になるのは珍しいな。大丈夫か？　やっぱり第二軍はライアス公に任せて僕も一軍に行こうか」

　なんだか途端に心配がこみ上げてくる。そんな僕を見てソアラはくすくす笑い出した。

「大丈夫ですよナオキさん。心配しないでください。いままでだって、内乱鎮圧はわたしひとりでやってましたよぅ？」

「地方貴族の反乱とかとはちがうだろ」

「敵味方合わせた総軍はちがうかもしれませんが、戦う兵数比でならそう変わりません。敵より３倍の兵力を集めれば短期の勝利が望める。そういう結論を出したじゃないですか」

「まあそうだけど……」

　戦力比２倍程度だと敵の抵抗が長引くものの、これが３：１になると途端に決着が早くなる。不思議なことに、これは動かしがたい事実だった。

「帝国じゃ分かれて戦ったら悪いことが起きたからな。間一髪だった。あの時と敵が同じだから不安になってるのかも」

　帝国で兵を分けたとたん、ソアラを謀殺しようとする勢力により本営を奇襲された。あの時に間に合わなかったらと思うとぞっとする。

　ソアラが僕の手を持ち上げて、そっと頰を寄せる。

「大丈夫ですよぅ。わたしには……可愛かわいい子どもたちが待っていますから」

「それダメなやつだって！」

「ええっ？」

　死亡フラグ立てるのやめてほしい。

　僕の反応に困惑顔をしたソアラが、ちょっと思案する。

「んぅー……あ、ではこんなのはどうですか？　ペリルの近くには、温泉が湧いているそうです。新婚旅行でも、ナオキさんは温泉大好きでしたよね？　それなら……」

　ソアラがそっと手を添えて耳打ちする。

「……また一緒に入るために、がんばりますよーぅ？」

「オーケイ。えっちなことならソアラは失敗しないよな。それが失敗するのは必ず僕のせいだ」

「も、もうっ」

　頰を赤く染めて顔を隠そうとするソアラを引き寄せ、キスをした。俄が然ぜんやる気が湧いてくる。手玉に取られてる気もするが、それでも悪くない。
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　大船団の威容だけで貧弱な共和国海軍を出撃すらしないまま沈黙させ、瞬またたく間まに沿岸部を広く手中に収めたファヴェール王国は躍進を重ねる。

　軍をふたつに分け、東と西の両方へ占領地を拡大していった。女王陛下率いる第一軍は、東へ進み河川流域を遡る。途中に遭遇する共和国守備兵を圧倒しながら、堂々と進軍していった。

　一方、宰相ナオキ率いる第二軍は奇妙な行軍をする。敵の部隊と接触することを避けて、森や湿地を踏破していったのだ。細い道を行く軍に、しかし足を止める者はいなかった。共和国が気づいたときには、すでにファヴェール軍は目的地へ到達していた。

　ひと息にプラビナスの中心都市を包囲したファヴェールは、ジムシェク河口から遡そ上じようさせた小型ガレー船で砲撃を加える。町を守るプラビナス地方野戦元帥を閉じ込めた。そして町を包囲したまま、本隊として６０００を指揮して周辺の各砦とりでをひとつずつ陥落せしめていく。

　将と連絡を取ることもできず、戦いもせずに白旗を揚げる砦とりでが相次いだ。

　侵略は順調に進んでいると言えた。
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「あまりにも横暴、あまりにも身勝手。これがファヴェールのやり方でありましょうか！」

　もみあげと一体化したもじゃもじゃの髭ひげ。刈り上げた側頭部に、頭頂部だけ髪を残していて軽くモヒカンに見える。なんだか個性的な頭をしたその人は、ピエルフシュ共和国から派遣された大使だ。

　砦とりでから守備兵を追い出して占領作業中、少数の騎兵と一緒に大使が駆け込んできた。忙しいので砦とりでの教会で対面することになってしまった。すぐ外では守備兵たちから奪った武器や鎧よろいだとか、砦とりでの設備や厩きゆう舎しやの馬を収奪する兵士で騒々しい。

「まあ実際やってるので、批判はあえて受け止めましょう。ラコビッツ議員」

　僕としては、肩をすくめる他ない。そんな反応は怒りを誘うだけだったらしい。彼は目つきを険しくした。

「わが〈自由王〉にファヴェールの王権の放棄を求めたかと思えば、唐突な宣戦布告。福音派の横暴極まれりと、わが領地では戦々恐々とする市民の嘆きが鳴り止やまぬ行いだ」

「民を思うなら、簡単な解決策がある。こちらの要求を飲めば良かった。戦争にならなかった」

「王権の放棄ばかりかペリルの徴税権まで求めておいて、そんなものが我々に飲める話であるわけがないだろう!!」

　このあたりちょっと複雑なんだが、共和国の〈自由王〉はかつてファヴェールの王だった。同君連合というやつだ。しかしオルデンボーに徴税を任せ弾圧政策をした。ソアラの父が決起してファヴェールは独立国家を名乗り、民に無関心な外地の王と隣国との不平等条約も破棄した。

　ゆえに、〈自由王〉にはファヴェールの王を名乗る権利がある。権利だけはある。この世界の慣習として。

　今回、ファヴェールが宣戦布告の理由にしたのはその王権だ。形骸化している〈自由王〉の王権の正式な放棄。それに不利益な弾圧の賠償として、共和国最大の港湾都市ペリルの徴税権を５年ほど要求。

　見事に却下されたため、〈自由王〉にいまだファヴェールへの野心ありとして宣戦布告した。

　建前とはいえ、手順は踏んでいるのである。

　で、あるから、

「大使のお気持ちもよくわかります。しかし、我々は福音派の庇ひ護ごを掲げており、対して共和国は〈誓連会リーグ〉の一員でつい先年にもモスコヴィヤ帝国を伝統派に教化しようとされていた。〈同盟アライアンス〉の一員としてこれは当然の行動」

「……では、ファヴェールは王権の放棄と徴税権を求めている、ということでよろしいか？」

「もしもそれが停戦の条件についてということなら、こうなるとまた違ってくる。我々は独力で、すでにペリルへ出入りする船舶に海上で徴税を行っている。ならそれ以上のことを求めたい。支配したジムシェク、そしてプラビナス地方とオストール地方、あとペリルの割譲をしていただけるなら停戦も検討する」

「そのような大規模な領地の割譲など、わたしの権限の範はん疇ちゆうを超えている！」

「であれば、持ち帰って検討してください。会えて良かった。お帰りはあちら」

　悲鳴のように叫んだ大使に、教会の出入り口を指差して行動をうながす。僕はいま戦争で忙しい。いまは１秒でも多く作戦行動に費やしたいのだ。

「ぐう……！　失礼する！」

　うなり声を上げて、大使は扉が外れないかと不安になる勢いで出て行った。

「強気だなァ、大将」

「勝ってるうちくらいはね。負けたら土下座だ」

　おっさんに言われて肩をすくめる。

「なんだぁ……？　ああっ、閣下！　失礼しました！」

　通りがかりだろうか、大使が騒いだので興味をそそられたらしい兵士たちが教会を覗のぞいてきた。慌てて姿勢を正している。

「べつにいい。会合は終わった。きみたちも仕事に戻れ」

「はっ！　では、と」

　兵士たちは薄笑いを浮かべながら教会に入ってくる。

「？」

　首をかしげる僕の前で、兵士のひとりがおもむろに扉の脇にある燭しよく台だいに手をかけた。

「よし、こいつからでいいだろ」

「ストップ。手をつけるな」

　いきなり略奪を始めようとした兵士に、僕は待ったをかける。

「え？　いや、でも……錫すずかもしれませんがいちおう……」

「やめろと言った。聞こえなかったか？　お前たちもだ。山賊みたいに神の家をひっくり返すのはやめろ。外に出てけ」

「……はっ、失礼しました」

　不承不承、という顔で引き下がる兵士たち。僕は彼らをじろりと睨にらんで言う。

「周知しとけ。ファヴェールは福音派の庇ひ護ごを実行する。だがたとえ伝統派相手であっても、教会に火をつけたりはしない。わかったな」

「……はあ」

「わかったな!?」

「わかりました！」

　兵士たちを追い返して、僕はため息を吐いた。

「いいのかよ、大将？」

　おっさんが眉を上げて言ってくる。

　略奪を禁止するのは、つまり兵士の不満を溜ため込こむということだ。反乱の危険が増す。

　でも、止めておかないといけない理由もあるのだ。

「仕方ない。これでピエルフシュ共和国が王権強くて福音派の弾圧が激しい国だったら、教会の十字架まで鋳潰してたさ。報復的な略奪なら誰も文句言わない。でも残念ながら、この国は議会制で多民族国家だ。宗教には寛容だよ。そこへ来て侵略者のファヴェールが弾圧政策してみろ。ウケが悪い」

「ふゥん……ま、俺はどうでもいいがね」

「だったらいいだろ。仕事しようぜ……って、おおう」

　教会から一歩外に出た瞬間、目に入った光景に思わず呻うめく。

「ンだよ？」

「見てくれ、ドグがツナちゃんを守るために背後に立ってる。なんていじらしい……」

　並べられた武具を数えてメモを取っていくツナちゃん。ちょこまか動く少女の後ろを無言でついて歩くドグ。おっさんに教えてもらってから見ると、なんとなくうなずける光景だ。

　だって護衛任務外して騎兵隊を任せたけどやってるからねアレ。

「女のうなじ見て勃起するヤロウかもしれねェだろ。イライラするぜ」

「ぶふっ、自分の息子になんてこと言うんだ」

　ちょっとウケちゃった。すまんドグ。

「てかよゥ、大将はツナ嬢ちゃんのお相手がヤロウでいいのか？」

「手塩にかけて育てた天才だけど、人生は自由だ。この時代じゃちがうかもだけどね。少なくとも、僕はそうやって育ててた。……カタリナもルーも母親が特殊だから、そのしがらみはむしろ身を守るために使わないとならない。あのふたりの振る舞い方を教育するのは、母親たちでいい。

　だけどツナちゃんくらいは、僕が教えて育てられたような自由を、そのまま受け継いでもいい。そう思ってる。だから口出しはしないさ」

「はン、ご立派な志なこって。……正直言えよ」

「……ドグの応援してやれない。娘に手を出される親の心境だ」

「ほうら見ろ！　男ってなァ、子どもだって独占してえもんなんだよ！」

　おっさんがニッタニタと笑って肩を叩たたいてきた。うるさいわ。痛いわ。

「そこは〝親ってものは〟にしてくれ」

　苦々しい僕の顔をめっちゃ笑ってから、レオンが肩を組んでくる。

「安心しろよ。しばらくは嬢ちゃんも警戒するさ」

「なんでさ？」

「……俺が女を買ってやった話はしたろ？　買った女にゃ、おっぱいのひとつも見せながら登場してやってくれって頼んだんだがよゥ」

「うん」

「ツナ嬢ちゃんと一緒にいるところに飛び込んじまったらしい」

「「あっはっはっはっは──!!」」

　めちゃくちゃ笑った。
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「待たれよ、そこな御仁はもしやピエルフシュ共和国の大使殿ではないか!?」

　兵士たちが行き交う砦とりでに、新たな来訪者がいた。馬に乗りかけていた共和国大使ラコビッツは、その声に振り返る。

「貴殿はたしか……あー……久しぶりにございますな。オルデンボーの！」

「お久しぶりです。……ファヴェールの陣中にご用事が？　実は我々もでしてな」

「ほお、では〈同盟アライアンス〉で彼らの横暴を制止するおつもりがありますか!!」

「いやあ、そういうことはたぶんできなくって。あ、私ベント・タストルプ男爵です。初めまして」

　喜色を浮かべたラコビッツだが、タストルプ男爵が腰の低い挨拶をしつつ否定した。

「ああ、然さ様ようか……」

「私ら自費でついて回ってるだけなんです。ビルン男爵が『ファヴェール軍が侵攻につまずけば自分を頼るはず』って。まあ、男爵は共和国で在任していたこともあるって言ってたんで。議員ともお話できるっていうのは、ほんとだったんですね！」

「あ、ああ、まあ……。いまは袂たもとを分かったとはいえ、かつては友ゆう誼ぎを交わすこともあったオルデンボーならば、ファヴェールの理不尽な戦に否を唱えてくれるかと思うたのだが」

　あからさまに落胆するラコビッツ。それを耳にしたビルンが、つばを飲み込んだ。

「旧知の縁……で、ありますな。まことに……その言葉、偽りはないものと思って、よろ、よろしいか？」

「ぬ？　お、おお、もちろん」

「ビルン卿きよう？」

　様子のおかしい大使に、残るふたりが首をかしげる。

「実は……我々も、ファヴェールの働きには同盟国として納得しかねるのです」

「それ言っちゃっていいのかい？」

「黙っておれタストルプ卿きよう！」

「ほおう……？」

　あたりを見回し、厩きゆう舎しやにはすでに大使らの付き人くらいしかいないことを確認してからラコビッツは指でビルンを招く。

「して？」

「福音派の教えを伝え広めようという活動がファヴェールにまるで見られない。これではただの侵略戦争だ。……神の教えに、反しているだろう？」

「……しかし、まさしく神の軍勢がごとく破竹の勢いである。そう易やす々やすと勢いは止まらぬ」

「ぬ……」

　ちら、と後ろを振り返るビルン。少し遠くに宰相ナオキが立つ姿を見て、苦々しく睨にらむ。

　だがあちらは彼のことを一顧だにしていない。……いや、むしろ一心不乱に視線の先を見つめていると気づく。

　そちらになにが──と、追って気づいた。

「く……ふ、ははは、なに、心配めされるな。神は乗り越えられる試練しかお与えにならぬ」

「ほう、ではなにか手があると？」

「簡単なことだ。……いちばん弱いところを叩たたく。それが戦の常ですからな」

　ビルンが見る先には、宰相が飄ひよう然ぜんとした態度を崩す唯一のもの──ちょこまかと動く赤毛の少女がいた。
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「閣下、ご報告があります」

「なんだ？」

　森の中をかき分けて進軍している最中に、ドグが駆け寄ってきてそう言った。

　前後に伸びる隊列は細いが、歩みは順調そのもの。僕がいるのはかなり前方寄りの位置だが、特段銃声などは聞こえない。緊急事態ではなさそうなんだが。

「ここから北の地域あたりで、西方領域まで長駆する騎馬盗賊どもが潜んでいる森があると聞きつけました。良ければ隊を分け、その盗賊どもを征伐するべきという意見が士官たちに広まっています」

「それは聞いといて良かった。知らせてくれてありがとう」

「ウス。いえ、はっ」

　ぶっきらぼうにうなずいてから、慌てて敬礼するドグに苦笑する。士官学校に行く前に紹介された時のことを思い出す。おっさんの息子って言うからどんなヤンキーが来るかと思ったら、こんなに真面目な青年だったのは驚きだった。

　外面を身につけるのはなかなか大変だ。僕なんて27になっても身についている実感が無い。

「がんばれ」

　そう告げると、護衛武官改め騎兵士官が目を瞠みはって僕を見た。

「では閣下、征伐隊を派遣するのですか？」

　ギラギラした目でそんなことを言う。

「違う違う」

　僕は慌てて手を振った。

「聞いといて良かったっていうのは、そういう陳情が山ほど来るだろうなって覚悟できるからだよ。征伐はしない。むしろめんどくさそうだからそっちの地域は後回しにする」

「なっ……！　そう、スか……」

　ドグは気難しい顔で奥歯を嚙かんでいる。僕は肩をすくめた。

「不満か？」

「はっ、いや、イエ」

「顔にそう書いてある」

「……ウス」

　青年が仏ぶつ頂ちよう面づらでかすかにうなずいた。小声なのは、周囲への配慮だろう。

　僕も馬を寄せるように手振りで招いてから、小声で話す。

「戦闘らしい戦闘と略奪らしい略奪が無いせいで、みんな不満が溜たまってるのはわかってる。隠そうとしなくていい」

「ウス、ご炯けい眼がんさすがっス。……歩いて、歩いて、包囲したかと思ったらすぐ開城で、柵とか作ったのバラして、また歩き詰めで。歩くのと穴掘りしかしてないな、と」

「まったくだな。しかも港ではこんな印刷ビラが出回ってるのに」

「あ、それ俺も見ました」

　僕の手にあるのは、戦意高揚のためとしか思えない印刷ビラだ。獅し子しが馬の首に食らいついてこちらを睨にらんでいる。『北ほつ方ぽうの眠れる獅し子しが遂ついに野心を露あらわにした』みたいな文言ばかりが飛び交っている。戦場が男たちの晴れ舞台のように書かれていた。

　これは計算ミスしてた。……とは、ドグにはさすがに言えないが。

　ひと言で言えば士気が高すぎるのである。

　実戦に備えて訓練を重ねた兵士たちは、たしかに立派に務めを果たしていた。ただ、それはほとんど訓練どおりだ。歩く、歩く、穴を掘る。そしてまた歩く。

　小規模な地方貴族の反乱とか、盗賊退治とはちがう一大戦争に対して、家族に大殊勲を約束して出てきた者もけっこういるらしい。

　しかし、戦闘らしい戦闘がそうそう起きない。

　一旗揚げると意気込んで揚々と出発してきたのに、このままでは帰国したときに話すのは野営のめんどくささと補給食のマズさばかりになる。それを危惧しているのだ。

　おまけに、ソアラ女王率いる第一軍が立ちはだかる敵軍を粉砕したという一報があった。それに加えてケズテルド伯爵に任せた包囲軍は、敵の町を陥落させれば抵抗したぶん略奪がある慣例だ。

　つまり、ナオキ宰相麾き下かでは、貧乏クジを引いたことになる。そういう噂うわさもあるらしい。

　僕の直接指揮する部下たちは、５年前からの古参兵がいるから規律は保たれている。しかし、人数的な割合ではこれが初うい陣じんという兵士や士官も少なくない。

　浮き足立つ新兵たちが、退屈しのぎに陰口を叩たたいたりしているのだろう。

「まあ、きみの気持ちも分かるよドグ。ツナちゃんに良いいところを見せたいのはわかるけど、それならツナちゃんの負担を増やさないほうがいいぞ」

「そ、そんなつもりじゃ……！」

「声がデカい」

　反はん駁ばくしたオードッグが慌てて口を手で塞ぐ。

「いつか必ず僕たちも戦闘をするから、それまで気長に待ってろってみんなに言っておくといい。まあ、もうしばらくは期待できないかもしれないけど」

「必ず、スか」

「必ずさ。僕らが歩いてるのはどこだと思ってる？　周辺世界で最強の騎兵隊を持つピエルフシュ共和国だ。彼らが擁するハサリア部隊は、３倍の敵を打ち破ることを前提に派遣されるそうだ。敵が１０００いたらハサリア３００で銃兵１００。それが〝同等〟らしいよ」

「へえ……そんなこと、どこで調べたんすか？」

「彼らの雄姿を讃たたえる共和国の本を手に入れてね。まあ、実際過去の戦歴は３倍どころじゃない敵国を蹴散らしてる。で、名誉ある共和国軍を率いる司令官たちは元帥ヘトマンの称号を持ち、その中でも野戦元帥から上は名誉と武勲で彩いろどられてなければならない男たちだ。──な、安心だろ？」

「はあ……」

　僕が言うことにぴんとこないようなので、ドグのために続けた。

「つまり──たとえ僕に度胸があろうが無かろうが、敵軍は必ず勇者たちなんだ。戦いは必ず起きるだろうよ。遅いか早いかだけさ」

「そう、スか」

　俯うつむいてつぶやく若者。血気盛んだからなぁ……しかたがない。

「とはいえ、盗賊の規模は把握しておかないとな。オードッグ少尉、任務を命じる。騎兵２個小隊を率いて北上し、いちばん近い村を占拠して周辺情報を集めておけ」

「──了解！」

　敬礼していますぐ駆け出しそうなドグに向けて、指を立てる。

「待て、情報集めなら適任がいる。キルナ監理官に協力してもらえ」

「……いや、でも、」

「でもじゃないって。だってほら、その、時間が、ひっ、必要だろ……？」

「なんで笑ってんスか」

「わ、笑ってないよ……？」

　好きな子と一緒にいる時におっぱい丸出しの女に乱入されただろ。とまでは言えない。

　言えないが、我慢した代わりに思い出し笑いがこみ上げてくる。

「聞いたんスか？」

「な、なんのことだ？」

　声が震える。いかん。

「聞いたんスね!?」

「聞いた」

　我慢できなかったのでうなずいた。

「あの親父おやじ──!!　いつかぶっ飛ばあああす──!!」

　真っ赤なドグが吼ほえていた。みんなが何事かと振り向くが、僕がゲラゲラ笑ってるのを見て緊急でもないと察し前に向き直る。

　笑いの衝動をどうにか収めながら、なだめることにする。

「ま、まあ落ち着け。落ち着けよ。ツナちゃんは農村育ちだ。そういう職業の女について知識が無いわけじゃないさ。少なくとも、それだけでなめくじみたいに嫌ったりはしないはずだ」

　庶民の子は日常的にそういうシーンに出くわすことがある。畑の中や森の中で盛る若者は、農村ではお馴な染じみのものだ。

　初めて見たものに対する忌避感みたいな反応は無かったはず。

「むしろだから気まずいんすよ。……気を遣われて『あ、ごめん邪魔しちゃったね!?』って慌てて走り去られた俺の気持ちわかるんスか、閣下？」

「女買ったことないからわからない」

「ッ……!!　そりゃ、わかんねえっすよね……!!」

　あれ、なんだかドグが殺気立っている。

「まあほら、だからこれはチャンスだよオードッグ少尉。頑張って誤解を解け。もしくはわだかまりを解け」

　僕が目を逸そらしつつ言うと、ドグはふしゅうと息を吐いて眉をひそめた。

「あの、解けなかったら……？」

「大丈夫だ。その時は僕が彼女に説明する。ドグが買ったわけじゃないしツナちゃんがいるのを見計らって突入させたわけじゃない。おっぱいは父親の善意だったって」

　不安そうなドグに、僕は胸を叩たたいて笑いかけた。

「絶対に自分で仲直りしやすんで……!!」

　あれ、おかしいな。思ってた反応とちがう。

「……まあ、いいから直接ちゃんと話し合うといい。それがいちばん仲良くできる方法だ」

　ソアラともそうやって仲直りしたしな。

　しばらく眉を寄せていたが、やがてドグはぎんと目に気合いを入れた。

「……了解しました！　野郎ども、出番だぞおおおぉぉぉ──！」

　馬を思いっきり走らせてドップラー効果を響かせながらドグは命令を遂行にかかった。

「〝手を出したらコロス〟って付け加えとくべきだったか……？」










「閣下、敵に動きがあります！」

　その時僕は野営のために組んだ天幕の中で、机に広げた地図に向かって立ったままいくつかの線を引いていた。地図の正確さが少し疑問視されるので、それぞれの砦とりでの位置を移動時間と比べて修正するべきかと書き写していた。

　しかしそんな地味な作業も、兵士の報告で優先度は一気に下がる。

「連隊長を集めてくれ」










　予想していたことだが。

　連隊長がすべて集まるころには、すでに兵士の持ち込んだ報告は陣中すべてが知るところになっていた。

　集合してくる連隊長たちが整列するのを待つ間、彼らの様子をじっくり観察してみた。

　遂ついに敵軍が動いた。ようやく戦いが始まる。

　その予感に息を弾ませて集まった連隊長たちが、だいたい半分以上。

　遂ついに敵軍が襲来する。軍団長はいったいどう動くつもりなのか。

　その見極めに肩を強こわばらせていたのがたぶん３分の１くらい。

　思ったより冷静なのが多いな、というのが正直な感想だ。ま、半数以上が同じ意見を持てば一大勢力になってしまうのは当然なんだが。

　演台の上に立ち、連隊長たちを見回して僕は口を開いた。

「こちらに向けて敵軍が動いた。わが軍を撃破するために、〈自由王〉が有するハサリア部隊がここプラビナスへと進軍中という情報を摑つかんだそうだ」

　いったん言葉を切ってみるが、特に目立った反応は無い。まあ『進撃するんだ』と顔に書いてしまっている連隊長もいるけど。

「国王直轄のハサリア部隊だが、数は少ない。共和国はいま、南方でトゥルーク帝国10万の大軍と戦争中だからだ。彼らから見て北ほつ方ぽう沿岸にあたるこのあたりは遠すぎる。苦境の中で我々に差し向けられたハサリア騎兵は、およそ１５００ほどと見られる」

　一方、わが軍は６０００。数の上では３倍以上だ。となれば、答えはわかりきっている。

　だから言った。

「我々は後退する」

　ざわめきが起きた。あまり好ましい響きではない驚嘆があちこちで上がる。

　僕は構わず続けた。

「後退してケズテルド伯爵に任せた包囲軍と合流する。戦力を整え終えたら、いよいよ決戦を行うことになる。というわけで各自、すぐに部隊に通達して出発の準備を整えてくれ。以上だ」

　そこまで言い切ってから、いつもの手順に従って言う。

「──質問はあるかな？」

　ばばばばば、と池から飛び立つ鴨かものように手が上がった。いつもならこんなことは起きてくれないのに、と嘆きつつ軽くうなずく。

「あー、じゃあきみからどうぞ」

　手近な連隊長を手で促すと、彼は気をつけの姿勢で声を張り上げた。

「なぜ後退するのですか、閣下!!　敵が来るならむしろより前へ進撃し防衛に都合の良いい地を選び迎え撃ってしまえばいいではないですか！」

　絶対言われると思った積極案を言ってくれた。

「僕らが防備を固めたら、敵は町を包囲中のケズテルド伯の包囲軍を狙う。だってあっちのほうが少なくて撃破しやすいからな。合流を命じたら町から追撃隊を出してくるかもしれない。だから僕らが後退する。戦力集中の基本原則に従うのみだ。いいかな？」

「……はい閣下」

「じゃ、他には？」

　手を上げる人が半分くらい減った。まだ半分。積極的行動好きだなみんな。

「閣下、であれば敵軍を追撃し野戦を仕掛ければ良いのでは？」

「野戦はあちらの独どく擅せん場じようだし、進軍は向こうのほうが速い。ハサリア部隊は騎兵部隊が主力だからね。人の足より速いし、地の利は向こうにある。追いかけるうちに、僕らは湿地にはまっていて向こうは自由に港を襲うかもしれない。いいかな？」

「……はい、閣下」

　さて、ふたりめが引き下がるとやはり手が上がらなくなった。みんな大勢の前で恥をかきたくはないからだ。

「いいかみんな。よく聞いてくれ。きみたちは慌てる必要は無い。いま慌ててるのは敵だ。僕たちは余裕を持って敵を迎撃する。戦うために包囲軍との合流を果たし、勝つためにこうして意志を統一する。チャンスは待ち構えるだけでいい。飛びついてはいけない」

「あの、閣下」

「どうぞ？」

　おずおず上げられた手の持ち主に鷹おう揚ようにうなずいてみせる。彼は僕を見上げて、言った。

「しかし我々は、士官教育で〝兵は拙速を尊ぶ〟と学びました。敵軍を待ち構えるということは、敵は万全で突撃してくるということですが……それで勝てるのですか？　あのハサリアに」

　彼の疑問は、おそらく慎重派のほう代表だ。

　だから僕は、きちんと答える。

「敵が万全である以上に、我々は完全でなければならない。そのために我々は歩いてきた。諸君らは気づいてないかもしれないが、諸君らはすでに訓練の成果を存分に発揮している。だから、もっと気楽に構えてくれ」

「働きなど……我々は今日まで、ただ歩いていただけです」

「……歩いていただけ？　いいじゃないか」

　だん、と勢いよく演台を踏みしめる。ぎょっとした顔をする連隊長たちに、僕はもう一度足を踏み鳴らして見せた。

「銃を手に西方に乗り込んで、今日この日まで。われわれが我が物顔で踏破してきたのはあの共和国だ。ここに！　こうして！　乗り込んでいるのは、このファヴェール軍だ」

　胸を叩たたいて、足を踏み鳴らして、横おう柄へいに振る舞う。

「歩いていただけ？　いいじゃないか。つまり僕たちファヴェールは、ただ歩いただけで共和国を震え上がらせているんだぞ？　こんなに愉快なことがあるか？」

　どよめきが広がる。顔を見合わせて連隊長たちがにんまりと口くちの端はしを歪ゆがめる。いい兆候だ。

　僕は重ねて語る。

「どんな英雄でも、ただ歩いただけで敵国を滅ぼせるか？　いいや無理だ。だけど、僕たちはやれる。それがこのファヴェール軍だ！」

　笑いが広がる。力強くて、悪ぶった、自信に満ちた笑いだ。いいぞ。その顔だ。

「だが、諸君、これでもやり過ぎだ。ずいぶん一生懸命だ。きみたちはたくさんの訓練をした。最強だ。もっともっと楽ができることに気づいてくれ。いいか？」

　秘密を打ち明ける直前のように神妙に、僕は顔の前で指を立てた。

「指一本だ」

　低い声で、そう告げた。

「いいかい、あのハサリアたちにまみえるとき、我々はついに引き金を引く。──指一本でハサリアを滅ぼすぞ」

　立てた指をくいっと曲げて見せた。

「『準備よしレデイ！』『撃てフアイア！』だ。──それ以上をどうして考える必要がある！」

「そうだ！」「つらいこたしなくていい！」「指一本だ！」「指一本！」「指一本！」

　大きな笑いが巻き起こった。指一本コールが巻き起こる。僕も笑った。

「よし、それじゃあまだ決死の覚悟がしたいやつはいるか？　泥の中を虫にかじられながら走り回りたいのは？　いない？　なら結構。指一本できみたちは勝てる。そのために、兵士がもっと必要だ。本物の兵士が。ファヴェールの兵士たちが必要だ、諸君。わかったな？」

「了解しました！」「了解」「了解！」

　連隊長たちが敬礼する。僕もそれに敬礼で答えた。

「それではよし。訓練どおり、歩いて、撃ってくれ。以上だ」

　というところで、解散の運びとなった。

　共和国としても戦わずして僕らに停戦交渉などできるわけがない。だから、必ず戦いは起きる。あとはいかに完全な状態で迎えるか、だ。
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「ん、んー……？」

　あたしは首をひねっていた。

　ひねって、ひねって、ひねってみる。

「んんんんん～～～？」

「キルナさ──なにやってんだ？」

「んあ？」

　後ろから話しかけられたのでぐりっと振り返ると、横向きに倒れたドグがいた。

　ちがった。あたしがひねりすぎて90度くらい視界が傾いてた。体を起こす。

「ごめんごめん。ドグ、なんだった？」

「いや、キルナさんの侍女がそろそろ話が聞けるかもって言ってたから来やした」

「あら？　察しが良いい……さすがティー姉様の麾き下か」

　散らかし放題で床と言わず家具と言わず紙が散らばる部屋を見渡して、「たぶんそのへんに椅子があった気がするから、どうぞ」

「いや、立ったままでいいよ。で、それは？」

「これ？　えーっと、ほら、こっちは綺き麗れいでしょ。だけどこっちはダメだから、なんでだろうって思って考えてたら……なんか散らかしちゃって。どうしよ。まいいや。ね、ドグはこれどう思う？」

　壁に貼ったグラフを指差して言うと、ドグはぽかーんと口を開けて、

「……俺、その、芸術はよく……わかんねえです……」

　目をそらされてしまった。

「ちがうちがう。これはね、散布図。で、この直線は回帰直線。回帰分析してたの」

「…………えっと」

　うん、ぜんぜん通じてないときの顔してる。

　しかたないので、あたしはひとつずつ説明することにした。

「回帰分析って言ってね。簡単に言うと『どれにどのくらい関係してるか』がわかる統計的手法なの」

「どれにどのくらい……？　ってのは、なにが？」

「なにかが、かな。たとえばね、戦争があるとビールがたくさん売れるの。知ってる？」

「そりゃまあ」

「ビールは兵隊さんの数が増えるから売れます。じゃあ、兵隊さんが歩く距離が増えるとビールもたくさん売れるとしたら、不思議？」

「いや、不思議じゃない。喉が渇くんだろ」

「ここであたしは考えます。〝じゃあ１キロメートルごとに何リットルのビールが売れるかな？〟」

　ドグがズビシ、と指を差した。

「そいつが怪奇ブン石器だな!?」

「……なんか発音おかしくない？　回帰分析。回帰分析ね」

「それで、そんなのわかるのか？」

「まずこれが基本ね」




　y=ax+b




　紙に書いて見せると、ドグがじっと穴が開きそうなほど見つめる。

「それぞれ『ｙ＝ビールの売り上げ』『ｘ＝歩いた距離』になるの」

「なる……ほど……」

　ぐぎぎ、とまばたきしないで見つめるドグ。理解しようとしてくれてるのは伝わる。

「『ｙ＝ｘ』だと簡単だよね？　『ｙ＝１』なら『ｘ＝１』ってなる」

「はい」

「じゃあもし、『ｘ＝１』なのに『ｙ＝２』なら？　『ｘ＝２』で『ｙ＝４』なら？　それぞれ直交座標に点を打ってくね。この点を描いたやつを〝散布図〟って言うの」
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　y=ax　2=a・1　4=a・2




「あとは、この点を通る直線を考えるだけ」

「『ａ＝２』っスかね？」

「正解！　それが『傾き』です。最初の式の『ａ』なのです！　『１キロメートル歩くごとに２倍売れる』が『傾き』になるの」

「なるほど」

　フンフンうなずく騎兵さん。

「『＋ｂ』は『切片』です。回帰分析の『切片』は『データの重心』です。データの点を打ったとき重心に近いと……えっと、良いい感じなの」

「それはどういう……？」

「たとえばデータが『ビールの売り上げ』だから、１キロメートルしか歩いてないのに『３』売れたりするときがあるとします。それが『切片』になるの。つまりこの点は──」

「『ｙ＝ａｘ＋ｂ』で『ｂ＝１』の点だ」

「うん。そしてね、回帰直線は『ｘ』と『ｙ』の両方の平均の点を必ず通過しないといけないの。だから、もしそういうデータが現れたらちゃんとその分の調整をします。そうやって『どれくらい影響してるのか』を具体的な数値にする。それが回帰分析ね」
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「使いこなせば、さっき言ったようなビールの売り上げも本当に予測値が出せたりするわ。船舶建造と木材価格の需給予測とかして、森林の伐採と再生の計画立てたり」

　あたしの説明を聞いて、ドグが帽子を擦る。

「はー……よく考えるなこんなの……」

「直交座標なんて大学の頭良いい人しか使ってないくらいなのに、閣下はこんなに使いこなしてるの。ずるいよね」

　思わず笑っちゃう。デンタ・クーちゃんと同じ『ちがう世界』のものって言ってたけど、いったいクーちゃんの仲間がどれくらいいたら、こんなの流行はやる世界になるんだろ。

「……それで、続きは？」

「うん、それでね。回帰分析は難しいことすると、複数の変数が傾きに影響してる式や、ちゃんと回帰直線に関わるデータなのかチェックできたりするのよ。あと回帰直線をちゃんとデータの重心を通る直線にすること、それが〝最小二乗法〟っていう方法……なん、だけ、ど」

「だけど？」

「あのね、この国だと馬用の麦と人間用の麦って分けてあるの。それで、馬用の麦の徴収額とハサリア騎兵の数は相関関係があるみたい」

「そいつはスゲエ！　……のか？」

　ドグはたまに勢いだけで言う。

「麦の流通記録でどの町にハサリアがどれくらいいるのかわかるかも」

「そいつは……スゲエ……!!」

「うっふっふぅ、天才だから」

　ドヤ顔を決めるあたし。だけど、

「でも、ここから北の一帯は数字がおかしいの」

「あん？」

「徴収額との相関関係が崩れちゃう。だからいろんな記録を探ってたってワケ。それでね、これは直感なんだけど──」

　うーん、ってもう一度悩んだけど、やっぱり、

「北の土地にハサリアいっぱいいると思うの。記録だと誤魔化してる。秘密部隊ってやつでしょこれ。そういうやつよ！」

　地図に大きくバツを書いた。

　あたしが言うと、ドグは目を見開いて、

「……そいつは……ヤベぇ……」

　戦慄していた。

「キルナさん、それが正しいなら……俺たちゃ全滅しちまうぞ」

「……えっ、そうなの!?」

「なんでそこはわかんねえんだ!?」

「戦術にはあんまり興味無いから……」

　もっと早く言えば良かったかな。まずいまずい。




　　　　◯




「敵が軍を分けた？」

　予想外の動きだった。てっきり包囲軍へまっしぐらか、こちらへ突撃してくるか。その二択だと思っていた。

　敵にとってそれがいちばん手堅いはずなのに、数で劣る敵軍がさらに軍を分ける。その不可解さは不気味だ。

「敵軍の動きは？」

「５００は包囲軍へ。１０００ほどが北のリーヴ地方へ向かっていると見られています」

「妙だな……ちょっと全軍に異常が無いか確認してくれ。あ、だけど進軍は止めないように」

「了解です」

　伝令が走り去る。

　敵の揺さぶりかもしれないので、すでに移動を開始していた軍団の足は止めない。だが、敵の意図がうかがい知れない。

「包囲軍を５００で解囲することは可能だ。町の守備兵と連携が取れればいい。ケズテルド伯爵には撤退する用意をしてもらおう。……でも、こっちの１０００はいったいなんだ？」

　敵の目もく論ろ見みが、ちょっと謎だ。

「うーん……」

　地図を置いた机の前を、行ったり来たりしながら考える。

　ハサリアとはいえ１０００の手勢で６０００の軍に向かってくるか？　８倍の帝国＆ファヴェール同盟軍を打ち破ったことはある。

　でもあれは共和国とはいえまれなことで、彼らは他の戦いでは相手の３分の１くらいは数を揃そろえている。

　敵が侮あなどってくれた？　希望的観測はいちばんあとに回すのが僕流。

　リーヴ地方を襲う？　本国を守備する連隊はすでに万全だ。共和国が１０００程度の兵で攻めるわけもない。

　分進合撃？　一方がファヴェール軍を惹ひきつけてもう一方で他方向から同時攻撃する。リスク高いな。

　ファヴェールを引っ張り回すための罠わな？　乗らずにハサリアの退路を断たれたら無駄死にだ。士族の子弟が務めるハサリアはいわば侍。そんなことをさせていい兵科じゃない。

　なんなんだいったい。

「北のほう……北のほう？」

　ぴたりと、足が止まった。

「伝令！」

「はっ、はい！」

「斥候部隊との連絡を確認しろ！　大至急だ！」




　　　　◯




「重くなる荷物は捨てていく！　本隊との合流が最優先だ!!」

　ドグが部下たちに叫ぶ。

　慌ただしく荷馬に物資を積み込む兵士と輜し重ちよう隊の姿がある。本隊との距離はそう離れていない。荷車を捨てて馬に積めるだけの荷物で移動すれば速度が上がる。

　ドグはあたしの話を聞いた直後、斥候に派遣した全分隊の帰還を通達した。伝令を走らせて、狼煙のろしを上げて、部隊の集結を図った。

　だけど、北側へ進出させた分隊だけはどんなに待っても戻らない。

　ハサリア部隊がすでに肉薄してきていると判断したドグは、本隊が確保した砦とりでに急行軍で戻ることにした。

「ふぎぎ……！」

　鞍くらを馬に着けるために持ち上げる。ファヴェールの馬はだいたい小さいんだけど、あたしの腕力がそれより小さい気がする！

「むむ──むわぁっ!?　急に軽くなった!?」

「キルナさん」

「あ、ドグだったのね」

　鞍くらが突然軽くなってびっくりしたけど、なんでもない。ドグがひょいっと横から持ち上げてくれてただけだった。

「ひとりでやらなくても。侍女は？」

「持っていけない書類を燃やしてるわ。うちの内情に関わりそうなやつ全部」

「なるほど。よっと」

　片手で鞍くらを馬の背中に置いてから、ドグは真面目な顔でもう片方の手をあたしに差し出す。

「これを」

　正確には、手にした物を、だった。

「銃？　あたしに戦わせるほど人手不足？」

　高価な短銃だ。騎兵くらいしか持てない歯輪式銃。

「戦ってほしくはない。ただ敵が近いのはたしかだ。万が一、ってのも考えたらあったほうがいい」

「……ありがと。でもいちおうあたしも、超小さい特製のやつ持ってるけど。そんなでっかいベルトだと背負っていかないと無理じゃない？」

　あたしの手でも撃てる大きさのやつを、ソアラ様がくれたのだ。見た目は地味めだけどちゃんと撃てる。一方、ドグが持ってきたのは容いれ物ものがかなり大きい。

「こいつは馬に着けるやつだ。乗ったまま撃つなら２丁はないと。キルナさんはサーベルが無いんだから」

「そういうもんなんだ？」

「そういうもんだ」

　ドグは馬の背中に置いただけだった鞍くらを取り付けて、さらに持ってきたホルスターも装着していた。

「ごっついねー」

　ぽん、と馬の首を叩たたくと顔を寄せてきた。ふんふん言うので顎を搔かいたりしておく。

「へへん、よろしく。コケたりしないでね？」

　ふほ、って鼻息を出す馬。もうちょっと強く撫なでてくれない？　みたいな仕草をする。いやー、通じてないなー。

「キルナさんは大物だな。敵軍が近いかもって時に」

「あ、ごめんなさい？」

　真剣なドグには不愉快だったかな、と思ったけど、見てみたらその顔は穏やかだった。

「むしろ助かるよ。大した落ち着きっぷりだ」

「目の前に敵がいたらわかんないけど、いまはまだ暗い部屋に閉じこもって砲弾の音に震えてた時よりましだから」

「なるほど。包囲された経験があるのか」

「長い話よ」

「今度聞かせてくれ。ぜひ」

　それからドグは、なにか迷うように目を泳がせて、

「キルナさん、あの時のことは──」

　わあ、あの時のアレのことか。いま言うもの？

　いやもしかしたらなにか──

「敵だ──!!」

　ガンガンガンガン!!　と、激しく鐘が打ち鳴らされた。

「ウソだろ、早すぎる！　クソッ!!」

　ドグが走っていった。直後に、銃声が小さく聞こえた。みんなが叫び声を上げて思い思いに駆け出す。

　村の人たちは家に逃げ込み、酒保隊は一目散に駆け出していて、兵士たちはドグと同じほうに走って行った。

　あたしはどうしよう──と、思う間もなく、

「わああっ、どうどうどう！」

　横にいた馬が人の悲鳴にびっくりしたらしくダダッてよろめいた。慌てて手綱を取ってどっかに行っちゃったりしないようになだめる。

「ちょっとダメって！　落ち着いて落ち着いてよーしゃよーしゃよーしゃ！」

　手綱を引っ張り合うあたしと馬。ぐぬぬ、負けてる。

　引きずられつつも馬の目を見て語りかける。

「はいどう！　はいどう！　はいどうーっ！」

　あれこれ語りかけてる？　疑問に思いつつもどうにか逃げようとするのをやめさせた。

　──瞬間、悲鳴が聞こえた。

「あれ？」

　ドグたちが走って行ったのと反対側。酒保商人隊が逃げていったほうだ。

　そっちを見ると、商人隊を跳ね飛ばしながら騎兵が突撃してきていた。

「あ、これやば」

　い、と言い切る間も無く。




　無数の銃声が轟とどろいて、あたしの体は吹っ飛んだ。




「痛ったたた……」

　呻うめく。胸に鈍痛があった。そこを撃たれてたら、人はすぐに死んじゃう。つまり、あたしは──

「大丈夫か、キルナさん！」

「あーうん、へーきっす」

　ぜんぜん撃たれてなかった。親指を立てて答える。

「野郎ども！　逃がすな！　叩き殺しまくれハツカパーレー!!」「叩き殺せハツカパーレェ──!!」

　再びの轟ごう音おん。２度目の射撃でこちらに突撃途中だった騎兵たちがバタバタ倒れて、兵士たちは崩れた敵兵に向けて突撃していった。

　銃声は味方のやつだ。ちなみにあたしを頭突きして転こかしてくれた馬はどっか行った。臆病者め。撫なでてあげたのにまったくもう！

　敵の奇襲が完全に失敗に終わるまで、そう長くなかった。

　駆けつけてくれた侍女さんと一緒に散らばった馬たちを回収してると、戦闘を終えたドグがダッシュで来てくれた。

「キルナさん！　倒れてたが、怪け我がしてないか!?」

「あーうん。馬に振り回されただけ。そっちこそ、平気？　って圧勝だし平気か。すごいね」

　素直に感心する。

「最初の報告が森の中をうろちょろしてるだけで攻め気が無くって。急いで取って返してきた。また背後を取られちゃたまらないって思ってな」

「やったじゃん。おじ様のおかげだね」

「ああ……そうだな。助かったよ」

　複雑そうな顔でうなずくドグ。

　そんなあたしたちのところへ、兵士が馬で駆け寄ってきた。間髪を入れずに飛び降りて、敬礼する。

「少尉殿！　本隊からの伝令が来ました!!　われわれのすぐ近くまで来ているそうです!!」

「なにがだ？」

「本隊です。本隊が、すでにわれわれの近くまで来ているそうです。斥候部隊は速やかに合流すべしとのこと！」

　あたしとドグは顔を見合わせた。こっちには来ない、と言っていた閣下が来てる？

　火薬の焦げ臭い匂いと、血や土つち埃ぼこりで薄汚れたドグ。あちこちでさまざまな声がする。おまけに、閣下まで想定外なことしてる。

　いよいよもって、戦争らしくなってきたみたい。








◯第五章　わかる！　英雄のいる確率！









　ファヴェール軍ナオキ宰相麾き下かプラビナス方面軍は、その進路を変更した。

　勢いのままに突き進んでいたかと思われた彼らだが、敵軍が迂う回かいしたことを警戒して引き返し北へと向かう。迂う回かいした敵軍の予想進路に食らいつく動きだ。

　分進合撃。軍を分け同時に襲撃することで背面を突くという戦術を警戒したか。そう思われた。

　それは悪手であると評価されることになる。

　敵軍はわずか１０００のハサリアと見たファヴェールだが、北の森に隠されていたハサリア部隊が合流し２０００の敵と相対することになってしまったからだ。

　ハサリア騎兵は３倍の敵を倒すべく作られた騎兵であり、事実それを得意としていた。

　プラビナスの中心都市を包囲させた軍勢と合流を果たせなかったファヴェール軍の兵数は６０００のままだ。であれば、ハサリア騎兵は彼らを恐れない。

　包囲軍に向かった５００の兵を叩たたき、それから全軍で立ち向かう。それが兵ひよう法ほうに適かなった戦術であったはずなのに。

　北へ向かった部隊はわずかであったし、戦略上はその地域を焦あせって制圧する必要も無い。もしや戦いを焦あせったのだろうか。

　宰相ナオキ公は指揮を誤った。よくよく考えてみれば、女王と分かれてひとりで指揮を執るのは初めてのはず。であれば、彼の輝かしい戦歴も女王の威光に賜るものだったか──率いられた兵士たちにそんな噂うわさも流れる。

　ファヴェール軍は、ハサリア騎兵のもっとも得意とする兵力差。もっとも得意とする地形で共和国軍と相対することになった。

　季節は夏。

　森の中にある拓ひらけた丘で布陣する共和国軍と、なだらかな斜面の下側で陣を構えたファヴェール王国軍。

　彼らの間を、暑い風が駆け抜けていた。それはやがて、灼しやく熱ねつの砲弾が飛び交う戦場に変わることを、すべての兵士が了解していた。




　　　　◯




「隠し持っていた部隊が、このような形で役に立つとは、な」

　押さえきれぬ笑いを口くちの端はしに上らせながら、ピエルフシュ共和国議員・ラコビッツは戦場を見渡していた。

「戦略で考えれば無意味な用兵。王に無理を言って虎の子のハサリアを借り受け、無駄足になればわたしの信用も危うくなるところだったが……見事に成功とはな。存外、策士ではないかオルデンボーの」

　ここにいない大使の顔を思い浮かべて、満足げに髭ひげを撫なで下おろす。

「正直、覚えてもおらぬ小物であったが、贈り物でもせねばなるまい」

　出会えたのは偶然だったが、彼からの提案は有益なものになった。幸運に愛された戦場に自分は立っている。

　ファヴェールの宰相はむやみに敏さといという噂うわさだが、これは事前に計画していた内通ではない。だからこそ、ファヴェール軍について回る大使が内通しているとは夢にも思うまい。

「あとは奴やつらを蹂じゆう躙りんするのみ。簡単な話よ」




　　　　◯




「予定外のこともあったが、諸君らのやることは変わっていない」

　僕を見つめる連隊長らに告げる。

「訓練どおりのことを、訓練どおりにやってくれればいい。──指一本だ。諸君。諸君らの指一本が、今日は世界を震え上がらせる。さて、じゃあ取りかかってくれ」

　まあ二度目だし盛り上がりには欠けていた。悪い噂うわさもあるし。

　ただ、

「「「──了解！」」」

　前より息が合った返事だった。いいね。そういうの好きだよ僕も。




　　　　◯




「緊張してるかい、ドグ？」

「いいえ、閣下」

　じきに戦闘が始まるという段でも飄ひよう々ひようとした態度を崩さないまま、ナオキ宰相は俺にそんなことを言ってくる。

　答えは噓うそだった。本当は緊張している。

　当たり前だ。だってもうじき戦闘が始まるはずなのに、話しかけられるほど宰相の近くに置かれている。なにを思ったのか、ナオキ宰相は俺を大本営に置いているのだ。

　そこから見るものは、圧巻だった。

　数千人の兵士が眼前に並んでいる。整然と居並ぶ訓練された兵士たちが、武器を携えてじっと立っている。ただそれだけで圧倒されそうだというのに、これから全員で戦いが始まるのだ。

　こんな光景は、初めてだった。あるいは俺もその列に並ぶ一部であれば、そんなことを思わなかったかもしれないが。

　槍やりの穂先が、あるいは銃身が、鎧よろいが、夏の陽光を反射してあちこちからギラついた光をチカチカと漲みなぎらせる。無数の煌きらめきは自軍だけではない。距離を挟んで、向こう側──敵軍からも、夜の星みたいに光が満ちている。

　外だというのに充満した油と火薬の匂いが、ツンと鼻の奥を刺す。全部が尋常じゃない光景だ。

　なのにいまさら、緊張しているか？　だって？　それをちゃんとわかって言ってるのか？　この人は。

　この数千人の命運を左右するナオキ宰相が、かくんとうなずいた。

「そりゃいい。じゃあはいこれ」

「？」

　棒を差し出された。いや、

「望遠鏡？」

「目が疲れててね……敵の布陣が変わってないか、観察してくれ」

「……了解」

　なんて緊張感が無いんだこの人。

　正直に言うと、俺はナオキ宰相を計りかねてる。

　酒保商人隊で働いてた時はたまに遠くに見かけるくらいしかしなかった。親父おやじから話を聞いても『ありゃァ変態だ』とかなんか悪口付きだし。

〈魔術師〉ナオキというあだ名にいたっては、もはや逸話が多すぎる。ところ構わず変な紋章を書く芸術家みたいな奇癖のある男だとか、生まれたばかりの赤子を連れ去るとか、出生不明で王家に取り入ったとか、謎の呪文を唱えるとか、とにかく怪しい噂うわさには事欠かない。

　それでいて、親しい人には信頼が厚い。激戦時代を生き抜いた強つわ者もの。金かね儲もうけのうまい名士。古参兵に慕われる大将。それに──親父おやじが自由気ままな傭よう兵へい身分を捨てた理由。

　ひと言で言えば謎すぎる。

　もっと別のことでも気になっている。それはいまはいい。

「敵軍は……変わっておりません、閣下。前面に銃兵。両翼に砲を構え、ハサリアが準備を整えて並んでいます」

「そうか。数も変わってない？」

「おそらく」

「ほーう、そいつは良かった」

　その言葉に思わず振り向いてしまう。

「なんだよ？」

「いえ、べつに」

「遠慮せず言っていい。きみの親父おやじ殿とは戦場では仲が良いいんだ」

「……ではお言葉に甘えますが、閣下。〝そいつは良かった〟とはどういう意味ですか？」

「？　そのまんまの意味。２０００に増えてたんだよね。計算どおりで良かった」

　今度こそ意味がわからなかった。

　敵軍が突如として現れた援軍と合流した報告は、全軍に衝撃をもたらした。

　敵が軍を分けた途端、ナオキ宰相はそれまでの方針を変更したという。兵力分散の愚を説いていたというのに、敵が少なくなった途端に敵軍を追った。その結果がこれでは、罠わなに釣られてしまったとしか思えない。

　合流したキルナ監理官と猛烈に妙な呪文みたいな会話をして、怪しげな道具に向かって指をばちばち叩たたきつけ続ける奇行も意味がわからない。

「より詳細に言えば、敵軍はハサリア１５００、銃兵１００、槍そう兵へい２００、砲兵２００で大砲は３門です」

　報告すると、宰相はうんうんとうなずいた。

「あくまでハサリアの騎兵突撃主体の編成だね。僕らの陣を突撃で粉砕していくつもりだ。５年前のままだよ。懐なつかしい」

「懐なつかしい、ですか」

　奇っ怪な表現は続く。俺はまたもおうむ返しにしてしまう。

「そ。昔もね、騎兵突撃がどういうものかっていう計算をしたんだ。セルオートマトンっていうのを作図して説明したりね。ツナちゃんから聞いてる？」

「いいえ、閣下」

「そうか。じゃあ教えようか。セルオートマトンは渋滞学の研究に使われていたんだ。めちゃくちゃ簡単に言うと『前に人がいると進めない』っていうことなんだけど、ここまではいいか？」

　そんなもん当たり前だ。

「はい、閣下」

「で、渋滞っていうのは人が集まりすぎると起きる。面積当たりの人数＝密度こそが渋滞を起こす鍵だ。だから、銃兵のルールに則のつとって人を並べた場合と、ハサリアのルールで騎兵を並べた場合を比較した。

　そうしたら『どんなにたくさん銃兵を集めても局地的兵数比は５：２以上にできない』という結論が出たんだよね。それがハサリアの強さの秘密だった」
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「槍方陣テルシオじゃ勝てない相手だった」

「槍方陣テルシオ……傭よう兵へいたちの陣形ですね」

　俺の答えに、宰相はとても嬉うれしそうに笑った。

「そのとおり。傭兵たちの陣形だ。現在の国民連隊のものじゃない。昔は銃兵はあくまでおまけだった。槍そう兵へいと銃兵の比率は４：１～３：１くらい」

「そういえば……昔はもっと槍やり持ちが多かったスね」

「ファヴェール以外じゃまだまだ多いさ。……さっきみたいに詳細な軍容を言えるか？　ただし、今度はわが軍のやつだ」

「わが軍は銃兵が３０００、槍そう兵へいが２０００、騎兵５００、砲兵５００、大砲は37門です。前面に砲と銃を並べ、槍そう兵へいは銃兵の後ろで防御に備えています。騎兵は銃兵を混成した防御陣形で２００ずつを両翼に置いて、前列後列それぞれの援護に備えています。そして突撃騎兵部隊と銃兵隊が、合わせて５００。後方で予備に置いています」

「よろしい、オードッグ少尉。わが軍と敵軍のちがいはなんだ？」

「……歩兵が多い？」

「そのとおり」

「騎兵が貧弱です」

「それもまたそのとおり。つまりわれわれは、火力が主体なのさ」

　指を短銃の形にして「ばん」と口で言う宰相。その様は楽しげですらある。

「報告！　敵軍に動きがあります！　砲を押し出しています！」

「待つ必要は無い。砲兵に伝えろ。こっちから撃ってやれ」

　なにげなさすぎるその言いように、伝令はぎょっとした。

「せ、戦闘開始でありますか!?」

「それ以外にやることあるか？　せっかく準備したのに。行けって」

　むしろ反論があったの不思議。みたいな顔で宰相が命令する。

　いや戦闘開始がそんなにてきとうに言われたら誰でもびっくりするだろ！　伝令は慌てて馬首を返して走り去った。

「戦闘ォ──開始ィ──!!」

　戦いがついに始まる、というのに、宰相は伝令を見送るなり俺に向き直った。

「つまり、国民連隊の創設にあたって軍を構成そのものから一新したんだ。銃兵と砲兵を増やし、小隊、中隊の各級指揮官に従う訓練を施した。これにより射撃戦ではどんな国にもひけを取らないだけの火力を持ったのさ」

　まだ説明してる!?

「は、はい、閣下。いやあの、戦闘が……」

「遠くにいるうちは、僕らがやることなんてないよ」

　ボッ、という音が連続して重々しく空気を揺らした。一斉に吹き上がった砲煙が、兵士たちを覆い隠しそうなほど大量に現れる。

　兵士たちが身をかがめるのとほぼ同時に、爆発が最前列近くで起きた。こちらが撃つのと同時に、敵からも砲撃が来ている。

　ちらりと着弾のあったあたりへ顔を向けて、宰相は目を擦った。見えないらしい。

「ファヴェールが鉄と銅の産地とはいえ、新型の銃と大砲の数を揃そろえるのは大変だったよ。鉱物資源も武器も貿易品目だったし。ここ数年、武器製造はわが国の成長産業だ。まあその甲か斐いあって、射撃戦で不安は無いね。ほら、あっち見てくれ」

　指を差されて、そちらを見る。そこにいたのは砲兵部隊の観測手だ。砲煙で視界が塞がれた射手に代わって、掲揚旗で射撃の効果を伝えてくる。望遠鏡で確認した。

「『弾着わずかに遠し』」

「ま、大砲ってのは基本当たらない。だけど、一国の軍隊は10門程度だが、ファヴェールでは半軍でも30門以上だ。まぐれ当たりだってあるさ」

「しかし、人間が運べる程度の軽量砲ではそこまで大きな被害は出せないのでは……？」

「装塡に時間がかかる旧来の重砲じゃそもそも、当たるまでに時間かかりすぎる。見てみろ、うちの被害はそんなに出てるか？」

「……いいえ」

　着弾があったあたりに望遠鏡を向けると、歩兵の前にある柵がいくらか倒されている。兵隊の列も少し乱れていた。が、それだけだ。

「数撃ちゃ当たる、が基本だよ。着弾観測で修正すれば、確率的に──次は当たるさ」

　敵からの砲弾を待たずに、砲兵隊から発射煙が吹き出された。さっきは丘を抉えぐるものも多かったが、今度は黒い砲弾が敵の上まで飛び上がって降り注ぐ。

「おっ、燃えた」

　敵軍の一画に火の手が上がった。

「敵の重砲に当たったようです」

「いいね」

　兵士たちの歓声には及びもつかない茫ぼう洋ようとした声で、だが確かに、笑みを浮かべて宰相はつぶやいていた。

　なんなんだこの人は……？

　妙に不安にさせる取り憑つかれたような目つきだった。そして、閣下は再び俺に視線を戻す。

「っ」

　思わず身を引きそうになる。

「じゃあ、射撃で勝てなきゃどう出ると思う？」

「それは当然……突撃、かと思います」

「うんうん正解。やっぱおっさんの息子だね。優秀だ」

　楽器の音が響き渡る。ラッパの演奏だ。それに合わせて、光が瞬またたいた。

　まず見えたのは、槍やりの穂先だ。騎馬に跨またがり歩兵の長なが槍やりよりもなお長い突撃槍やりを掲げた彼らは、どんなに遠くにいてもその恐ろしい槍やり先さきは鋭く目を刺す。

　砲兵や歩兵の間を縫って、その勇ましく華美な装束に彩いろどられた騎兵たちが現れた。

　最強の騎兵隊、ハサリアだ。

　彼らの恐ろしさは周辺世界に知れ渡っている。自分ですら、その雄姿を讃たたえる歌を耳にしたことがあるほどだ。

「伝令」

「えっ、あっ、で、伝令！」

　危うく聞き逃しそうなほど普段どおりの声色で、宰相閣下が伝令を求めてくる。慌てて呼びつけた伝令に向けて、彼は淡々と言った。

「敵は正面突破を図っている。『固め撃ち』だ」

「了解しました！」

　それだけを伝えてから、宰相は──あろうことか、あくびをした。

　これから音に聞こえたハサリアの突撃が始まる。いよいよ正念場に、だ。

　信じられない思いで見つめる俺の視線に気づいて、口を閉じる。

「おっとごめん。寝てなくて」

　その軽いひと言に、猛烈に怒りが湧いた。

「……キルナさんを天幕に呼びつけたから、スか」

　本隊と合流してから、宰相と監理官は四六時中ずっと一緒に何かを書いていた。昨夜などは宰相の天幕に一晩中いたらしい、というのは聞いていた。

「んん？　なんだそれで怒ってるのか。まあ、ツナちゃんにも手伝ってもらわないといけなかったんだ。徹夜させたのは許せよ」

　無責任に噂うわさされるような、ゲスな勘繰りをしているわけじゃない。ただ──彼女が〝かっか〟と呼ぶ時の顔が、ひどく羨ましいだけだ。

「徹夜の甲か斐いはあったよ。いいか、ハサリアは１部隊が２００人で構成されている。その突撃は４列横隊。突撃は四段階だ。常なみ歩あしで75メートル、速はや歩あしで１５０メートル、駆かけ歩あしで１２０メートル、襲歩で30メートル。全部合わせると３７５メートルの距離だ」

「は、はあ」

「一方こちらの銃兵の射程距離は、分厚い馬鎧よろいまで貫ける威力を発揮できるのはせいぜい50メートル。だから、一発しか撃てない。で、昨日の夜は──撃ったあとの結果をシミュレーションし続けてたのさ」

　いよいよワケがわからないことを言っている。

「４列横隊で教則本どおりに配置すれば幅は１騎兵あたり２・５メートルだから、50騎兵で１２５メートル。それがハサリアの幅だ。では銃兵はどうか？　この５年間で制服を着せて、弾と発射薬は１発ずつ紙薬やつ莢きように包んである。火薬は火薬入れ以外に入れさせなかった。おかげで隣との距離は０・５メートルでも引火する確率は極端に低下した。そして１列目はしゃがみ、２列目は中腰、３列目は立射で、３人が一度に撃てるよう訓練した。ここまでやってようやく、ハサリア騎兵１に対して銃兵は３～４で撃つことができるようになった」

「閣下、あの、よくわかんねえんですけど……」

「昨日ツナちゃんに説明した紙が……えっと……ああこれだ。はいどうぞ」
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「ほら、２：７か２：８だ」

「閣下、敵が来ます」

　軽快なラッパの楽奏に合わせて、騎兵が迫っている。

　土つち埃ぼこりを巻き上げて迫るその威容を望遠鏡で確認して、閣下はため息を吐いた。

「はー……まだ遠いよ。突撃開始地点ですらない。安心しなよ。もし死ぬとしても１０９秒以上ある。彼らの教則本どおりならね。距離と速度で秒数を計れば、僕らのチャンスは３７５メートルから始まる突撃の１０４秒以降の数秒間だけ」

　まるで余命宣告にも聞こえる。それも、１００秒かそこらの短い時間の。

「いいか？　これはツナちゃんと僕が夜通しグラフを書いて出した結論だ。──ちゃんとやれば、勝てる」

「……ちゃ、ちゃんとやれば？　どういう状態ですか？」

「セルオートマトンで考えれば、前に人がいれば止まる。つまり、突撃の途中で目の前の騎兵が死んだら止まる。ってことは、だ。互い違いに４列横隊を作った場合１列目と２列目の両方が死なない限りは止まらない。だが、両方死んでいたら止まる。僕らが考えるのは１列と２列がきちんと死んでくれるかどうか、だけでいい」

「それがどうかしたんすか？」

　いい加減、言葉を繕えなくなってきた。しかし気分を害する様子も無く、宰相は言う。

「１００メートルで20％。50メートルで50％。銃兵の命中率はそんなもの。不発率が40％。多少改善されたけどね。ってことは、50メートルで敵を撃てば1－（1－0.3）4でおよそ76％の確率で敵は死ぬ。あとは、それを50人×２列ぶん考えていけばいい。つまり１列目と２列目が両方とも死ぬ確率は０・76の２乗で約58％。50列のうち29列が止まる。……ってイメージできる？　僕はできる。なんと紙に書いたから」

「閣下、敵が突撃を開始してます！」

「えー、見てよこの力作」

「閣下！」

「ちゃんと何秒経たったか数えてるよ。まだ時間はあるさ。っていうか喋しやべってないと寝落ちしそうなんだよ」
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「で、見たらわかるけど、４列ないし３列で突撃してくるのが５カ所とか７カ所できるんだ。そこは抜けてくると思うから、槍そう兵へいと後列騎兵で対処させないといけない。だが、逆に言えば──悪くても、抜けられるのはそこまでだ」

　60秒は経たった気がする。

　後列にいる自分ですら、もはや敵の突撃は目前であるかと思えるような人馬の津波。それを前に告げられた、聞き捨てならない部分がある。

「抜けられる前提なんスか!?」

「さてね。これは銃兵だけの計算だ。しかも平野で野ざらしのね。いまは簡易とはいえ柵と、37門の野戦砲のぶどう弾もある。三列銃兵と砲が一斉射撃を敢行する。それが『固め撃ち』だ。訓練しなければできない、指一本の偉業だよ」

　前線から声が届く。『準備せよレデイ』の号令が、全ての中隊にこだまする。

「彼らが訓練どおりの成果を発揮すれば、ほんの数秒だけだが、その目の前に死の嵐が生まれる。大量の弾丸がばら撒まかれた無差別銃撃地帯だ。個人の勇武は問題じゃない。そこで生き残るのに必要なのは、特別な運の良さだけだ。それ以外にはなにもかも無価値になる。馬も、鎧よろいも、誇りも──愛国心ですら、だ」

　宰相閣下は、指を一本立てる。

「弾幕射撃だ、少尉。抜けられるのは──英雄だけさ」
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　にやりと笑って、指を曲げた。

『撃てフアイア』

　すべての兵士を揺るがす轟ごう音おんが、炸さく裂れつした。

　この日、俺は悟る。宰相閣下は本物の〈魔術師〉だ。

　──敵かなわない。




　　　　◯




「敵軍が再突撃の準備をしている？」

　ずどん、どぱぱ、とたまに銃声と砲声が散発的に轟とどろくなかで、不思議な報告があった。

「はい。銃火を抜けてきた敵は間もなく逃げ遅れも含めて殲せん滅めつできます。しかし、敵は逃ちよう散さんすることなく集結しているという報告が」

「うーん……」

　ちょっと悩む。

　わっと散って逃げていく敵を追撃するつもりだったのに、なぜまだ崩れないんだ？

「敵はこちらの戦闘力を把握できてるよな？」

「はい閣下。身をもって知ったと思います」

「さっきの突撃は完膚なきまでに失敗しただろ。甚じん大だいな被害を被こうむった連隊がファヴェールうちにあったか？」

「いいえ閣下。戦闘不能な中隊はありません」

「あー……勝ち目は無いよね？」

「はい閣下」

「じゃあ……なんで逃げない？　わかる人いない？」

　周囲の大本営スタッフに呼びかけるが、誰も答えてくれなかった。と思いきや、

「閣下、よろしいですか？」

　若い子が手を挙げた。

　僕は鷹おう揚ようにうなずいてみせる。

「オードッグ少尉のアイデアを聞こう」

「敵は、もう一度突撃して、勝つつもりだと思います」

　さっき失敗したばかりのことを、もう一度やりたいっていうのか？

「ありえなくない？」

「敵の将軍がいまの失敗を偶然だと思っていれば、ありえます」

「……ふーむ？」

「ハサリアは突撃できなかっただけです。半数以上が生き残っています。偶然失敗しただけだから、次はうまくいく。そういう輩やからは腐るほどいるってオヤ──父のレオンが」

「なるほど。ハサリアの突撃はいままで失敗したことが無い。だから、今回のはたまたま偶然。運が悪かっただけ……ふーむ……」

　わりとありそうな気がする。特に、追い詰められると現実を見ない人とかいるし。

　敵の立場になってみよう。南方の大戦争があるのに、虎の子のハサリアを持ってきた。実は無理をしている。そのうえで負けるというのは追い詰められ加減では十分か？

　十分ぽいな。

　驚くべきことに、敵には後続や隣の騎馬が倒れても突撃を敢行してくる勇敢な〝英雄〟が山ほどいた。まあたいてい囲まれて殺されてるけど。

　しかし、戦意の高さは一級品であることは間違いない。訓練された精兵だ。そういう兵隊は傭よう兵へいとはちがって上官の命令は理不尽でも聞いてしまうことが多い。

　決死の突撃を目もく論ろんでいるのかもしれない。

「一理ある。……だけど、どうかな……」

　戦場のあちこちを望遠鏡で観察する。と、

「……オードッグ少尉」

「はっ」

「貴官の意見を採用する。わが軍は敵の突撃をここで受け止める。そして、二回目の突撃が終わったら追撃にかかる。少尉は予備隊を連れて敵軍左翼後方に回れ。あちらだ」

「迂う回かいして挟撃でしょうか？　敵の目の前では危険では？」

　なんだ、いつの間に慎重さなんて身につけたんだこの子。

「わが軍の右翼で森が途切れてるだろ？　あれを進めば敵側からは森の陰だ。隠れて進める。一瞬だけど、騎兵が見えたんだ。もしかしたら、少数の手勢を潜ませて、追撃するわが軍に一撃加えて混乱させる伏兵かもしれない。危なかった。やっぱり敵は侮あなどったらいけないな！」

「了解しました。出撃します」

「敵の最後の一手を潰す任務だ。手柄を挙げてこい！」

　親指立てて送り出した。おっさんとの約束もこれで果たせるだろう。










　共和国騎兵、敗北す。

　ファヴェール軍はその日、誰もが予想していなかったことを成し遂げた。

　人馬一体となって地を浚さらう陸の津波、ハサリア騎兵。周辺世界の誰もが認めざるをえない最強の軍団を、ファヴェール軍の爪と牙が遂ついに馬の喉を切り裂き腸はらわたを食い千切った。

　ハサリア騎兵が敢行した二度の突撃を粉砕し、ファヴェール軍は勢いに乗って追撃。敵将を捕縛し多数の捕虜とハサリアの軍馬を手中にした。

　ファヴェール軍の戦術を甘く見たせいで、共和国軍は自ら突撃して銃弾に身をさらしてしまった。捕虜になった敵将は身みの代しろ金きんによりすぐさま解放されたものの、敗戦と王の信頼を裏切ったショックで心神を喪失し鬱を患わずらって人知れぬ修道院に引きこもった。

　一方、見事な戦術指揮を見せたファヴェール軍およびナオキ公はその後も快進撃を続ける。余力をすべて失った共和国になすすべは無く、包囲された都市からどうにか脱出したプラビナス地方の守将はひたすら人の足が鈍る冬を心待ちにすることになった。

　余談ながら──この戦いでファヴェール軍の予備隊は、なぜか友軍からも敵軍からも離れて輸送部隊を襲撃していた。輸送部隊が運んでいたのは、大量の蜂蜜。共和国軍の将が戦いのあとに馬に与えるためのものだった。

　巷こう間かんの噂うわさでは魔術かぶれの宰相はこれを使って惚ほれ薬を作るつもりだった、と言われるが──真相は、わからない。








◯終章　予想を難しくするものは？









「こんにちは。なんだかお久しぶりですね、お三方。ご機嫌いかがですか？」

「ご機嫌麗うるわしゅうございます、ロートリンデ女王陛下。おかげさまで、えー、健やかに暮らしております」

「ご、ご機嫌、麗しゅう……」

「ご無沙汰しております、女王陛下」

　オルデンボー王国両大使、ワルテリナ帝国大使が、それぞれ挨拶を返してくれます。

　場所はジムシェクの港にある市庁舎です。広い応接室は仕切りで二部屋にもなる作りで、部屋の真ん中には背の高い本棚がそびえたっています。本棚の背中部分に間ま仕じ切きりとなる壁板が収納されていて、床と天井にはレールがありました。なかなか興味深い作りです。

　しかし、明らかに顔面蒼そう白はくで息絶え絶えな優雅さを失った方がひとりいました。

「さっそくですが、良いいお報しらせと悪いお報しらせがあります」

「それでは、ま、ありふれた順番で申し訳なくも思いますが、えー、良い方からお聞かせ願うことは叶かないますでしょうか、陛下」

「許します、オディロン伯爵。良いお報しらせは、まず、わが軍が勝ったことです。休戦協定などはまだですが、趨すう勢せいはほぼ決まりました。こうして大使らと面会できるほどのお時間も、作れるようになりました」

「それは喜ばしい。美しき陛下に拝謁できることは、故国でも私ワタクシの役得として、ま、自慢しているところです」

「戦勝おめでとうございます、ロートリンデ女王陛下」

「……」

　さて、ここからです。

「それでは悪いお報しらせです。それは──」

「僕も、あなたたちにお会いできることです」

「わあああっ──!!」

　叫び声を上げたビルン男爵が、椅子を蹴立てて飛び上がって床に転がりました。

　本棚の陰から現れたナオキさんは、ポカンとした顔でそれを見ています。

「やっといてなんだけどビルン男爵は驚きすぎだと思う」

「これはこれは、えー、驚きましたな。宰相閣下もいらっしゃったとは」

　肩をすくめて答えつつ、ナオキさんは気を取り直して大使らに歩み寄ります。転がっていた椅子を侍女が直して下がりました。両膝をついてナオキさんを見つめるビルン男爵を見下ろして、笑いかけました。

「男爵、どうされたんですか。ほら、立って。足下には気をつけないと」

「あ、ああ……」

　手を差し出されたビルン男爵がその手を握る──直前で、ナオキさんは彼の腕を摑つかんで引っ張り上げました。

「な、なにを？」

「遅い。ここ座って。……ところで、ラコビッツ議員がどうなったか聞いてますか？」

「ら、ラコビッツ？　だ誰のことですかな？」

「僕と戦った共和国軍の敵将さ。彼は勇敢に戦った。そして戦いののち、議員は誰に話しかけられてもなにも喋しやべらなくなってしまった。自分の世界に閉じこもっているんです。武勇を競った男としては残念極まるよ。ところで、彼は不思議な用兵をしていた」

　椅子に押しつけるように座らせて、ナオキさんは語りかけます。

「自分の隠し持っていた秘密のハサリア部隊と合流を急いだ？　いやあ、それなら部隊の方を西へ向かわせれば良かった。だがその部隊は、不思議なことに小さな斥候部隊を捕縛しに行ったんだよ。なぜだろうな？」

　ぺらり、と一枚の親書を男爵の前に置きます。

「……僕が思うに、ファヴェール軍についてこれて、敵と顔なじみで、僕と僕の人間関係を多少は知ってて、もしファヴェールが撃破されても攻撃されない誰かが、悪意を持って、こんなふうに、情報を流したんじゃないか、と、思ってるんだ。ケッテン・ビルン男爵」

　ゆっくりと、机を指で叩たたきながら男爵の顔を覗のぞきこむナオキさん。最後の呼び名に込められた低く煮えたぎるような声が、宰相の胸に渦巻くものを表していました。

「僕が大事に育てたトゥーナの移動先を、なぜか、だれかが、ラコビッツに流した。……前兆は無かった。思いつきか？　どうなんだ？　男爵？」

「わ、私はなにも知らない！　知らない！　知らな──ひぃっ!?」

　必死で否定する男爵を見下ろして、ナオキさんが男爵の椅子を蹴り飛ばしました。

　椅子ごと自分の方を向かせて、胸倉を摑つかんで引き寄せます。

「知ってるか、男爵？　僕は、子どものためなら獣の腹を何百回でも引き裂くぞ」

「────」

「……ま、でも証拠は無い。指紋照合も筆跡鑑定も無いこの世界じゃな。困ったもんだ。だが確信はある。二度とわが国に関わらないことをおすすめするよ、男爵」

　襟を摑つかむ手を離してから、ぽん、と彼の肩を叩たたいてナオキさんはいつもの調子に戻りました。

「で、タストルプ男爵。あなたは関与していないような顔だが、彼を擁護しないのか？　僕としては、大使はひとりでいいんだが」

「難しいことは、ビルン男爵がやると言っているので私はべつに」

「……本気で言ってる？」

「まさか。噓うそはつきません」

　曇り無き眼めで言うタストルプ男爵に、ナオキさんは天を仰いでいます。

「血船王には……こう伝えてくれ。『貴国の大使は無能な働き者より、無能な怠け者の方でいい』って」

「わかりました。……書いても？」

「どうぞ。向こうで」

　ナオキさんはオルデンボー大使らから興味を失って、侍女を促して隣室に押し込めました。

　そして、愉快げに成り行きを見守っていたオディロン伯爵を向きます。彼の前にも、紙を置きました。

「さて、あなたには見せたい物がある」

「ほほう、いったいなんでしょうかな」

「印刷ビラの最新号さ、オディロン伯爵」

「ふむふむ、えー、これは、本当に新しいやつですな……『ファヴェール王国軍、快進撃！　敵将を捕縛してさらに進軍中！』と。ま、なかなか人気が出るかと、いうところでありましょうかなぁ」

「それは自画自賛かな伯爵？」

　ナオキさんが目を細めて言いつつ、わたしの隣に座ります。ワルテリナ帝国大使は、眉を跳ね上げてビラを置きました。それからゆっくりと髭ひげを撫なでます。

「……バレましたか」

「ふっ、僕を甘く見てもらっては困る」

「いいえ、そちらはわたしが見つけましたオディロン伯爵。この地に印刷機はそう多くありません。あなたはジムシェクにいらしたので、前線とは距離があります。ですから、少し情報に手を加えてビラの供給地を探ったのです」

　ファヴェール本国には第一軍の勝利について『敵軍を壊滅させた』と送り、ジムシェクには『敵将を捕らえた』と報告します。ビラはすぐさま作成され、その見出しには作成者の摑つかんだ最初の情報が掲載されるということです。

「おや、そんな手を使われていたとは……。えー、ではいまのは？」

　ナオキさんに目を向けます。なぜ勝ち誇ったのでしょうか、と。

「うまいことが言えたからつい」

　目をそらすナオキさんです。お茶目なところがありますよね、ナオキさん。

　わたしは伯爵に問いかけました。

「なぜ、このようなビラを作成していたのですか？　戦意高揚に一役買いたかった……とも、思えないのですが」

「それは、えー、お恥ずかしながら……」

　珍しいことに、オディロン伯爵が言いよどんでおられます。

「ながら？」

　先を促すと、ようやく口を開きました。

「趣味、と申しますことが、ま、いちばん近い表現でないこともないかと……」

「え？」

「いやその！　最初は読むだけでした。本当にそうだったのです、神に誓って。ですがいつの間にか、その、私ワタクシの方がうまくできるのになぁ、なんてー……はは。気づいたら、書いておりました。自画自賛、ではないのです。なにしろ、挿絵は、えー、画家にやらせてましてね」

「はあ……」

「過激な内容ばかりだったのは、反省を、えー、していますが。こういうのは大衆に受けるようにしなくては見てもらえなくありましてですね！」

　あれこれと言い募り始めたオディロン伯爵を見ていると、南方から取り寄せられた見たことも無い鳥を初めて目にしたときの気分です。

　つまり、よくわからない生き物です。

「ソアラ、つまりこの人はマスコミかツイッター廃人か歴史作家のどれかだ」

「……そう、なんですか？」

　ナオキさんの口調にも、なんだか呆あきれが混じっています。

「私ワタクシのビラは、ま、こう見えても、好評でして。良ければ、バレてしまった以上、いっそ、えー、お二方に取材などさせてもらっては、などと思わなくもないところでありますがどうですかな？」

　わたしとナオキさんは目を合わせた一瞬で、答えを決めました。

「「お断りします」」

「それは、残念ですな……」




　　　　◯




　クソ雑魚ざこ陰謀家ぶったオルデンボー大使を更迭した日から、数日を過ごした。

　その間、僕がなにをやっていたかと言えば……あらゆることを、だ。

　戦争でいちばん大変なときはいつか？　答えは、始める前と終わらせる時だ。

「だからこれは線形計画法で進めてくれって。供給地候補の選定？　それはライアス公に聞いてくれ。おいこの決済はなんだよもうちょっとここ商人いなかったっけ？　は、逃げた？　逃がすかよ。絶対国債買わせてやる。関係のある商会リストアップしてこい。食糧が足りないって？　送ったじゃないか。大丈夫だ南部のパスタなら１年前のでも食えるっていけるいける僕は嫌だけど奴やつらにはそれ食わせとけ。いや噓うそつけお上品な腹してないだろあいつら」

　という感じで、ひっきりなしに誰かが持ってくる案件をザクザクと切り捨てていく。

　手が回りきらない。

　ひーひー言いながら書類仕事を続け、どうにかひと段落つけるところで本当はついちゃいけないけどついとく。キリが無い。

「あー……」

　椅子にもたれてうめく。

「あー……[image: あ゛][image: あ゛][image: あ゛][image: あ゛]あ……」

　うめいてうめいて背骨がみしみし軋きしむくらい後ろにいって天井が見えた。

　いつの間にか部屋が暗くなってる。壁で蠟ろう燭そくの明かりが揺れていた。もう夜だ。

　と、

「お疲れさまです、ナオキさん」

　ソアラの顔がにょきっと生えた。いや、椅子の後ろから覗のぞきこまれただけだ。

「ぉーぅ、ソアラ。お疲れさま」

　ゆっくりと体を戻して立ち上がり、ソアラに向き直る。

「差し入れです。どうぞ」

「ありがとう」

　女王様がお盆を手にして給きゆう仕じしてくれる、我ながらいいご身分だなー。とか思いつつ飲んでひと心地つく。座りっぱなしだったので、立ったまま飲むほうが楽だ。

「はー……沁しみるなー……ソアラが淹いれてくれるとすごくおいしい」

「テレンティアさんのほうが、お上手ですけどね」

　お盆を置いて自分のカップに口をつけたソアラが、そんなことを言う。

「そうなのか？　それなら僕の舌は、愛情で騙だまされたってことか」

「ふふ、でしたら、もっと騙だませるように愛情補給しておきます」

　ぽふんと、こちらの胸に背中を預けてくるソアラ。僕はソアラの体に腕を回しておく。

　やがて、じんわりとお互いの体温が溶け合ってくる。

「んー……これ、わたしが騙だまされちゃいますよぅ……」

「大丈夫。僕の方にも来てる」

「なら良かったです」

　ふたりで馬鹿なことを言い合いつつ、目の前にある窓からの風景を見るともなしに眺める。

　港と海が見える。手前の町にはあちこちに明かりが灯ともり、薄ぼんやりと屋根の陰影が浮かんでいた。港に停泊する船の端々に吊つり下さげられた角灯の火が、木とロープのシルエットを仄ほのかに縁取る。炭のように真っ暗な海の向こうに、月と星の明かりが水平線をぎりぎりなぞり上げていた。

　その光景のどこにも、争いごとなど見当たらないように見える。

「……だいたい終わったな、この戦争も」

「終わりましたね」

　しかし、僕らがいる部屋。踏みしめる大地。眺める港。すべて、侵略して奪ったものだ。

「僕たちは、結局、戦っちゃうんだな」

「たぶん、しっぺ返し戦略ですよぅ」

　しっぺ返し戦略。

　相手が裏切るならこちらも裏切る。相手が協力するならこちらも協力する。

　それがもっとも利得を高めるというシンプルなルールだ。

「だったら、世界は争いに溢あふれてるってことか？」

「きっとそうです。だって、みんな好きなものがありますから」

「……好きなものがあると、争うのか？」

　首をかしげると、ソアラはカップを置いて書類を手に取って僕を見た。

「ええ。たとえばナオキさん、侍女に書類を破られたらどうしますか？」

　破るふりをしながら言われて、答える。

「怒る」

「では、子どもたちから送られた手紙を破られたら？」

「……憎む」

「そういうことです。同じ紙とインクでできたものですが、〝好き〟が係わると複雑になります」

　難儀なもんだ。

「だとしたら、世界は〝争い好き〟が尽きないなぁ」

「でも、わたしたちの争いはこれで終わりですから……。今度は好きなこと、いーっぱいしたいですよぅ……」

　窓にもたれかかりながらあまりにもしみじみ言うので、思わず吹きだしてしまった。

「仕事疲れのＯＬみたいなこと言うな」

「おーえる……？」

「オフィスレディ。働く女性」

「働いてますよ？」

「……そうだな」

　じゃあいいか。

「ともかく、今回はナオキさんと一緒に戦争できませんでしたから。本当にもうくたくたです。いつも一緒のレオンさんずるいですよぅ」

「あのおっさんだって、今回の戦争はいつもとちがったかもよ」

「？　なにかあったんですか？」

　いぶかるソアラに、僕は思い出し笑いしつつ声を潜めた。

「おっさんが、戦闘終了後にドグに言ってたんだよ。『おゥ、生きてやがったか。良かった』ってさ」

「はあ……」

　ピンとこないようだった。

「ま、僕には面白いことだったってことさ。まだ〝世界中〟は変えられてない。でも……一カ所だけは、変えてやれた気がしたんだ」

「それは……良かったです。頑張りましたね」

　微笑ほほえんでうなずいてくれるソアラ。自分にわからない話も、本心からそう言ってくれるので嬉うれしい。

「んー、僕も好きなことしたいなー。みんなで温泉に行こう。子どもたちに泳ぐのダメだって叱って、ツナちゃんが子どもたちを追いかけて、テレンティアが前を洗おうとするのをソアラが『ダメですよぅっ』って騒いでるのを、壁の向こうの男湯で聞く」

「あれ、一緒に入ってないですよぅ!?」

「それが侘わびさび……」

　次に会えるときのことが、こんなにも待ち遠しい。

　強いて言うなら、それこそが僕がこの戦争で手に入れたものだったのかもしれない。
















　ひとつだけ、しかし、致命的な、誤算があった。

『同盟軍、敗北す』

　６万の軍勢でもって南方に侵攻していたオルデンボー麾き下かの同盟軍は、計算によれば絶対に負けるはずが無かった。

〈誓連会リーグ〉軍の援軍が、突如、まるで奇術のように現れなければ、だ。

　その援軍を作り出したのは、尋常ならざる冷徹なロジックによるものだ。

　つまり──〈魔術師〉は北ほつ方ぽうの専売特許ではない。

「戦争が、そう簡単に終われるわけは、えー、ないと、そう言わざることもない時がある。そのようなことですな」

　新しいビラを持ってきたオディロン伯爵が、信じられない気持ちでそれを見る僕とソアラに語りかける。

「さて、どうされますかな？」

　この戦争はファヴェール単独の戦争ではない。〈同盟アライアンス〉と〈誓連会リーグ〉という、周辺世界すべての国を巻き込んだ戦争なのだ。

　多国間戦争。

　たかが一国を降くだしたところで終わるはずもない。

　そして、戦争の火種は山火事よりも病よりも早く、広く伝でん播ぱする。

　ガブリエル皇帝・ピエルフシュ共和国・諸邦領主・ワルテリナ帝国・エイルンラント王国・ベネルクス連合国・オルデンボー王国・ファヴェール王国。

　あらゆるところに火がついている。一度燃え上がらないかぎりその流れは止まることはなく、燃え尽きるのがどこになるのか、誰にも──そう、誰にもわからない。

　数字を駆使していても、だ。

　──戦争は、終わらない。








あとがき






　お買い上げありがとうございます。長なが田た信のぶ織おりです。

　今回は前巻から時間が経たって５年後の話。ソアラとテレンティアはそれぞれ可愛かわいい子どもを産んでいて、ナオキは二児の父です。ライトノベルだとほぼ見ない形のそんな時間経過に、担当さんには「マジでやるんですか？」と聞かれました。マジでやりました。

　そして成長したツナちゃんのイラストを見た私はなぜかショックを受けました。なんと前は９歳だったのに14歳になってるんです。おかしい。ちょっと前まであんなに小さかったのになんということでしょう。時の流れは早いですね……。

　それはさておき、今回は数字に表れる不思議な法則の話がありましたね。

　実はこれ、１巻で使おうとした法則でした。

　私は学生のころ帳簿を扱う授業があったので、作家としての収入を手にしたときは自分ひとりぶんの帳簿くらいは普通に作れる程度には複式帳簿というものに慣れていました。

　この帳簿ってやつにはいろいろテクニックがあります。たとえば前提として帳簿を全部書き終わると借方と貸方というのがつり合うのです。これは特に難しくないです。１００円のジュースを買うと、財布から出した金額が１００円、冷蔵庫に入れたジュースが１００円相当、そういうことです。

　ですが、たくさんの取引を書いてると記入ミスもあります。なぜか１９８０円ほど金額が合わない。そんなときに１９８０を９で割ってみます。すると、２２０になりました。この場合に「２２００円と記入するところを２２０円と誤記してないか」と当たりをつけられたりします。桁の数を間違えたんですね。

　１桁間違えたので９割ぶんの金額が合わなくなり、その場合は必ず９で割り切れるということです。シンプルな法則ですね。

　逆に、数字のお約束を帳簿に当てはめて不正を解き明かすことに発展したもの。それが作中の法則です。面白いですよね。もちろん、授業ではそこまでやりませんでしたが。

「万物の根源は数である」というのは数学者ピタゴラスの名言ですが、根源というのは遠く離れた祖先ではなくなにをどうしようとも常にそれが共にあるということではないか。なんて思ったりもします。

「１がいちばん多い」なんてダジャレみたいな法則ですが、わかりやすく、シンプルで、対数分布や人間の営みへの驚きもある。さらに１巻という原点にもつながるベンフォードの法則です。ようやく書けて満足でした。そして、それをツナちゃんが持っていったことが４巻を象徴しているのかも、などとも思うのです。




　それでは、ここから謝辞を。

　今回も魅力的なイラストですうすくを盛り上げてくれた紅べに緒おさん。主人公とヒロインがここへ来て成長するという展開にお付き合いいただいてありがとうございます。なんかツナちゃん魔法少女みたいですよね。めっちゃ可愛かわいい。

　お待たせしました担当さん。申し訳ない。ありがとうございます。

　いつも私が忘れてることを思い出させてくれる校正さん。ありがとうございます。

　今回はかなり無茶振りした感じがあるデザイナーさん。図解ページがないとすうすくはここまで好評いただけません。ありがとうございます。

　制作協力いただいた数学者のTaKuYa.さん、ご紹介いただいたえいちださん。ありがとうございます。

　そして、実は出せないと言われていた４巻を出せることになったのは、応援してくださった読者の方々のおかげです。本当にありがとうございます。出せました。

　みなさんへ感謝をしつつこのへんで。どうもありがとうございました。
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平へい和わでいられる確かく率りつを求もとめよ。ただし大だい戦せん争そうは必ひっ須すであるものとする。
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